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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　──決戦前夜。

〈浮遊島ラグナ・イース〉の大祭殿において、決勝戦の試合方式が発表された、その直後。

　夜の闇やみに紛れて、一隻の小型飛行艇が森の中に着陸した。

　船籍は巧妙に偽装されているが、その実態は、軍用精霊を搭載したアルファス教国の高速密航船だ。

「……ようやく来たか」

　森の中に切り拓かれた小さな聖堂。

　その扉の前で、リリィ・フレイムは船を待っていた。

　音もなく着陸した小型艇の入り口から、漆黒の聖衣を纏まとった僧そう侶りよたちが降りてくる。

　総勢十二人。全員、黒い布で顔を覆い隠しているが、その機敏な身のこなしから、彼らが訓練された戦闘技能者であることは容易に覗うかがえた。

　魔王教団の秘密機関──〈蛇〉の連中だ。

「──ずいぶん遅かったわね。待ちくたびれてしまったわ」

　彼らに向かって声を発したのは──暗灰色アツシユグレイの髪をした、小柄な少女だった。

　ミュア・アレンスタール。リリィ・フレイムと同じ〈教きよう導どう院いん〉の遺児。

　その可か憐れんな容姿とは裏腹に、恐るべき異能の力を備えた精霊使いである。

「おまえが考えもなしに軍用精霊を使い潰つぶすからだ。本来なら、〈コロッサス〉も〈ガルーダ〉も、決勝戦で運用するはずだったのに──」

　ミュアを横目で睨にらみながら、リリィが軽くため息をつく。

　実際、軍用精霊の提供に関する教国との交渉は、昨日まで決裂寸前だったのだ。

　先だっての〈嵐の如き乱舞テンペスト〉における〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の圧倒的な勝利がなければ、新たな軍用精霊の援助を受けることはできなかっただろう。

　──と、その時だ。黒衣の集団から一人の老僧が進み出て、精せい緻ちな装飾のほどこされた細工箱をミュアに手渡した。

「喜べ。我らが教主様は、汝なんじ等らに最強の軍用精霊を賜った」

「中をあらためさせていただいても、構いませんか？」

「結構」

　リリィの確認に、頷うなずく老僧。

「最強の軍用精霊──ね。今度のは使い物になるかしら？」

　ミュアが無造作に細工箱を開く。

　箱の中に収められていたのは──鈍く輝く銀製の腕輪だった。

　はた目にはなんの変哲もない腕輪だ。しかし、実際のところ伝説級の魔装具のほとんどは、凝った装飾のない簡素な形のものが多い。

（材質は、高純度の〈錬魔銀ミスリル〉か──）

　表面に刻まれている文字は、いまでは失われてしまった古代精霊語ハイエンシエントだろう。

　リリィはエルフィム種族特有の紅あかい眼めを細め、そこに彫られた名前を読みとる。

「……っ、〈ヴァララカール〉!?　まさか、滅びの炎ほのおを司る悪鬼──」

　背筋に戦せん慄りつが走った。それは、遙はるか太古──〈精霊戦争〉の時代に、数多くの都市国家を滅ぼしたという魔神の真名だ。

（──教国の〈蛇〉が、これほどの精霊を用意してくるとは）

　国家の保有する軍用精霊としては、最高ランクの戦力だ。

　普段は冷静な彼女も、さすがに驚きを隠せない。

　だが、そんなリリィの動揺も意に介さぬかのように、

「ずいぶん無骨な腕輪ね。兄様の好みではないわ」

　ミュアは華きや奢しやな細腕に腕輪を嵌はめると、そんな不満を口にした。

　単独で都市を壊滅させることのできる、最高ランクの戦術級軍用精霊。

　しかし、彼女にとっては、ただの道具のひとつでしかない。

　精霊を狂わせ、その存在そのものを使い潰す異形の力──〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉。

　そんな呪のろいのような異能を持って生まれた、〈怪物〉にとっては。

　と。

「──おまえたちに意見する権利などないわ。〈教きよう導どう院いん〉の暗殺人形」

　どこからか、毒をはらんだ声が聞こえてきた。

「〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉は教主様の駒こまにすぎない。駒はただ与えられた役割をこなしなさい」

　夜の暗くら闇やみから、霧のようにあらわれたのは──

　毒蛇の鱗うろこを思わせる蒼あおい髪。扇情的な異国風の衣装を纏まとった少女だ。

　彼女が姿をあらわした途端、〈蛇〉たちは一斉に平伏した。

「シェーラ・カーン！　いままでどこに──」

　口にしかけた非難の言葉を、リリィは寸前で呑のみこんだ。

〈嵐の如き乱舞テンペスト〉の最中、この魔女が独断で、フィアナ・レイ・オルデシアを拉ら致ちしたことはすでに把握している。

　あれは、リリィの主君である〈紅蓮卿カーデイナル〉に対する明確な背信行為だ。

　しかし──

（この女が、もともと信用ならない相手だということはわかっていた）

　教国の〈蛇〉とは、所しよ詮せん、利害で結びついた同盟関係でしかない。

　この場で彼女の裏切り行為を非難することは簡単だが、決勝戦を前に、教国との関係を悪化させるのは得策ではないだろう。

（……償いは必ずしてもらうがな）

　リリィは無言で魔女を睨にらむにとどめるが、次の瞬間。

「へえ、ミュアに命令するんだ？　兄様に叩たたき潰つぶされた雑魚のくせに」

「ミュア!?」

　ミュアの口から放たれた挑発の言葉に、思わず息を呑む。

　途端、シェーラ・カーンの表情から艶然とした余裕が消え、

「……なん、ですって？」

　蛇のような紅あかい瞳ひとみが、底知れない憎悪をこめてミュアに向けられた。

「あはっ、ここで殺やりあうの？　私はべつにいいけどね」

　不敵な微笑を浮かべるミュア。

「私と戦えば、お姉ちゃん、死ぬよ？」

「くっ……」

　シェーラの頬ほおがわずかに引ひき攣つる。

　ミュア・アレンスタールの精霊使いとしての力は規格外だ。教国の魔女も相当な実力者ではあるが、こと純粋な戦闘技能に関しては、〈教導院〉出身者に敵かなうはずもない。

　ミュアはすでに〈ヴァララカール〉の腕輪を嵌はめている。ここで軍用精霊を解放すれば、周辺の森は一瞬で消し飛ぶだろう。

「ミュア、やめろ！」

　リリィは必死になって叫んだ。

「なによリリィ、ミュアに命令するの？」

「ここで騒ぎを起こせば、決勝戦の出場資格を失いかねないぞ」

「……」

　すると、ミュアは不機嫌そうに頬ほおを膨らませ、

「……しかたないわね。決勝で兄様と遊べなくなるのは嫌だもの」

　不承不承といった様子で腕をおろした。

　ほっと安あん堵どの息をつくリリィ。

　ミュアはシェーラから興味を失ったように、くるっと踵きびすを返し、

「軍用精霊おもちやさえ貰もらえば、こんなつまらない場所に用はないわ。行くわよ、リリィ。〈三匹の猫剣士〉の最終上映に間に合わなくなる」

「ま、まて、ミュア……」

　暗くら闇やみの中に去っていくミュアを、リリィはあわてて追いかけた。





　　　　◇






　二人の去った暗闇を睨にらみながら──

「──っ、暗殺者ふぜいが……」

　教国の魔女、シェーラ・カーンは奥歯をきつく噛かみ締しめた。

　本来、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉は、教国に雇われた傭よう兵へいにすぎない。──にもかかわらず、あのレン・アッシュベルを名乗る女は、勝手な行動をとっている。

　それだけでも忌いま々いましいのだが──

（……あの女は、私の計画の邪魔をした）

　はらわたが煮えくり返るような憤怒がこみあげてくる。

　シェーラの捕らえた〈闇の精霊姫〉候補、フィアナ・レイ・オルデシアを解放したのは、彼女に間違いあるまい。

　あの時、オルデシアの姫が解放されていなければ、あのような無様な敗北をすることはなかったはずだ。

「……絶対に許さないわ。あの女も、生意気な〈教きよう導どう院いん〉の餓鬼どもも、〈チーム・スカーレット〉の連中も、そして、カゼハヤ・カミトも──みんな、みんなみんなみんなみんな、この手で殺してやる」

　艶あでやかな紅あかい唇が憎悪に震える。あの万魔殿パンデモニウムでの敗北は、シェーラの記憶の中で、ぬぐいようのない屈辱として刻み込まれていた。

「姫君──」

　と。〈蛇〉の老僧が平伏したまま口を開いた。

「なに？」

「姫君のご要望のものですが、しかとお持ちいたしました」

「ああ、そうだったわね」

　途端、シェーラの顔に満足げな微笑が浮かぶ。

　そう、それこそが、彼女がここに姿をあらわした目的だったのだ。

「いまここにあるのね。見せてちょうだい」

「は──」

　老僧は頷うなずくと、黒衣の袖そでから小さな指輪をうやうやしく差しだした。

「ふふ、これが……」

　右手の薬指に指輪を嵌はめ、満足そうに微笑ほほえむ魔女。

　指輪に封印されているのは、魔精霊〈嘲笑う混沌バルダンデルス〉と対になる精霊だ。

「すべてを奪うもの──〈バンダースナッチ〉。これさえあれば、私は……」

　シェーラ・カーンが恍こう惚こつとした表情で指輪を眺めていると、

「──それと、もうひとつ。姫君に言ことづてがございます」

〈蛇〉の老僧が平へい坦たんな口調で続けた。

「言づて？」

「は──我らが教主様より」

「教主様が!?」

　シェーラの頬ほおが薔ば薇ら色いろに輝いた。

〈蛇〉の教主が彼女に言葉を賜るなど、ここ数年来、なかったことだ。

「ほ、本当に──いえ、そ、それで、教主様はなんと？」

「は──」

　急せかすようにうながす魔女に、老僧は短く頷いて、

「役立たずの人形が。これからは俺がやる──とのこと」

「……え？」

　彼女がその言葉の意味を理解する間もなく──

　その場にいた総勢十二人の〈蛇〉が、同時に剣を抜き放つ。

　刹せつ那な、殺到する黒衣の集団。夜よ闇やみに銀閃が閃ひらめき、十二本の刃が魔女の全身を貫いた。

「……か、はっ……おまえ、たち……なにを──！」

「すべては我らの計画のうち。王家の血を継ぐ姫君には、教主様を受肉させる新たな器となっていただきますゆえ」

「……ぁ、う、謀はかったのね、く、ぅ……」

「すべては教主様のお導きのままに」

　魔女の全身に剣を突き立てた黒衣の集団が、精霊語の呪じゆ文もんを輪唱する。

　剣の刃から激しい雷火がほとばしり、周囲の木々を薙なぎ払った。

　その光景は、さながら強大な精霊を召喚する儀式のようだ。

「……ぁ、ぐ……教主、さ……ま、ぁ……」

　魔女は喘あえぐように虚空に手を伸ばし──

　その身体が突然、ドクンと脈動した。

　そして──

「く、は……く、はは、は、くはははははははっ！」

　静寂を引き裂く哄こう笑しようが、夜の静寂に響きわたる。

「──さすがに王家の末まつ裔えい、器としての資質は申し分ない！」

「教主様、その肉体は仮かり初そめの器。そのことを忘れませぬよう」

「言われるまでもない。少々窮屈だが、本来の肉体が手に入るまでの辛抱だ」

　平伏する黒衣の集団を、つまらなそうに一いち瞥べつして、

「最後に嗤わらうのはこの俺おれだ。──なあ、もう一人の魔王よ」

　シェーラ・カーンの姿をしたそれは、唇を邪悪に歪ゆがめた。






第一章　託された願い






　決勝戦を前日に控えた、深夜。

　カミトは重い表情で、ベッドの横の椅い子すに座っていた。

　ここは〈神儀院〉の診療施設。そしてベッドに横たわっているのは、かつて大陸最強と呼ばれた精霊使い、グレイワース・シェルマイスだ。

「……おまえのせいではないさ。そう辛気くさい顔をするな」

　グレイワースは囁ささやくようなかすれ声で苦笑した。

「……」

　だが、カミトの顔はまったく晴れない。彼女が倒れた原因は、カミトに絶剣の奥義を継承するために力を使い果たしたからだ。

　あのあと、倒れて意識を失ったグレイワースを、カミトはすぐに〈神儀院〉の診療施設に運びこんだ。

　治療が早かったため、幸い、命を落とすことはなかったが、神威カムイの循環を司る経絡はズタズタに寸断され、もはや修復不可能だという診断がなされた。

　──つまり、彼女はもう二度と、精霊を使役できないということだ。

〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉と呼ばれた最強の精霊使いは、もうこの世に存在しない。

「どうしてだよ……」

　カミトは拳こぶしを強く握って震わせた。

「こうなるとわかってたのに、どうして……」

「いずれこうなる運命だった。それが少し早まっただけだ」

　グレイワースは自じ嘲ちようするように言った。

「昔、話したと思うが、私の肉体は精霊王の〈願い〉によって、仮かり初そめの不老不死を与えられているにすぎない。精霊使いとしての本来の力はとうに失っているのさ」

　言うと、彼女はカミトに向かって、すっと手を伸ばした。

　右手に刻まれていた魔精霊の〈精霊刻印〉は、いまは完全に消えていた。

「むしろ、最後にあの剣技を坊やに託すことができたのは、運がよかったと考えるべきだな。もっとも、あれは諸もろ刃はの剣つるぎだ。使わないで勝つに越したことはないが……」

　そこでグレイワースは言葉を切ると──

　鋭い灰色の眼めで、カミトの顔を見据えた。

「坊や、いまここで約束してくれないか」

「約束？」

「あの仮面の精霊使い──もう一人のレン・アッシュベルを、絶対に倒せ。彼女を止められるのは、おまえしかいない」

「……」

　瀕ひん死しの患者とは思えないその剣幕に、カミトは一瞬気け圧おされるが、

「……ああ、わかった」

　すぐに力強く頷うなずいた。

　……言われるまでもない。彼女は絶対に決着をつけなくてはならない相手だ。

　だが、何な故ぜ、グレイワースはそんなことを──

「ひょっとして、あんたは知ってるのか？　彼女が何をしようとしているのか──」

「いや、調べてはいるが、いまのところ、彼女の素性も経歴もまったく不明だ」

　グレイワースは首を横に振った。

「ただ、ひとつ確かなことがある。彼女がアルファス教国を後ろ盾に軍用精霊を集め、大陸全土を巻きこんだ戦争の準備をしているということだ」

「戦争……？」

　そういえば──たしかに、あのレン・アッシュベルは言っていた。

　この世界の王たちと戦うために、戦力を集めていると。

「坊やは、ランバール戦争については、どれくらい知っている？」

「……ランバール戦争？」

　やや唐突な質問に、カミトは眉まゆをひそめるが、

「それほど詳しくはない。一般的に知られている程度だな」

「……ふむ、坊やの歳としだと、やはりそうなのだろうな」

　グレイワースは小さくため息をついた。

　ランバール戦争。大陸全土を巻きこんだ、史上最大規模の国家間戦争だ。

　その最初の火種は、精霊鉱石の採掘権をめぐる小国同士の争いだったというが、その裏では大国同士の思惑が絡み、戦争はしだいに大陸全土へと波及していった。大戦末期には多くの精霊使いが戦場に投入され、その若い命を散らしていったという。

　──〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉は、その戦争の英雄だ。

「……あの戦争で、大勢の姫ひめ巫み女この仲間が死んだよ。私を慕う者も多くいた。私はね、生きているうちに二度と、あんな光景は見たくないんだ」

　遠い日の追憶を回顧するように、グレイワースは呟つぶやく。

　その灰色の眼めには、いま何が映っているのか──

「カミト」

　と、彼女はカミトの手を強く掴つかんだ。

「おまえの剣は私の剣とは違う。大切なものを守り、未来を切り拓くための剣だ。そのことを決して忘れるな」

「……」

　いつになく真剣な〈黄昏の魔女〉の眼まな差ざしに、カミトは思わず息を呑のむ。

　カミトが短く頷うなずくと、冷たい指先はそっと離れた。

「さて、そろそろ寝かせてもらおうか」

　グレイワースは疲れたように呟くと、ふたたびベッドに身体をよこたえた。

「おまえはもう城館に戻れ。仲間のお嬢様たちが心配しているぞ」

「……ついてなくて大丈夫か？」

「ふん、この私を誰だれだと思っている」

　グレイワースは呆あきれたような微苦笑を浮かべた。

「それとも、私が眠っている隙すきに、なにかよからぬことをするつもりなのか？　まったく、坊やのストライクゾーンの広さにはいつも驚かされる」

「な、なにいってんだ！　そんなわけあるか！」

「大声を出すな。私は入院患者だぞ」

「わ、悪い……」

　素直に謝るカミト。

「ふふっ、坊やは本当に可愛かわいいな。ああ、そうだ──」

　と、グレイワースは思い出したように、ベッド脇わきにあった封筒をカミトに手渡した。

「これは？」

「城館に戻ったら、チームメイトのお嬢様たちに渡しておいてくれ。学院長として、可愛かわいい教え子たちに伝えておきたいことがあるのでね」

「……わかった。たしかに渡しておくよ」

　カミトは頷うなずくと、手紙の入った封筒を受けとった。





　　　　◇






　剣の状態になっているエストを手に、診療室を出たところで、

「──はじめまして、カゼハヤ・カミト君」

　突然、そんな声をかけられた。

　扉から少し離れた場所に立っていたのは、純白のローブを纏まとった姫ひめ巫み女こだ。

　首のうしろでくくった黒髪。眼鏡めがねの奥に光る、理知的な紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。

　一応、知った顔ではある。三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で彼女の顔を見たことがあった。

　カミトよりもふたつ年上の少女で、名前はたしか──

「……〈十二騎将ナンバーズ〉のルーリエ卿？」

「光栄だわ。あなたに名前を覚えられているなんて」

　穏やかな笑みを浮かべたまま、彼女は嬉うれしそうに頬ほおに手をあてた。

　ルーリエ・リザルディア。

　オルデシア帝国が誇る〈十二騎将〉の第八位。

　通称──〈奇跡〉のルーリエ。

　治癒の術式を専門とする、最高位の〈治癒師ヒーラー〉だ。

〈十二騎将〉といっても、全員が戦闘技能に優れた精霊騎士というわけではない。

　その称号が文字通りに騎士を指していたのは昔のことで、いまの〈十二騎将〉には、儀式の専門家もいれば、知識に優れた者、魔装具の製作を得意とする姫巫女もいる。

　その中で、ルーリエは治癒魔術のエキスパートだった。

　王族に万が一のことがあったときのため、帝国の観戦団に随行していたのだろう。

「あなたが、グレイワースの治療を？」

「ええ。〈神儀院〉から連絡がありました。グレイワース様は帝国の誇る英雄、できるだけ手は尽くしましょう」

「……そうか」

　彼女は当代最高の〈治癒師ヒーラー〉だ。まかせておけば間違いない。

「グレイワースは、しばらく眠るそうだ」

「わかりました。では、またあとで診療にうかがいます」

　にっこりと微笑ほほえむルーリエ。

「あの……」

「はい？」

「グレイワースは、もう契約精霊を使うことは──」

　カミトが重い表情で口ごもると、ルーリエはそっと目を伏せた。

「彼女の肉体はもともと、心臓に移植した〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉によって蝕むしばまれていました」

「……心臓に〈呪装刻印〉を!?」

　初めて耳にした事実。

　心臓への〈呪装刻印〉の移植は、ランバール戦争時代に騎士団の主導で行われていたらしいが、その成功例はほぼ皆無であったといわれている。

　エリスの義姉のヴェルサリアも、〈骸連盟マーダーズ〉の商人によって同じ施術を受けていたが、その結果は、神威カムイの暴走による経絡の破壊という無惨なものだった。

「精霊王の奇跡による肉体の不死。それがなければ、おそらくグレイワース卿の身体は今日までもたなかったでしょう。ランバール戦争が終結してなお、彼女は帝国を守るために、最強の精霊使いとして君臨し続けていなくてはならなかったのです」

　その力を失ってまで、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉は、カミトにすべてを託したのだ。

　これまで、彼女が守ってきたもの──

　世界の行く末を。

「……」

　去来する複雑な想いを胸に、カミトは無言で立ち尽くす。

　ルーリエは穏やかな笑みを浮かべると、そのまま診療所の外へ出ていこうとして、

「ああ、ところで、カミト君──」

　突然、足を止めて振り向いた。

「今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉が終わったら、君に〈十二騎将ナンバーズ〉への推薦が来ると思うわ。もちろん、決勝戦での活躍しだいだけど、いまは七位と十一位の座が空いているから、君の実力なら間違いなく合格するでしょうね」

「……」

〈精霊剣舞祭〉は、優秀な精霊使いのスカウトの場でもある。

　学院にいたころは、おそらくノーマークだったカミトだが、〈チーム・スカーレット〉のエース・アタッカーとしての活躍を見せたことで、俄が然ぜん、注目を集めていたのだ。

「悪いが、俺おれは〈十二騎将〉の地位に興味はない。前に一度断ったはずだ」

「前に断った？」

「あ、いや……」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるルーリエに、カミトはあわてて首を振った。

（……そうだ。断ったのは三年前の彼女だったな）

「気にしないでくれ。とにかく、俺おれは〈十二騎将ナンバーズ〉になる気はない」

「そう、残念だわ。でも、もし気が変わったら、帝都へいらっしゃいね。あなたほどの精霊使いなら、いつでも歓迎だから」

　ルーリエは小さく肩をすくめ、ふと、わずかに開いた扉の外に目をやった。

「そろそろ退散するわ。あなたの仔こ猫ねこさんが焼きもちを焼いてしまうから」

「……？」

　疑問符を浮かべ、彼女の視線を追ってみると──

　扉の隙すき間まから、ぴょこぴょことツーテールの髪が揺れていた。

「……おまえ、なにやってるんだ？」

「ふああっ！」

　声をかけると、紅あかい髪の美少女はあわてて飛びあがる。

　可か憐れんな睫まつ毛げに縁取られた紅玉ルビーの瞳ひとみ。きめの細かい白い肌。胸こそ控えめなものの、しなやかな曲線を描くボディラインは、優美な雌猫のように美しい。

「の、覗のぞいていたわけじゃないわっ！　よ、様子を見に来たら、その……」

「ふふっ、それじゃカミト君、ごきげんよう」
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「……～っ！」

　二人に会釈して、悠々と去っていくルーリエ。

　入れ替わるように、クレアがカミトのそばまでスタスタ歩いてくる。

「カミト、ルーリエ様と何を話していたの？」

　クレアは、むっと拗すねたみたいな口調で訊きいてきた。

「ああ、俺おれに〈十二騎将ナンバーズ〉にならないかって誘われたよ」

「そ、そう……」

　クレアもある程度は予想していたのか、それほど驚きはしない。ただ、

「そ、それで、あんたは……？」

　と、不安そうな目でカミトのことを見上げてくる。

「当然、断ったけどな」

　カミトは苦笑しながら首を振った。

「どうして？　帝国の〈十二騎将〉っていったら、精霊使いの憧あこがれのまとなのに」

「そういうのに興味はないんだ。俺はただ、なんていうか──」

　言いかけて、カミトは口をつぐんだ。

（……クレアたちと過ごす学院の生活が、結構気に入ってるんだ）

　──とは、さすがに照れくさくて言えない。

　こほん、と誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいすると、

「そ、それより、なにか用があったんじゃないのか？」

「学院長の様子を見に来たのよ。……その、大丈夫なの？」

「ああ、命に別状はないそうだ。いまは寝てるから、起こさないでやってくれ。まあ、〈十二騎将〉の治癒師ヒーラーが診療にあたってくれるなら、心配はないだろ」

「……そう、よかった」

　ほっと安あん堵どの息をつくクレアに、カミトはわずかな罪悪感をおぼえる。

　グレイワースが精霊契約の力を失ったことは、みんなにはまだ伏せておけと言い含められていたのだ。決勝戦を前に、余計な心配はさせないほうがいい、と。

「さて、そろそろ城館に戻るか。明日は決勝戦だからな」

「ええ。いま、みんなを集めて戦術会議をしているところよ」

　クレアは表情を引き締めてうなずいた。





　　　　◇






　城館に戻ってきたカミトが、部屋の扉を開けると、

「カミト！」「カミト君！」「カミトさん！」

　テーブルを囲んでいたチームメイトの三人が、同時に声をあげた。

「カミト、学院長の容態は──」

「大丈夫だ。命に別状はない」

　立ち上がったエリスに、カミトはさっきクレアにしたのと同じ返事をした。

「そ、そうか……」

　ほっと胸を撫なでおろすエリス。

　学院生の中でも、エリスはとくにグレイワースを尊敬していたし、騎士団長として、彼女の秘書のような役目もしていた。心配するのも無理はない。

「カミトさんも大変だったでしょう。いまお茶をお淹いれしますわ」

　カミトが椅い子すに座ると、リンスレットが薬草のお茶を淹れてくれた。ほっと心を落ち着かせてくれるような、優しい香りのするお茶だ。

　カミトがひと息入れるのを待ってから、クレアが口を開いた。

「それじゃ、カミトも来たし、戦術会議の続きをはじめるわよ。学院長のことは心配だけど、いまは明日の決勝戦に意識を集中しないと」

「ああ、そうだな」

　こくっと頷うなずくエリス。フィアナとリンスレットも同様に頷く。

　カミトがいないあいだに話し合われていたのは、決勝戦で使われるルールについてだ。

　数刻前、精霊姫の託たく宣せんによって伝えられたルールは──〈クロス・ファイア〉。

　広大なフィールドで〈魔石〉を奪い合うのは〈嵐の如き乱舞テンペスト〉と同じだが、異なるのは、その期間が三日間であること。そして、チームのメンバーそれぞれが、離れた場所にランダムに転送されることだ。

　フィールドに転送されたメンバーは、まず自力で仲間を探さなくてはならず、チームメイトと出会う前に、敵チームの精霊使いと交戦する可能性もある。

　いわば個人戦と団体戦の中間のようなルールであり、いかに素早く仲間と合流できるかが勝利の鍵かぎとなる。

「このルールだと、〈探索サーチ〉系の精霊使いのいるチームが有利そうに思えるけど、たぶん、そこは対策がなされているはずよ。結界による〈拠点〉を構築しての戦いとは、まったく違うものになるでしょうね」

「交信用の精霊鉱石なんかは、まず使えないだろうな。持っていっても無駄か」

　クレアの言葉に相あい槌づちを打つカミト。

「……そうね。精霊鉱石の所持は禁止されていないけど、今回はフィールド全体に、交信系の魔術を妨害する結界が張ってあると考えるべきね」

「フィールドといえば、ちょっと調べてみたんだけど……」

　──と、フィアナが古めかしい本を数冊、テーブルの上にドサッと置いた。

「その本は？」

「決勝戦のフィールドに関する資料を、ミラが用意してくれたのよ」

「ミラが？」

　──ミラ・バセット。ロッソベル公国代表、〈破烈の師団〉の元師団長だ。

　カミトたちを助けたことで故国に帰れなくなってしまった彼女は、いま、ローレンフロスト家に仕えるメイドになって働いている。

　この城館から〈古代図書館ビブリオン〉までは、結構な距離があるが、それでも、彼女はカミトたちのために、急いで資料を集めてきてくれたらしい。

「あとでミラにお礼を言っておかないとな。……それで、何かわかったのか？」

「ええ。なかなか興味深いことがね」

　フィアナはこくっと頷うなずいた。

　精霊王の託たく宣せんによって決められたフィールドは、廃都〈メギドア〉。

〈神儀院〉出身のフィアナでさえ、初めて耳にした場所、ということだったが──

「廃都〈メギドア〉のかつての名は〈象ぞう牙げの都〉。はるか太古の時代に、精霊たちが築いた都市──」

　フィアナは静かに口を開いた。

「そして、あの〈精霊戦争〉において、最後の戦場になった場所よ」

「……精霊戦争」

「聞いたことはある？」

「一応、名前くらいはな。フレイヤ教師の補講で習った……ような気がする」

「……本当に名前だけは、という感じね。〈神儀院〉では常識なのだけど」

「でも、そいつはおとぎ話の中の戦争だろ？」

〈精霊戦争〉──かつて〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉を焦土と変えた、精霊同士の大戦争。

　世界の覇権をめぐって争ったのは、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の陣営と、それに反旗をひるがえした精霊たちの陣営。数百年におよぶ戦乱のすえ、結局は〈五大精霊王〉の陣営が勝利したと伝えられているが──

　……正直、その信しん憑ぴよう性せいは眉まゆ唾つばものだ。というか、数千年前に〈元素精霊界〉で起こった戦争などと言われても、実感がわくはずもない。

　だが、

「いいえ。〈精霊戦争〉は、おとぎ話の戦争ではないわ」

　フィアナは首を横に振った。

「どういうことだ？」

「ここ数年の研究によって、〈精霊戦争〉が本当にあったという証拠はいくつも見つかっているの。ほら、ランバール戦争のせいで、封印精霊や精霊鉱石を採掘するために大陸各地の遺跡が掘り返されたでしょ。そのときに、数多くの碑文が発見されたのよ」

「……へえ、そうなのか」

〈教きよう導どう院いん〉出身のカミトは、一般の知識には疎いところがある。

　ある程度の知識はレスティアやグレイワースから教えられていたが、さすがに、最新の学説までは知りようもない。

「精霊たちは、どうして精霊王に反旗を翻したんだ？」

「それについてはいろいろ説があるけれど、なにか精霊たちを統率する、強大な存在がいたことは間違いないとわれているわ」

「〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉に対抗できるほどの強大な存在、か……」

　その時、カミトの脳裏に真っ先によぎったのは──

　最近になって知ることになった──あの名前だ。

　あらゆる記録から抹消された六番目の精霊王。

（……レン・アッシュドール）

〈精霊戦争〉を引き起こした首謀者は、因縁深い〈闇やみの精霊王〉なのだろうか──？

　カミトがじっと考え込んでいると、

「廃都〈メギドア〉が〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のフィールドとして選ばれたのは、歴史上、初めてのことらしいわ。今回の大会は、いろいろとイレギュラーなことが多すぎるわね」

　クレアが真剣な表情で呟つぶやいた。

「ま、それはともかく、フィールドについての情報はそれくらいかしら。そこが古代の戦場跡だとすると、地脈が乱れて使い物にならなくなっている可能性は高いわ。儀式魔術を使うときは気をつけたほうがいいかも。それと、大昔の遺跡にはよくない精霊が集まることが多いから、それぞれ簡易結界を張るための精霊鉱石くらいは用意しておくべきね」

　ほんのわずかな情報をもとに、的確な意見を出すクレア。

　……さすがは学院の優等生といったところか。

「もうひとつ、これは先ほど、風の噂うわさで聞いたのだが──」

　と、こんどはエリスが口を開いた。

　彼女の言う〈風の噂〉とは、文字通り風の精霊から集めた情報のことだ。風の精霊は行動範囲が広いため、五大属性の中では最も情報収集に適している。

「神聖ルギア帝国代表、〈聖霊騎士団〉のルミナリス・セイント・レイシェードが、本国から〈神聖武装〉を取り寄せているらしい」

「……〈神聖武装〉を？」

　クレアが怪け訝げんそうに訊きき返した。カミトも胸中で首を傾かしげる。

　契約精霊の化身である〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉と違い、神聖武装はあくまで物理的な武器だ。

　聖なる属性を付与された特別な武器ではあるが、所しよ詮せん、武器は武器でしかない。

〈精霊剣舞祭〉に通常の武器を持ちこむことは禁止されていないし、実際、カミトも投とう擲てき用の短剣を持ちこんではいたが、それはあくまで特殊なケースだ。

　フィールドへの物量制限を考えれば、強力な〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を展開できる精霊使いが、わざわざ通常の武器を持ちこむメリットは、ほぼ皆無と言っていい。

「そんなもの、いったい何に使うのかしら？」

「……わからない。かの聖騎士殿に必要なものとも思えないが」

「何らかの儀式魔術に使うのかもしれないわね。ほら、刀剣を媒介にして発動させる精霊魔術だってあるでしょ」

　クレア、エリス、フィアナがそれぞれ議論を交わし、リンスレットはさりげなく、みんなのティーカップに新しいお茶を注ぐ。

（神聖ルギア王国の聖騎士パラデインか……）

　三年前にレン・アッシュベルと優勝を争った、聖剣の〈精霊魔装〉の使い手。他国の騎士でありながら、〈十二騎将ナンバーズ〉の候補に名前を連ねたほどの実力者だった。

　純粋な闇やみ属性のレスティアとは相性が最悪だったため、前大会では唯一、苦戦した相手でもある。もっとも、そんな圧倒的な不利さえも、三年前の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉は、力で無理矢理ねじ伏せてしまったわけだが──

　輝くブロンドの髪を編みこんだ、美しい少女騎士。

　……結局、彼女とは一度も言葉を交わしたことはない。

　決勝戦で戦った手て練だれの精霊使い──カミトにとっては、その程度の相手でしかない。

　ただ、あの少女のまっすぐな瞳ひとみだけは、多少印象に残っていた。

　同じ騎士であるエリスとは、似ているようで違う。

　迷いのない──危険なほどに澄んだ瞳。

　──と、その時。

　外の廊下に、低い鐘の音が響きわたった。

　時計が深夜の十二時を回ったのだ。

「……いよいよだな」

「ええ」

　ついに決勝戦当日だ。クレアたちの顔に緊張が走る。

　──これから三日間の剣舞で、勝敗が決する。

　みんな、この日のために、過酷なランキング戦を勝ち抜いてきたのだ。

「これ以上、会議をしてもしかたないわね。明日に備えて今日は休みましょう」

「うむ、そうだな」「ですわね」「お肌も荒れてしまうしね」

　クレアの言葉に、お嬢様全員が賛成した。

「じゃあ、また明日だな」

　カミトは自分の部屋に戻ろうとして、

「あ、そうだ」

　ふと、あることを思い出す。

「そういえば、グレイワースから手紙を預かってたんだ」

　制服の懐から封をした便びん箋せんを取りだして、クレアに手渡した。

「学院長から？」

「ああ。決勝戦に備えての心構えとか、そんなのが書いてあるんじゃないか？」

　感傷とは無縁なように見えるあの魔女も、学院の教え子たちの晴れ舞台には、思うところがあるのだろう。カミトに最後の奥義を託したのと同じように、きっと、彼女たちにも伝えたいことがあるのだ。

　クレアが手紙を開く。ほかの三人も横から覗のぞきこんだ。

「……」

　彼女たちはしばらく、無言で手紙を読んでいたが──

「「「「ええええっ!?」」」」

　突然、そんな声をあげ、いっせいに顔を赤らめた。

「……どうしたんだ？」

「な、なな、なんでもないわっ！」

　クレアがあわてて手紙を背後に隠す。

　それから、みんなで小さな輪を作って、

「ふああっ、ど、どうしよう……」

「こ、こんなこと、とてもできませんわ！」

「でも、これをしないとカミト君が──」

「そ、そうだな、学院長がおっしゃるなら……」

　ごにょごにょとなにごとかを相談するのだった。

「……？」






第二章　夜の剣舞






（……あの手紙、いったいなにが書いてあったんだ？）

　お嬢様たちに追い出され、自分の部屋に戻ってきたカミトは、壁にエストをたてかけると、制服のままベッドに寝転んだ。

（……まあいいか。それにしても、今日は疲れたな）

　ふかふかのベッドに沈み込む身体。肉体の疲労が一気に襲いかかってくる。

　……なにしろ、昨日は一日のうちにいろいろなことがあった。

〈竜皇騎士団〉のエース、レオノーラ・ランカスターとデートをして、プールの〈水霊祭〉ではエリスたちと対決した。

〈大祭殿〉で精霊姫から決勝戦に関する託たく宣せんを聞き、それから──

　グレイワースに最後の奥義を託されたのだ。

　対精霊用の破壊剣技、〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉すら破る、最強のカウンター剣技。

　絶剣技、終ついノ型──〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉。

「……」

　カミトは、暗くら闇やみの中で右手を虚空に伸ばし、一本ずつ指を折り曲げた。

　あのとき、全身に受けた衝撃。腕の痺しびれがまだ残っているようだ。

　つかみかけた奥義の本質を手放すまいとするかのように、拳こぶしを強く握る。

（──あれは、たんなる戦闘剣技じゃない。姫ひめ巫み女この儀式神楽かぐらの応用だ）

　相手の攻撃を防御しつつ儀式神楽によって神威カムイに干渉。剣撃はそのまま神威を吸収する演舞となる。そして、極限まで膨れあがった神威が暴発する寸前、こんどはその力を一気に解放し、必殺の一撃を放つ──

　……理屈では、こんなところだろうか。

　無論、理屈だけで剣技を会得できるわけではない。

　戦闘技術の分析に関しては、人間離れしたセンスを持つカミトだが、さすがに、一朝一夕で儀式神楽の動きを会得するのは無理がある。

　グレイワース自身も、あの技は諸もろ刃はの剣つるぎであるゆえに、できることなら使わない方がいいと言っていたが──

「……けど、確かに、これしかないかもな。あいつを倒すには」

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の総帥。

　三年前のカミトと同じ、〈レン・アッシュベル〉を名乗る仮面の精霊使い。

　直接剣を交えたのはたった一度、森の中でクレアたちを助けに入ったときだ。ほんの数合剣を打ち合っただけで、その圧倒的な力をまざまざと見せつけられた。

　しかも、あの時、彼女は〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉さえ展開していなかったのだ。

　あれほどの力を持った精霊使いが、なぜこれまで無名だったのか。

　そして、彼女の目的は、グレイワースの考えていたように、この大陸に再び戦乱を呼ぶことなのか──

（……考えてもしかたない、か）

　カミトはため息をつくと、伸ばした右腕をそっとおろした。

（ここまできたら、あとは剣で語るだけだ）

　いまは奥義の伝授によって蓄積した疲労と、激しく消耗した神威カムイを回復することに専念しなくてはならない。

　全身の筋肉が硬くこわばるのを感じながら、カミトは静かに目を閉じる。

　──と、その時だ。

「ねえ、カミト。まだ起きてる？」

「……クレア？」

　あわててベッドから跳ね起きると──

　部屋の扉の前に、クレアがいた。

「どうしたんだ？」

「う、うん、えっと……」

　……決勝戦のことで、なにか確認しておきたいことでもあったのだろうか？

　頭に疑問符を浮かべながら、カミトはベッド脇わきにある精霊鉱石の明かりを灯ともした。

「……っ!?」

　そして、思わず息を呑のむ。

　扉の前に立つクレアは、薄いレースの寝間着に着替えていた。

　シャワーを浴びたのか、紅いツーテールの髪がわずかに濡ぬれそぼっている。

「そ、その、ね……」

　もじもじと指先を絡めるしぐさが妙に色っぽく、カミトはドギマギと視線を逸そらした。

「ひょっとして、眠れないのか？」

　なにしろ明日は決勝戦。緊張するのも当然だ。

「う、うん……」

「そうか」

　カミトは頷うなずくと、

「少しくらいなら付き合うぞ。俺おれもちょうど眠れなかったとこだしな」

「あ、ありがと……」

　クレアは遠慮がちに頷くと、部屋の中に入ってきた。

「ここ、座ってもいい？」

「ああ」

　ベッドの横にちょこんと腰掛けるクレア。

　濡ぬれた髪から、ふわっとシャンプーのいい匂においがする。

「……」

「……」

　そのまま、無言の時間が数秒。

（き、気まずい……！）

　カミトはかわいた喉のどをゴクリと鳴らした。

　寝間着姿の美少女と部屋に二人きり。

　……いや、学院の寮にいた頃ころも同じ部屋ではあったのだが、こうして同じベッドに座ることはなかったはずだ。

　クレアは視線をあさっての方向に向けたまま、もじもじと指先を絡めている。

（くっ、可愛かわいい……）

　……悔しいが、それだけは認めないわけにはいかない。

　髪を濡らしたクレアの横顔にカミトが思わず魅入っていると、

「ねえ、な、なにか面白い話はないの？」

　ようやく、クレアが口を開いた。
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「面白い話？」

「う、うん、いつもはお気に入りの本を読んでから寝るんだけど、リンスレットが結末をバラしたせいで、読む本がなくなってしまったのよ」

「……ああ、そういえば、今朝はそのことで喧けん嘩かしてたな」

　今朝、カミトは二人の喧嘩を仲裁するために、ミレーユに起こされたのだった。

　もっとも、そのおかげでリンスレットの朝食をご馳ち走そうになれたわけだし、幼い頃ころの二人の話を聞くことができたのだが。

「悪いが、俺おれは面白い話なんてできないぞ」

　カミトは肩をすくめて首を振った。

　なんだか、つい最近も、こんなやり取りがあったような気がする。

　……たしか、二人で〈破烈の師団〉との交渉に向かったときだ。

「じゃあ、あの話の続きは？」

「あの話？」

　カミトが眉まゆをひそめると、クレアはくるっとカミトのほうを向き、

「ほら、劇場で話してくれたじゃない。四年前にカミトと学院長が出会ったときの話。あの続きでいいわ。あとで話してくれるって約束したはずよ」

「……」

　カミトは言葉につまった。

　……たしかに、そんな約束をしたかもしれない。

（……マズイな）

　あの話の続きということになると必然的に、三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のこと──カミトが〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉であった頃のことを話さないわけにはいかなくなる。

　その話は、できれば避けたいところだが──

（……まあ、気になるのも当然だよな）

　カミトは革手袋に覆われた左手に、そっと目を落とした。

　クレアが聞きたいのは、レスティアとの関係だろう。〈精霊剣舞祭〉の裏で暗躍する闇やみ精霊のことは、もはやクレアたちにとっても他ひ人と事ごとではないのだ。

「……昔のことを話したくないなら、無理にとは言わないわ。カミトもいろいろあったんでしょうし。けど、せめてこれだけは教えて」

　クレアはいったん言葉を切ると、

「──あの闇精霊の目的はいったい何？」

「……」

　紅玉ルビーの瞳ひとみにまっすぐ見つめられ──

「……俺を覚かく醒せいさせること、らしい」

　カミトは曖あい昧まいに言葉を濁した。

　言葉を濁したのは、べつに誤ご魔ま化かそうという意図のためではない。

　……正直、レスティアの目的は、カミトにもわからないのだ。

　ただ、今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の中で、カミトの内に眠る〈何か〉を覚かく醒せいさせようとしていることは間違いないようだ。

　そして、その目的はおそらく、あのレン・アッシュベルの目的と共通している。

　そして──

『──あなたに暗殺して欲しいの。五人の〈精霊王〉を』

　曖昧な記憶の中に残る、あの言葉。

　三年前、彼女がカミトに託した〈願い〉。

　いまのレスティアの行動は、あの〈願い〉と、何か関係しているのだろうか──？

「覚醒って、あの〈闇やみの精霊王〉がどうとかっていう話？」

　クレアが真剣な表情で訊きいてくる。

「それはわからないが……」

　カミトは首を横に振ると、

「ただ、これだけは誓って言える。俺おれの育った〈教きよう導どう院いん〉って場所は、この世の地獄だった。その地獄の中で、俺にヒトの心を教えてくれたのが彼女だ。いまの彼女がどんなことを目もく論ろんでいようと、俺は絶対に彼女をこの手に取り戻す。そのために俺は、この〈精霊剣舞祭〉に参加したんだ」

　革手袋に覆われた左手の拳こぶしを、強く握り締めた。

「そう……」

　クレアはちょっと寂しそうな顔をして、

「カミトの心には、ずっとあの娘こがいるのね」

「……うん？」

「……な、なんでもないわっ」

　顔を赤らめ、拗すねたように目を逸そらすクレア。

　──と、その時。

　部屋の外で、パタパタと走るような足音が聞こえてきた。

「……？」

　カミトが眉まゆをひそめた、次の瞬間──

「クレア、抜け駆けなんてずるいわよ」

　部屋の扉が勢いよく開き、寝間着姿のフィアナがあらわれた。

　クレアがあわててベッドから立ち上がる。

「ぬ、ぬぬ、抜け駆けってなによ！　べ、べつに、そんなつもりじゃ──」

「まあっ、二人ともなにをしていますの！」

「み、みんなで一緒にという約束だったはずだぞ！」

　フィアナに続いて、寝間着姿のリンスレットとエリスもあらわれる。

　リンスレットは枕まくらを、エリスはクマのぬいぐるみを抱きかかえていた。

「……っ、み、みんなして、いったいどうしたんだ？」

　カミトが疑問を口にすると、

「……はあっ、もうしかたないわね」

　クレアはあきらめたように肩を落とし、カミトに向きなおった。

「え、えっと、カミト……」

　顔を紅あかくしたまま、コホンと咳せき払ばらいして、

「うん？」

「こ、今夜は、あたしたちと一緒に寝なさいよねっ！」

「……は？」

　今度こそ、カミトの目は点になった。





　　　　◇






（ど、どうしてこんなことに!?）

　……数分後。

　寝間着姿のカミトはベッドの中で、もう何度目かになる問いを発していた。

　部屋のベッドは十分に広い。それでも、四人の少女が一緒に入るには、ぎゅうぎゅう密着せざるをえないのだった。

「ぁ、んっ……ちょ、ちょっと、みんなカミトにくっつきすぎよ！」

「し、しかたないだろう、こうしないとベッドから落ちてしまうのだ」

「……と、殿方の身体というものは、ずいぶん硬いんですのね」

「ふふっ、カミト君、私の胸を枕にしてもいいのよ？」

　ふよんっ。ふよよんっ。

「……っ!?」

　耳みみ朶たぶをくすぐる、美少女たちの吐息。かすかな囁ささやき声。

　むせかえるような女の子の肌の甘い匂においに、もはやカミトの理性は限界寸前だ。

「ふぁっ、カミト、動いちゃだめよ……あ、あたしたちにまかせなさい」

「そうよ、カミト君はただ寝ていればいいの……んっ、ちゅっ♪」

　クレアの繊細な指先が胸板を撫なで、フィアナの唇がそっと首筋に押しあてられる。

「こ、こんな状況で寝られるかよ……！」

　カミトは全身をカチコチに硬直させて叫んだ。

　クレアいわく、これはカミトの力を回復させるための儀式魔術の一種らしい。

　姫ひめ巫み女この肉体と接触することによって、神威カムイの循環を促進するのだそうだ。

　……こんなことになったきっかけは、グレイワースのあの手紙だった。

　手紙には、カミトが奥義の修得によって神威を消耗したこと、このままでは明日の決勝戦に支障をきたすかもしれないというようなことが書かれていたらしい。

　そして、消耗した神威を回復させるための儀式魔術の手順も。

（……くっ、あの魔女め、なんてことをしてくれるんだ！）

　グレイワースの邪悪な微笑が脳裏に思い浮かぶ。

「カ、カミト、もっと肌を密着させないと、十分な効果が得られない、ぞ……」

「……エ、エリス!?」

　やわらかいエリスの胸が二の腕に押しつけられ、ふよふよと形を変える。

　密着した肌をさえぎるものは、薄いレースの寝間着と下着だけだ。

　寝間着の下にうっすらと、彼女が勝負のときに着るという黒い下着が透けている。

「ま、真面目まじめな騎士団長が、こんなことしちゃだめだろ！」

「……っ、そ、そんなこと、ひぁんっ……」

　普段は凜り々りしい騎士少女の瞳ひとみが、とろんと蕩とろけたようにカミトをみつめてくる。

　カミトの心臓がドキッと高鳴った。

　甲かつ冑ちゆうを脱ぎ、ポニーテールをほどいた彼女は、普段とまったく印象が違う。

　頬ほおを紅潮させ、不安そうに揺れる鳶とび色いろの瞳を見ていると──

　ふいに、その身体をぎゅっと抱きしめたくなるような衝動に駆られてしまう。

（……な、なにを考えてるんだ、俺おれは！）

　カミトは邪念を払うように、あわてて首を振った。

　……といっても、女の子たちに囲まれたベッドの中では、ほんのわずかな身じろぎにしかならなかったが。

「……カミトさん、わ、わたくしの神威もさしあげますわ」

「リンスレット……!?」

　艶なまめかしい衣きぬ擦ずれの音。

　こんどはリンスレットが、カミトに覆いかぶさるように顔を近付けてくる。

　可か憐れんに咲く薔ば薇らの蕾つぼみのような唇。愛らしいエメラルドの瞳。

　尖せん端たんで渦を巻くプラチナブロンドの髪先が、カミトの頬をさわさわとくすぐる。

「きょ、今日だけは、わたくし、カミトさんの抱き枕まくらですのよ……」

「あ、う……」

　……頬が熱い。胸の高鳴りがとまらない。

　普段はとてもプライドの高い、大貴族のお嬢様。

　そんな彼女が、いまはあられもない格好でカミトに密着しているのだ。

　ふよんふよんっ。

（……お、女の子の身体って、本当にやわらかいんだな）

　……いまさらながらに、そんなことを実感してしまう。

「あ、あの、カミトさん……」

　リンスレットが耳もとで恥ずかしそうに囁ささやく。

「な、なんだ？」

「その、カミトさんの息があたって……ふぁんっ、や、ぁん……」

　くすぐったそうに身をよじらせ、艶なまめかしい声をあげるお嬢様。

「す、すまん、けどこんな状況じゃどうしようも……おぶっ！」

　あわてて顔を背けたカミトの鼻先が、今度はやわらかいものに押し包まれた。

　……弾力のある、信じられないほど気持ちのいい感触。

「ふふっ、カミト君の好きなロイヤルおっぱいサンドイッチよ♪」

「お、王女様がそんなはしたないことするな！」

　顔を真まっ赤かにして叫ぶカミト。

　儀式魔術の発動中であるためか、彼女の胸もとにある〈精霊刻印〉は、ぼうっと青白く輝いている。

「もうっ、カミトのばか……」

　かぷっ。

「……っ!?」

　こんどは突然、腕を甘あま噛がみされた。

「ク、クレア……！」

「……んっ、はむっ……あ、あんたは、あたしだけの、ちゅっ……ものなんだから」

　可愛かわいらしいクレアの舌先が、ミルクを舐なめる仔こ猫ねこのようにカミトの肌をねぶる。

　初めて体験する未知の感覚に、カミトの全身がゾクッと震えた。

「んっ、カミトの汗、しょっぱい……」

　うなじにかかる髪をかきあげ、一生懸命にカミトの腕を舐めるクレア。

　その紅あかい瞳ひとみは、どこか熱に浮かされたようにぽーっとしている。

「ふぁっ、ちゅっ……か、勘違いしないでよね、これは、あんたの神威カムイを回復させるための儀式なんだから……」

「そ、そうだぞ、カミト！　今夜は私たちに身をまかせて──」

「ゆ、ゆっくり疲れをとるといいですわ！」

　ベッドの中で、遠慮がちに指を絡めてくるお嬢様たち。

「……うん、絶対無理だからな？」

　……こんな状況で、ゆっくり眠れるはずがない。

「ふふっ、しかたないわね」

　フィアナはくすっと微笑すると、指先で空中に小さな魔術方陣を描いた。

「フィアナ？」

「軽やかに踊る妖よう精せいよ、戦士に安らかな眠りを──〈眠りの雲スリーピング・クラウド〉」

　瞬間、紫色の薄い靄もやが部屋全体を覆い──

　そこで、カミトの意識は途絶えた。





　　　　◇






　……翌早朝。

　ふよんっ。ふよよんっ。

「うう、ん……」

　なんとも心地のよい感触に包まれながら、カミトは目を覚ました。

「……夢、だったのか？」

　寝ぼけた頭で、そんなことを呟つぶやくが、

「ふぁんっ、カミト、どこを触っているのよ……」

「カ、カミトさんは、えっちですわ……」

「……っ!?」

　耳もとで聞こえた囁ささやき声に、ガバッとベッドから跳ね起きる。

「……夢、なわけないよな」

　昨晩、フィアナの魔術で眠る直前の記憶は、鮮明に残っていた。

　カミトと同じシーツにくるまって、寝間着姿のお嬢様たちはすぅすぅ可愛かわいらしい寝息をたてている。寝間着の裾すそからのぞく、クレアのふとももに顔を赤らめ、カミトはあわてて視線を逸そらした。

「カミト、わ、私にそんな破廉恥なことをさせるなんて、君は、や、ぁんっ……」

「ふふっ、みんなまとめてだなんて、カミト君は本当に夜の魔王なのね……」

「……お、おまえら、いったいどんな夢をみてるんだよ」

　寝言を呟くお嬢様たちにツッコむカミト。

「……シャワーで御祓みそぎでもしてくるか」

　……とにかく、この状況は精神衛生上、とてもよろしくない。

　クレアたちを起こさないように、カミトはそっとベッドから起きあがった。

　寝室を出て、扉のそばにある〈御祓の間〉のカーテンをくぐると、

「……ニャー？」

「おわっ……と」

　足もとの床に、燃える炎ほのおの塊かたまりが丸くうずくまっていた。

　クレアの契約精霊の〈スカーレット〉だ。

　普段はクレアが湯たんぽがわりに抱いて寝ているのだが、昨日はカミトのベッドがぎゅうぎゅうだったので、しかたなくここで寝ていたのだろう。

「……危うく尻尾しつぽを踏むところだったぞ」

　カミトがほっと安あん堵どの息を吐くと、

「ニャー、ニャー♪」

　火ひ猫ねこ精せい霊れいはたちあがって、カミトの周囲をくるくる回りはじめた。

　本来、契約精霊は契約者以外には心を開かないものなのだが、普段の餌え付づけが功を奏しているのか、このスカーレットは不思議とカミトに懐いているのだ。

「おまえもシャワー、入るか？」

　冗談交じりに訊きくと、スカーレットはぶんぶん首を横に振った。

「……まあ、炎精霊だしな。水は苦手か」

　ぽんぽんと火猫の頭をなでてから、寝間着を脱いでシャワールームに入る。

　金属の台座に嵌はめられた小さな精霊鉱石の上に手をかざし、わずかな神威カムイを込めると、天井の穴から水が勢いよくあふれだした。

　冷たい水滴が、火ほ照てった頭と身体を冷やしてくれる。

　濡ぬれた手ぬぐいで身体を拭ふこうとすると、腕に甘あま噛がみのあとが赤く残っていた。

　また昨日のことを思い出してしまい、カミトは顔を赤らめる。

「……グレイワースめ、心配して損したぜ」

　精霊契約の力を失っても、やはり魔女は魔女だった。昔から、カミトが狼狽うろたえる様子を見るのが、彼女の一番の愉たのしみなのだ。

「……けど、儀式魔術の効果は本物だったみたいだな」

　軽く拳こぶしを握って力を込めると、全身に淡い神威の燐りん光こうが輝く。

　昨日の疲労は完全に吹き飛び、カミトの肉体はベストコンディションの状態だ。

　これなら、エストをフルパワーで使っても、そうそう力尽きることはないだろう。

　と。

「カミト、お背中を流します」

「ああ、頼む」

　控えめな声に返事を返し、

「……ん？」

　ふと、首を傾かしげる。

「……って、おわっ!?」

　振り向くと──そこに世にも美しい妖よう精せいがいた。

　まばゆく輝く白銀の髪。搾りたてのミルクのような白い肌。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみが、無表情にカミトを見つめている。

　剣精霊──テルミヌス・エスト。

　伝説の〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の異名を持つ、カミトの契約精霊だ。

「エ、エスト！　な、なんでここに!?」

　カミトは顔を赤らめ、あわてて目を逸そらしながら叫んだ。

　いまのエストの格好は、当然のように全裸ニーソだ。

　……まあ、シャワールームにいるのだから裸なのは当然かもしれないが、こんな場所でも、ニーソックスだけは絶対に脱がない主義らしい。

　濡ぬれてふやけた黒いニーソックスが、なんだか妙になまめかしい。

「カミト、座ってくれないと背中を流せません」

「い、いや、それは大丈夫だ！　一人でできるから！」

　すると、

「……」

　エストは無表情にカミトをじーっと見つめて、

「カミト、今朝はベッドに入れませんでした」

「え？」

「今朝はベッドに入れませんでした」

　もう一度、同じ言葉を繰り返す。

「……」

　そういえば、エストはいつも朝方にカミトのベッドに忍びこんでくる。

　今朝はお嬢様たちがベッドを占領していたので、入ってこられなかったのだろう。

「……ひょっとして、怒ってるのか？」

「いいえ、怒ってはいません。マスター」

「いやいや絶対怒ってるだろ！」

　いつも無表情なのでわかりにくいが、エストが他人行儀な呼び方をするときは、間違いなく怒っているときだ。

「……わ、悪かった！　今度ベッドに忍びこんできても怒らないから」

「本当ですか？」

「ああ、約束だ」

「ふぁ、カミト……」

　エストの頭にぽんと手をのせ、綺き麗れいな白銀の髪を優しく撫なでる。

　……どうにか機嫌をなおしてくれたようだ。

　ほっと安あん堵どしたのも一瞬、

「ではカミト、背中を向けてください」

「だからなんでそうなる！」

「カミト、今朝はベッドに入れませんでした」

「……わ、わかった。すまん」

　観念して、カミトはエストに背を向けて座った。

　エストの小さな手のひらが、ぴたっとカミトの背中に触れる。

（……っ、こ、心を無にするんだ）

　そう、決してやましいことをするわけではない。

（ただ、契約精霊に背中を流してもらうだけだからな）

　ふわふわと膨れあがる石せつ鹸けんの泡。

　そして──

　ぴとっ。

「……っ!?」

　背中にあたる未知の感触に、カミトの心臓がドキッと跳ねる。

「カミト、どうしたのですか？」

「エ、エスト……その、せ、背中にあたってる」

「……？　はい、カミトのお背中を流していますから」

　ふよふよっ。

「い、いや、そうじゃなくてだな、胸が……」

「……？」

　エストは首を傾かしげ、石鹸の泡にまみれた身体を、さらにぴたっと密着させてくる。

　……この状況はマズイ。マズすぎる。

　エストにそういう意図はないのだろうが──

　小さいながらも弾力のある感触が背中越しに伝わってきて、いろいろと危険だ。

「ふ、普通に手で洗ってくれ──」

　言いかけた、その時。

「──カミト、聞いてください」

　身体を密着させていたエストが、背中越しに耳もとで囁ささやいた。

　肩にのせられる小さな顎あご。

　濡ぬれた白銀の髪が、火ほ照てった肌に絡みつく。

「……エスト？」

「カミトは、私の呪のろわれた魔剣としての運命を受け入れてくれました。だから、私もカミトの剣として、カミトのすべてを受け入れます」

「……」

「たとえカミトが〈魔王〉の転生者であったとしても、私の想いは変わらない。私はカミトの剣、あなたの望むままに──絶対の勝利を約束しましょう」

　それは、普段はクールな剣精霊が自ら口にした、この剣舞に賭かける信念。

　そんなエストの想いに応えるように、

「──ああ。頼むぞ、相棒」

　カミトは肩越しに振り向いて、大きく頷うなずいた。

　──と、次の瞬間。

「ニャーニャー！」

「……？」

　外でスカーレットの鳴き声が聞こえたかと思うと、シャワールームの扉がバンッと勢いよく開け放たれた。

「ふああっ、あ、あんた、エストになにをさせてるのよ!?」

　そこにいたのは、顔を真まっ赤かにして叫ぶクレア。

「カ、カミト！」「カミト君！」「カミトさん！」

　続いて、エリス、フィアナ、リンスレットの三人も驚きに目を見開く。

「ち、違うぞ！　これはだな──」

　カミトはあわてて弁解しようとするが──

　全裸ニーソの美少女精霊と一緒に、石せつ鹸けんの泡まみれになっているこの状況。

　……とっさの言い訳など、考えつくはずもなかった。

「……～っ、こ、この変態っ！」

「破廉恥ですわ、破廉恥ですわ！」

「はあ、カミト君は本当に朝の魔王なのね」

「お、おのれ不ふ埒らち者め、ハムカツサンドにしてくれる！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「はは、は……」

　静かな怒気を燃えあがらせるお嬢様たちに、カミトは頬ほおをひきつらせた。
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　城館で最後の朝食をとったあと、カミトたちはロビーに集合した。

　ここで、〈神儀院〉から派遣される案内役の姫ひめ巫み女こと合流し、離れた場所にある転送用の〈ゲート〉まで歩くのだ。

　カミトはチームメイト全員分の荷物を持っていた。

　フィールドに持ち込めるものの重量は決まっているため、一人一人の量はそれほど多くないのだが、それでも五人分ともなるとさすがに重い。

　とくに、儀式魔術を扱うフィアナの荷物はパンパンに膨れあがっていた。

「……やれやれ、いったいなにが入ってるんだ？」

「燭しよく台だい、大鏡、白木の台座……それに各種の儀式装束ね」

「……なるほど、どうりで重いわけだ」

　やれやれと肩をすくめるカミト。

「自業自得よ。荷物持ちくらいしなさい」

「それくらいあったほうが、足腰の鍛錬になるだろう」

「カミトさんがえっちなのがいけないのですわ！」

　お嬢様たちは、今朝のことをまだ怒っているようだ。

　……まあ、荷物持ちくらいですんだのは、幸運と言っていいだろう。

　ちなみに、エストはすでに剣の姿となって、カミトの腰に吊つられていた。

　抜き身の刃は窓から射しこむ光を反射して、まばゆく輝いている。

　ロビーにいるのは〈チーム・スカーレット〉のメンバーだけではない。ローレンフロスト家の面々も見送りに来てくれていた。

「お姉様、ユーディアお姉様を、きっと取り戻してね」

「安心なさい。この剣舞に必ず勝利して、〈願い〉を叶かなえてみせますわ」

　妹のミレーユの頭を優しくなでるリンスレット。

　彼女の〈願い〉は、水の精霊王の怒りを買い、永遠の呪氷に閉じこめられてしまったもう一人の妹、ユーディア・ローレンフロストを救うことだ。

　無論、リンスレットだけではない。この戦いに勝利しなければならない理由を、チームの全員が背負っている。

「お兄様、お姉様を守ってあげてね」

　カミトに向かってにこっと微笑ほほえむミレーユ。

「ああ……って、俺おれはお兄様じゃないぞ」

「そ、そうですわっ！　お、お父様の許可もなく、そんなこと……」

「でも、お嬢様、一昨日ローレンフロスト伯にご報告にあがったときは、カミト様のことをしきりにアピールしていましたよね」

「キャロル、なな、なにをいいますの～！」

「ふふふ……」

　ぽかぽかぽかっ。

　顔を真まっ赤かにして、駄目っ娘こメイドの背中を叩たたくリンスレット。

　……決勝戦の直前だというのに、なんだか普段通りの光景だ。

（……まあ、こっちのほうがらしいけどな）

　胸中で苦笑していると、

「──カミト」

　背後から、くいくいっと制服のそでを引かれた。

「……？」

　振り向くと、そこにいたのは、可愛かわいらしいメイド服に身を包んだ少女だ。

　緩いウェーヴのかかったダークブラウンの髪。

　左右で色の異なるオッド・アイ。

　元〈破烈の師団〉の師団長にして、いまはミレーユ付きのメイドをしている、ミラ・バセットだった。

「ミラ、昨日は資料を届けてくれてありがとな」

　カミトが礼を言うと、

「私は〈チーム・スカーレット〉の同盟者として、当然のことをしたまで」

　ミラは静かに首を振った。

「カミト……」

「うん？」

「……どうか、無事でいて」

「ああ、心配するな。きっと優勝して、ここに帰ってくる」

「ふーん、ミラってば、それだけでいいの？」

「な、なにを言うの……！」

　ミレーユがからかうと、ミラは恥ずかしそうに頬ほおを赤らめた。

「迎えの姫ひめ巫み女こが来たわ、行くわよ」

「わかった」

　城館の前でミラたちに別れを告げて、〈チーム・スカーレット〉は出発した。
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　案内役の姫巫女たちに導かれ、森の中を歩く。

　今回は特殊な転送魔術を使うため、フィールドへの転送は〈大祭殿〉ではなく、森の中にある四つの聖堂で行われるらしい。

「──いい？　最後の確認をするわよ」

　クレアが歩きながら人差し指をたてた。

「フィールドに転送されたら、まずはチームメイトと合流することを最優先して。チームが揃そろわないうちは、不必要な交戦は避けること。たとえ相手が一人でいる場合でもね」

　その方針は、昨日の戦術会議ですでに話し合ったことだ。

　カミト以外は、なるべく一対一では戦わない。あくまでチームとして戦うこと。

　クレアたちは優秀な精霊使いだが、今回〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に参加しているエース級の精霊使いと一対一で戦うのは、さすがに厳しい。

　あのレン・アッシュベルは無論のこと、〈教きよう導どう院いん〉出身の〈怪物〉ミュア、竜騎士レオノーラ、聖騎士パラデインルミナリスが相手では勝ち目は薄いだろう。

〈チーム・スカーレット〉の本領はチームワークにある。チームを組んだ頃ころはみんなバラバラだったが、いまではお互いの個性が歯車のようにかみ合い、本来の実力の何倍もの力を発揮することができるまでになっている。

　最高のパフォーマンスを発揮できるのは、五人全員が揃ってフォーメーションを組んだときだが、おそらく、二人一組の戦術単位ユニツトでも、各チームのエース級と対等に渡り合うことはできるだろう。

　敵チームと交戦するのは、最低でも二人以上が揃ったとき。

　もっとも、エース級を単ソ独ロで撃破できるカミトに限っては例外で、敵チームの戦力を削ぐ意味でも積極的に戦闘を仕掛けることになっている。

（……とはいえ、決勝戦にまで来るような精鋭は、そう楽に勝てる相手じゃない）

　単純な力勝負では、〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉の異能を持つミュアに分があるだろうし、あのもう一人のレン・アッシュベルは、まだ実力の片へん鱗りんすらも見せていない。

　やはり、不要な戦闘は避けて、早急にチームメイトと合流するべきだろう。

　そんなことを話し合いながら、数十分ほど歩いていると、

「──到着しました」

　案内役の姫ひめ巫み女こが、森の中にある小さな聖堂の前で足をとめた。

　扉を開けると、石の床に描かれた五つの魔術方陣が、淡い輝きを放っている。

「あれが俺おれたちを転送する〈ゲート〉か」

　カミトは両腕にかかえた荷物をドサッと置いた。

「カミト、ご苦労様」

「みなさんは、最低限必要なものを持ってくださいな。合流してから必要になるものは、わたくしのフェンリルが保管しますわ」

　リンスレットがパチリと指を鳴らすと、雪風を纏まとう大きな白狼が召喚される。

　白狼は口を大きく開き、たちまち、荷物のほとんどを吸いこんでしまった。

「儀式魔術の道具は自分で持っておくわね──ゲオルギウス！」

　こんどはフィアナが自身の騎士精霊を召喚する。

　大柄な甲かつ冑ちゆうの騎士は胴体の鎧よろいをパカッと開くと、空洞の中に鞄かばんを呑のみこんだ。

「荷物、俺おれが運ぶ必要はなかったんじゃないか？」

　ぼやきながら、カミトは淡い光を放つ〈ゲート〉に足を踏み入れた。

「これが、みなさんの所持する〈魔石〉になります」

　案内役の姫ひめ巫み女こたちが、全員に〈転送リープ〉の精霊魔術を籠こめた精霊鉱石を渡してくる。

　前回のサバイバル・バトル──〈嵐の如き乱舞テンペスト〉で使われたのと同じものだ。

　フィールドには〈精霊王〉による封ふう絶ぜつ結けつ界かいが張られているため、普通の方法で外に脱出することはできない。

　一度転送された精霊使いが外に出るときは、この〈魔石〉を奪われるか、破壊されたとき──すなわち、剣舞で敗北したときのみなのだ。

「──誇り高き精霊使いの姫巫女に〈精霊王〉の加護を！」

　姫巫女が厳かに宣言し、全員の〈ゲート〉を起動する。

「カミト……」

「うん？」

　ふいにクレアが声をかけてくる。

「……また、すぐに会えるわよね？」

「なんだ、寂しいのか？」

「……～っ、ば、ばかっ、そ、そんなわけないでしょ！」

　顔を赤らめ、ふいっと目を逸そらすクレア。

　カミトは苦笑して──

「──大丈夫だ。すぐにみんなを見つけるからな」

　瞬間、カミトの身体は足の先から光の粒子となって消滅した。
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　同じ頃ころ。森の中にある別の聖堂で──

「諸君、これより我々は〈聖法機関デ・ゼツサント〉より与えられし、最後の任務を遂行する」

　金髪の少女騎士が白い外がい套とうを脱ぎ捨てた。

　外套の下からあらわれたのは、赤地に白いラインの入った制服。〈破烈の師団〉の制服をそのまま反転させたようなデザインだ。

　強い光をたたえた蒼玉サフアイアの瞳ひとみ。編みこんだ黄金色の髪が燦さん然ぜんと輝いている。

　聖騎士パラデイン──ルミナリス・セイント・レイシェード。

　神聖ルギア王国代表〈聖霊騎士団〉を率いる騎士団長である。

　彼女の前には、肩口で髪を切きり揃そろえた少女騎士たちが、直立不動の姿勢で並んでいる。

　同じ〈聖霊騎士団〉の名を冠してはいるものの、カミトが〈嵐の如き乱舞テンペスト〉で交戦したチームとは、その練度がまったく違う。

　神聖ルギア王国の有する三枠のうち、敗退した二チームはあくまで露払い。

　ここにいる彼女たちこそ、正真正銘の第一軍。

　──王国内では、〈鋼の獅子シユタール・レーヴエ〉と呼ばれる最精鋭チームなのだ。

　その実力はドラクニア竜公国の〈竜皇騎士団〉にも匹敵し、フォーメーション戦術においてはクイナ帝国の〈四神スーシン〉にもひけをとらないと言われている。

「さて、その任務完遂の補助として、おまえたちに渡すべきものがある」

　ルミナリスは手にした剣で、地面に魔術方陣を描いた。

　途端、まばゆい五つの光こう芒ぼうが生まれ、そこから長大な棒状のものが出現する。

　少女騎士たちのあいだに緊張が走る。

　輝く鋭利な穂先──それは、柄の部分に聖句を刻まれた、五本の槍やりだった。

　特務仕様の神聖武装──〈ロンギヌス・コピー〉。

　最高位の魔装具職人の生み出した、伝説級〈魔装具〉の複製品だ。

　錬魔銀ミスリル製の物理武器であるため、〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉に比べると扱いにくいが、それでも、練達の精霊使いが神威カムイを籠こめれば効果的な武器になる。

　特に闇やみ属性の精霊に対して、その威力は絶大だ。

　さらに重要なのは、この武装に秘められた特殊な効果──簡単な〈探知サーチ〉の魔術をかけるだけで、自動的に闇やみ属性の精霊のいる方向を察知するというものだ。

〈聖霊騎士団〉第一軍が、本国の〈聖法機関デ・ゼツサント〉に与えられた任務は二つ。

　表の任務は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉における完全勝利。

　そして、裏の任務は──〈闇精霊〉レスティアの殲滅だ。

　何な故ぜ、闇精霊を滅ぼす必要があるのか──その理由はわからない。

　しかし、神聖ルギア王国の騎士にとって、〈聖法機関デ・ゼツサント〉の命令は絶対である。よって、彼女たちは与えられた任務に疑問を抱くことはなく、ただ粛々と目的を遂行する。

〈嵐の如き乱舞テンペスト〉の際は、〈ネペンテス・ロア〉という強大な化け物と行動を共にしていたため手が出せなかったが、今回のレギュレーションは個人戦とチーム戦の複合ルールだ。闇精霊が単独でいるときを狙ねらえば、十分に勝機はある。

（それに──）

　と、ルミナリスは胸中で呟つぶやく。

（……あの〈闇精霊〉は、彼女の剣だ）

　三年前、圧倒的に有利な条件をもってしても、敗北した相手。

〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の精霊魔装──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉。

（──同じ相手に、二度負けることは許されない）

　ルミナリスは顔を上げると、凜りんとした声を上げた。

「戦術の再確認。まずは〈闇精霊〉の殲せん滅めつを最優先とすること。〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉総帥、レン・アッシュベルに関しては、最低三人以上をもってあたれ、以上！」

「はっ！」

　少女騎士たちは同時に頷うなずき、〈聖槍〉を一斉に掴つかんだ。






第三章　火花散る戦場






　目を開けると、暗い灰色の空がひろがっていた。

「……ここが、決勝戦のフィールドか」

〈転送〉後に特有の軽い酩めい酊てい感を覚えながら、カミトは周囲を見回した。

　視界に入るのは、途方もなく巨大な都市の遺跡群だ。

　巨石で造られた祭殿のような建造物がそこかしこに聳そびえ立たち、あるいは倒壊した廃はい墟きよの瓦が礫れきが山のように積み上がっている。石畳がはがれて剥むき出だしになった地面からは、奇怪な樹木が生い茂り、まるで樹海のような様相だ。

「〈精霊王〉に神楽かぐらを捧ささげる舞台にしては、陰気な場所だな」

　廃都〈メギドア〉──数千年前の〈精霊戦争〉の戦場跡。

　吹き荒ぶ砂さ塵じんが頬ほおを撫なでる。

　聖域である〈浮遊島ラグナ・イース〉とは、まったく違う空気。

　滅びの気配──とでも喩たとえるべきものが、肌を執しつ拗ように嬲なぶる。

　ここには、あらゆる生命の気配がない。

　本来ならば、世界にあまねく存在するはずの、精霊の気配さえも──

「……とりあえず、いきなり敵チームと遭遇ってことはなさそうだが」

　カミトは注意深く周囲を見回しながら歩きはじめた。

　そこにあるだけで、圧倒的な存在感を放つ巨大建造物。

　なかば刻ときの止まった場所である〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉とはいえ、数千年前の建造物がこれほどまでに原形をとどめているというのは驚きだ。

　──と、廃都を囲う城壁に近付いたカミトは、あることに気が付いた。

（……これ、もしかして、ただの石材じゃないのか？）

　石材にしては、表面が鏡のように滑らかだ。

　……とても数千年の風雨に晒さらされてきたものとは思えない。

　壁の砂塵を手で払うと、指先の触れた箇か所しよがわずかに火花を散らした。

　カミトの指先から放たれる神威カムイに、石材が反応しているのだ。

（……って、まさか！）

　カミトは目を見開いた。

　精霊使いの神威に反応する物質といえば、ひとつしか思い付かない。

（この遺跡は、〈精霊鉱石〉の原石でできてるのか!?）

　信じられない──が、目の前の現象を見れば、そう考えるしかない。

　この廃都は、いわば巨大な精霊鉱石の鉱山。

　もっとも、鉱石の純度は低いようなので、加工しても使い物にはならないだろうが。

　カミトは、しばらく唖あ然ぜんとしていたが──

（……と、いまはそれどころじゃないな。早くクレアたちを見つけないと）

　すぐに気を取り直して、周囲の探索を再開する。

「……そういえば、いちおう試してみるか」

　制服のポケットを探ると、交信用の精霊鉱石を取りだした。

　指先にわずかな神威カムイを籠こめて、意識を集中するが──

　ザ、ザザザ──ザザ、ザ──

　耳もとに近付けてみても、耳障りな雑音がするだけだ。

「……だめか。まあ、期待してなかったけどな。それじゃ、こっちはどうだ？」

　と、こんどは別の精霊鉱石を取りだし、小声で解放の詞ことばを唱えた。

　こちらには、道に迷ったときに便利な、〈導きの精霊ガイドスピリツト〉を封じてある。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉が始まる前に、学院の近くにある〈精霊の森〉で捕獲したものだ。

　すぐに光の妖よう精せいが召喚され、カミトの鼻先をヒュンヒュン飛び回る。

「教えてくれ、北の方角はどっちだ？」

　ためしに訊たずねてみるが──

　……妖精は小首を傾かしげて、くるくると同じ場所を回るだけだ。

「……やれやれ、自分の足で探すしかないってわけか」

　この廃都がそういう土地なのか、それともフィールドに張られた封ふう絶ぜつ結けつ界かいのせいか、いずれにせよ、便利な精霊鉱石に頼ることはできないらしい。

　もっとも、それは〈クロス・ファイア〉のルールを聞いた時点で予想していたことだ。

　できれば夜になる前に、せめてチームメイトの一人とは合流したいところだが──

「……ん？」

　そのとき、腰に吊つった〈テルミヌス・エスト〉が、わずかな光を放った。

「……エスト？」

　カミトが聖剣の柄に触れ、わずかな神威を籠めると──

　剣はたちまち、銀髪の可か憐れんな少女へと姿を変えた。

「どうしたんだ、エスト？」

「カミト、私はこの場所を知っています」

「どういうことだ？」

　たしかに、エストは数百年──いや、数千年の刻ときを生きる精霊だ。

〈精霊戦争〉の戦場となった、この場所のことを知っていても不思議はない。

　しかし、いまのエストは、カミトとの契約の際に本来の〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉から分離した力の一部でしかなく、記憶も断片的にしか残っていないはずなのだが──

「……ひょっとして、記憶が戻ったのか？」

「いいえ」

　エストは無表情に首を振った。

「ですが、この風景は私の記憶の中にたしかに存在します──」

　──と、その時。

　ふいに、背筋の凍るような気配が生まれた。

「……っ!?」

「カミト、よくない気配が──」

「ああ、わかってる」

　ついさっきまで、周囲には精霊の気配さえなかったはずだ。

　しかし、いまは肌が痛いくらいに濃密な敵意を感じる。

（敵チームの精霊使いか？　いや──）

　刹せつ那な、地面から噴き上がるように、周囲に無数の黒い影が立ちのぼった。

「……なっ!?」

　輪郭はおぼろげながら、人の姿をした黒い影。

「なんだ、こいつら！　精霊……なのか？」

「この者たちは、かつて滅ぼされた精霊の亡霊──〈廃精霊〉です、カミト」

「……精霊の亡霊？」

「はい。強すぎる怨おん念ねんを抱いて滅ぼされた精霊は霊格を失い、ときに亡霊となって土地を彷徨さまよう──この廃都には、そういったものが多くいるようです」

「……そうか。戦場跡だもんな」

　呟つぶやきながら、カミトは乾いた唇を舐なめる。

　精霊は様々な姿形をしているものだが、この亡霊たちは、いずれも無個性な人の姿をしている。霊格を剥はく奪だつされた精霊は、このような姿になってしまうのか──

　亡霊たちは怨えん恨こんに満ちた声を上げながら、カミトに向かって手を伸ばした。

　とっさにエストの手を掴つかみ、四方から伸びてくる腕を回避する。

「……っ、こいつら、俺おれじゃなくてエストを狙ねらっているのか!?」

「そのようです、カミト。おそらく私が──」

　エストの言葉をさえぎるように──

　再び襲いかかってくる〈廃精霊〉の群れ。

「……ちっ！」

「ふぁ、カミト!?」

　カミトは両手で素早くエストを抱きかかえ、跳躍した。

「いちいち相手にしてたらキリがない。一気に突破するぞ、エスト」

「はい。私はあなたの剣、あなたの望むままに──」

　空中でこくっとうなずくエスト。

　──汝なんじ、冷徹なる女王、魔を滅する聖剣よ！

　──いまここに、鋼はがねの剣となりて、我が手に力を！

〈精霊刻印〉がまばゆい光を放ち、カミトの手に輝く白銀の剣が出現する。

「悪いが、おまえらの妄念に付き合ってる暇はないんだ」

　最強の精霊魔装エレメンタルヴアツフエを手に、カミトは亡霊の群れめがけて突進した。





　　　　◇






「……風が淀よどんでいるな、ここは」

　ポニーテールの髪を風に揺らし、エリスは神妙な表情で呟つぶやいた。

　エリスが〈転送〉されたのは、巨大な遺跡建造物の内部。

　ところどころ崩れた天井に覆われた、ホールのような場所だった。

　ホールの中央には、打ち砕かれた祭壇の残ざん骸がいがそのままにされている。おそらく、ここは古代、精霊に神楽かぐらを奉納するための祭殿だったのだろう。

「風よ──」

　エリスは虚空に手を伸ばすと、風に語りかけた。

　だが、いつもは彼女の呼びかけに応えてくれる風も、ここでは沈黙している。

　聞こえてくるのは、ノイズのような囁ささやきだけだ。

（……精霊の気配がない。地脈もズタズタに引き裂かれている、か）

　胸中で歯は噛がみする。

　──〈精霊戦争〉の戦場跡。およそ剣舞を奉納するのにふさわしい場所とは思えない。

〈精霊王〉は、なぜこんな場所を最も重要な祭儀の舞台に選んだのか。

（……とにかく、早くカミトたちと合流しなくてはな）

　先ほどから探索のための〈風〉は放っているが、こうも地脈の乱れた状態では、そう遠くまでは飛べないだろう。

　やはり、自分の足で探し回るしかないようだ。

　遺跡の外へ出るため、ホールの大階段のほうへ向かった、その時。

　風が、わずかに震えた。

「……っ!?」

　その場で足をとめ、ハッと身構える。

（──誰だれかが近くにいる？）

　即座に魔風精霊〈シムルグ〉を召喚すると、精霊魔装〈風翼の槍レイ・ホーク〉を展開。

　穂先に風を纏まとわせ、周囲を警戒する。

（付近に人影はない、が……）

　刹せつ那な、足もとの地面が揺れた。

（……下だと!?）

　一瞬の判断で〈飛翔フライ〉の魔術を唱え、真上に跳躍する。

　直後、エリスの立っていたその場所に、突然、巨大な植物が姿をあらわした。

　蠢うごめく無数の蔦つたは、宙を舞うエリスを追って伸びてくる。

「なっ──！」

　その予想外の攻撃に、エリスの反応が一瞬遅れた。

　蔦は足首に素早く絡みつき、エリスを地上に引きずり落とそうとする。

「このっ──」

　空中で〈風翼の槍レイ・ホーク〉を逆手に持ちかえ、蔦を切断するが──

　瞬間。ズキン──と、焼けるような激痛が走った。

（……これは、麻ま痺ひ毒か!?）

　集中が切れ、〈飛翔〉の魔術が解けたエリスの身体は、まっすぐ地上に落下する。

　地面に叩たたきつけられる、寸前──

「──っ、凶まがツ風よ、狂え！」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉の力を全力で解放。

　放たれた突風が地面を抉えぐり、落下の衝撃からエリスを守った。

　地面を転がるエリス。すぐに立ち上がろうとするが、片足が痺しびれて思うように動かない。

「くっ、いったい……」

　突如、地面を貫いて生えてきた巨大植物。

　その中心には、鮮やかな紅あかい花が咲き、そこに──

「──風で衝撃を殺しましたか。さすがですね」

　一人の少女が立っていた。

「おまえ……は……！」

　神秘的な翡ひ翠すい色の髪。禍まが々まがしく輝く紅い瞳ひとみ。

　教国の軍服に身を包んだその姿は、本戦前の〈大祭殿〉で見たことがあった。

（たしか、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の一人──）

　あのときはフードで顔を隠していたが──間違いようもない。

　あの鋭く尖とがった耳は、エルフィム種族の特徴だ。

「……っ、この付近に精霊使いの気配はなかったはず──」

「ああ、周囲に放っていた風の精霊ですか？　あんなもので、専門の隠おん密みつ訓練を受けた私を発見できるはずもないでしょう」

　少女は呆あきれたように肩をすくめた。

「たしかに、風の精霊使いは諜ちよう報ほう、索敵能力に優れている。ですが、あなたは精霊の使い方も気配遮断も、まるで素人です」

（……っ、私の居場所が逆探知されていたのか……！）

　もともと騎士である彼女は、諜報の専門家ではない。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に向けて訓練はしてきたものの、風をうまく使えていないのは事実だ。

　それにしても、これほど簡単に居場所を知られてしまうとは──

　エリスはあらためて、少女の契約精霊を観察した。

　不気味な植物の姿をした精霊──地属性の眷けん属ぞくであることは間違いない。

（……地の属性ということは、索敵方法は大地の震動を感知するタイプか）

　エルフィム種族の聴覚は、普通の人間よりもはるかに優れているという。感知した足音を聞きわけ、居場所を特定するのはそう難しいことではないのだろう。

（相手は一人のようだが……）

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を支えに、エリスはよろよろと立ち上がった。左脚はまだ痛むが、痛みを感じるということは、完全に麻ま痺ひしているわけではないということだ。

（……どうする？）

　目の前の少女は、最強チーム〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の一人。

　だが、諜報専門の精霊使いということなら、戦闘能力はそれほど高くないはずだ。ここで索敵手の彼女を潰つぶしておけば、〈煉獄の使徒〉に対して有利に戦うことができる──

（しかし……）

　寸前で、エリスは思いとどまった。

　会議で決めた〈チーム・スカーレット〉の方針は──決して一人では戦わない、だ。

　チームの中で、探索サーチ系の魔術が使えるのはエリス一人。もしここでエリスが敗北すれば、チームの合流は大幅に遅れることになる。

（いまは騎士の名誉よりも、仲間の勝利を優先する──！）

　決断は早かった。口の中で精霊語の呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、

「風よ、我が敵を薙なぎ払え──〈風王爆閃陣ウインド・ボムス〉！」

　瞬間、エリスの手から強烈な風の衝撃波が放たれた。

　ただし、目の前の少女に向かってではない。

　暴力的な風の塊かたまりは地面の砂さ塵じんを爆散させ、周囲の視界を広範囲にさえぎる。

　同時に、エリスは遺跡の出口のある大階段のほうへ跳んでいた。

　爆風の勢いを利用して、一気に離脱する──

（……くっ、足が!?）

　途端、ふたたび激痛が襲った。

　先ほどの麻ま痺ひ毒が本格的に回りはじめたようだ。

　──だが、止まるわけにはいかない。

　この不意打ちの機会に離脱できなければ、おそらく逃げ切れない。

「逃がしませんよ。捕らえよ、魔樹精霊〈ティターニア〉！」

　濃霧のような砂さ塵じんの中から、無数の蔦つたが追いすがる。

「──っ、凶まがツ風よ、狂え！」

　振り向きざま、エリスは〈風翼の槍レイ・ホーク〉を一いつ閃せん。

　放たれた風の乱刃が、蔦を一気に斬きり払う。

「そんなものっ──」

　だが、魔樹精霊の蔦は即座に再生。さらに幾本にも分かれ、逃げるエリスの身体を押し包むように襲いかかる。

「我は蒼そう穹きゆうの天を駆ける魔女──〈風神の靴エア・ウイング〉！」

　蔦の檻おりに囚とらわれる寸前、エリスは高速飛行の魔術を詠えい唱しよう。

　足もとに集めた風を一気に解放し、ホールの天井近くまで飛ひ翔しようする。

（あの魔樹精霊の攻撃範囲も無限ではないはず──）

　このまま逃げ切れる──そう思った、刹せつ那な。

　視界を埋め尽くす砂塵の中に、何かが閃ひらめいた。

（……短刀!?）

　咄とつ嗟さに回避しようとするが──

　空中では素早い身のこなしは不可能だ。

　短刀の刃が胸当てを掠かすめ、甲かん高だかい金属音が響く。

（外した？　いや──）

　ふいに、殺気が生まれた。──飛翔するエリスの頭上から。

「なっ──！」

　崩れかけの天井を見上げたエリスは──絶句した。

　短刀を逆手に構えた少女が、天井の壁を蹴けって急降下してきたのだ。

（彼女も〈飛翔〉の魔術を!?）

　──いや、それはありえない。

　あの魔樹精霊は間違いなく地属性の眷けん属ぞく。

〈飛翔〉の魔術は地の魔術系統には存在しないはずだ。

「こ、のっ──！」

　エリスは咄嗟に〈風翼の槍レイ・ホーク〉を回転、柄の部分で短刀の一撃を受け止めるが──

「──甘いですね。所しよ詮せんは型通りの騎士の武技」

　少女は、槍やりの柄を足場にして跳躍。

　再び天井の壁を蹴けって瞬転すると、さらに鋭い斬ざん撃げきを放ってくる。

（……この動きは!?）

　エリスはハッと気付いた。

　──カミトの動きと似ている。

　通常の武技とは異質な、変幻自在の三次元移動。

「まさか、貴様はカミトと同じ──」

「同じ？　それは彼に失礼というものです──」

　刹せつ那な、抉えぐるように突き込まれた短刀が、エリスの肩を浅く斬きり裂さいた。

　傷そのものは致命傷ではない。だが、次の瞬間──

「……っ、あっ……！」

　電流に打たれたような激痛が、全身を駆けめぐる。

　その一瞬の隙すきに、無数の蔦つたがエリスの全身を拘束。押し包んで地面に叩たたき落おとした。

「……ぁ、ぐ、ぅ……」

　鋭い棘とげがタイツを裂いて肌に食いこみ、身動きをとれなくする。

　全身の自由を奪われたエリスの前に、魔樹精霊使いの少女は静かに降り立った。

「〈教きよう導どう院いん〉第七位──〈蠱こ毒どく〉のリリィ・フレイム」

「……っ！」

「まずは、あなたから始末させてもらいます──」

　エリスの身体に巻きついた蔦が、一斉に蠢うごめいた。
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「……い、いやああああっ！」

　ねじくれた木々の繁茂する廃都の路地に、少女の悲鳴が響きわたる。

　際限なくあらわれる〈廃精霊〉の群れから、フィアナは必死に逃げていた。

　影のような不気味な腕が、四方八方から伸びてくる。

「き、気安く触らないでっ、私に触れていいのはカミト君だけなんだからっ！」

　素早く印を切って防護魔術を唱えると、亡霊たちはひるんだように腕を引いた。

　……だが、膨大な〈廃精霊〉相手に、これではキリがない。

　ひるむのは一瞬だけで、ふたたび数を増して追ってくるのだ。

「──〈ゲオルギウス〉、不届き者どもを斬り捨てなさい！」

　王女の勅命に、騎士精霊が無言で応じる。

　両手に構えた聖剣で、目の前に立ちはだかる亡霊の群れをまとめて薙なぎ払った。

　路が開けた一瞬の隙に、フィアナは一気に駆け抜ける。

　──先ほどから、この繰り返しだ。

「……っ、こんなところで、足止めを食っている場合じゃないのに──」

　チーム戦術の要であるフィアナは、誰だれよりも早く仲間と合流する必要がある。

　彼女一人では、強力な精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉も真価を発揮できないし、また、本格的な治癒の術式が使えるのも、チーム内では彼女だけだ。

　ゲオルギウスがふたたび剣を振るい、フィアナに群がる亡霊どもを斬きり捨すてる。

　──と、その時だ。

　周囲にわだかまっていた〈廃精霊〉の群れが、突然、動きを止めた。

「……な、なに？」

　おとずれる奇妙な静寂。

　それは、嵐あらしの前の一瞬の静けさにも似て──

　オオオオオオオオオオッ──！

「きゃあっ！」

　直後。すさまじい咆ほう哮こうが大気を震わせ、大地を揺るがした。

　震動で地面に積もった砂さ塵じんが一気に舞いあがる。

　騎士精霊が咄とつ嗟さに盾をかざし、飛来する砂さ礫れきからフィアナをかばう。

（なんて、強大な神威カムイ──！）

　全身の肌がゾッと粟あわ立だつような感覚。

　フィアナは、咆哮の上がった方角を仰ぎ見た。

　そして──

（あれは、なに……？）

　廃都の中心部に、巨大な炎ほのおの柱があがっていた。

　周辺の瓦が礫れきを巻き上げ、天にも届こうかという火柱だ。

　ここからはだいぶ離れているが、それでも、肌を焼くような熱気を感じる。

「……炎の精霊？」

　クレアの火ひ猫ねこ精せい霊れいではない。

　あれは、もっと禍まが々まがしい炎──この世のすべてを滅ぼす魔炎だ。

「……」

　フィアナが息を呑のんで見つめていると──

　燃えさかる巨大な火柱は、やがてその姿を変化させていく。

　絶え間なく炎を噴き出す、黒い溶岩のような胴体。

　眼光は灼しやく熱ねつの炉のように赤く輝き、口こう腔くうからは黒い煙を吐き出している。

　その手に握られているのは、長大な炎の鞭むちだ。

　それは──まさしく、悪鬼だった。

「──封印指定の軍用精霊、〈ヴァララカール〉！」

　その姿を、フィアナは〈神儀院〉の資料で見たことがあった。

　ランバール戦争後期に実戦配備された魔炎精霊。もっとも、あまりの不安定さゆえに、たった二度の出撃で封印廃棄されたと聞くが──

（……あんなものを持ち出すなんて、いったい何を考えているの？）

　──その時。フィアナはふと気付いた。

　周囲に押し寄せていた亡霊の群れが、まるで潮が引くように姿を消していた。

「……どうして？」

　眉まゆをひそめるフィアナ。

　と、次の瞬間。その視界に信じられない光景が映った。

　はるか遠く、廃都の中心部で──

　何千、何百という〈廃精霊〉の群れが、炎ほのおの悪鬼に襲いかかっているのだ。

　殺到する亡霊どもの群れを、炎の悪鬼が巨大な鞭むちで薙なぎ払う。

　だが、〈廃精霊〉は焚たき火びに群がる羽虫の如ごとく、燃えさかる炎の中に飛びこんでいく。

「……っ！」

　その不可解な光景に、フィアナはしばし、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすが──

「い、いまのうちに逃げないと。……行くわよ、〈ゲオルギウス〉！」

　ハッと我に返ると、騎士精霊と共に路地を駆け出した。
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　廃都の外周を囲む、奇怪な樹木が根を張る城壁。

　その城壁から突き出した鐘楼の縁に腰掛けて、

「──墜ちたものね、お前たちも」

　闇やみ色いろのドレスを纏まとった少女が、くすっと微笑ほほえんだ。

　透き通るような白い肌。背中に生えた美しい黒こく翼よくは、艶つややかに濡ぬれている。

　黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみが見つめるのは、おびただしい数の影の群れ。

　かつて、〈精霊戦争〉の際に滅びた精霊たちの亡霊だ。

　世界の理ことわりに反し、ただ憎悪と怨おん念ねんによってのみ生きながらえる、穢けがれた存在。

「……まあ、私も似たようなものかしら」

　闇精霊の少女は、自じ嘲ちようするように呟つぶやく。

「三年前のあの日、私は私でないものになってしまったから──」

　憎悪に駆られた亡霊たちが一気に押し寄せ、彼女を呑のみこもうとする。

「けれど、私はまだ──お前たちのようになるわけにはいかない」

　レスティアは、すっと目を細めると、

「魂すらも焼き尽くす黒き雷いかずちよ──〈闇魔閃雷ヘルブラスト〉！」

　高位の広域殲せん滅めつ魔術を容赦なく解き放った。

　ほとばしる漆黒の雷が、押し寄せる〈廃精霊〉の群れを一瞬で消滅させる。

　最高位の精霊の名に恥じない圧倒的な力。

　だが──

（……もう、かなり浸食されているようね）

　胸もとにそっと手を添え、レスティアは苦しげに呻うめいた。

　レスティアの本来の力は、こんなものではない。

　三年前、〈精霊王〉の黒い〈願い〉が彼女を呑のみこんだあの日から、彼女の存在は、内側から徐々に浸食されているのだ。

　かつての彼女を構成していたものは、もはやほとんど失われている。

　さらに、先日のカミトとの戦いで、その残った力さえも大きく消耗してしまった。

「あと、どれくらい持つのかわからないけれど……」

　地面を這はいずる亡霊を、レスティアは靴の踵かかとで踏みつけた。

「私には果たすべき使命がある。ここで消えるわけにはいかないの」

　思い描くのは、あの日、約束を交わした少年の顔。

「カミトを、〈魔王）として覚かく醒せいさせるまでは──」

　と、その時。

「──？」

　彼女は新たな気配に気が付いた。

　螺ら旋せんの石階段を上ってくる、硬い軍靴の足音。

　精霊ではない。強烈な神威カムイを放つ、精霊使いの気配だ。

「やはり、カゼハヤ・カミトに敗れたときの傷は癒えていないようだな、闇やみ精霊」

「……」

　あらわれたのは──光り輝く聖剣を手にした、黄金色の髪の少女騎士。

〈聖騎士パラデイン〉──ルミナリス・セイント・レイシェードだ。

「あら、ご機嫌よう。三年前のお嬢さん」

　レスティアは樹木の生い茂る外壁からすっと身を離した。

　相手の実力を警戒しての反応だ。

　三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で、レスティアは人間の姿を衆目に晒さらしたことは一度もない。

　しかし、この少女はレスティアの正体を見破っているようだ。

「私に何か用かしら」

「──ああ」

　少女騎士はすっと剣を構えると、

「世界の敵対者たる闇やみ精霊──貴様を滅ぼしにきた」

　石床を蹴けって一気に距離を詰めてきた。

　大気を裂く、雷迅のような刺突。

　レスティアは翼をはためかせ、瞬時に空中へ逃れるが──

「……っ！」

　刹せつ那な、その片翼を無数の光の矢弾が撃ち抜いた。

（……近くの塔に伏兵がいた!?）

　──なるほど。彼女があえて姿を晒さらしたのは、伏兵への注意を逸そらすためか。

　舞い散る黒い羽。黒こく翼よくを穿うがたれたレスティアはバランスを崩し、石床に落下する。

「もらった！」

　ルミナリスが身を反転させ、再び刺突を放ってくる。

「……っ、消えなさい──〈闇魔閃雷ヘルブラスト〉！」

　表情から余裕を消し、レスティアは黒い雷球を放った。

　だが──

「──魔を祓はらえ、〈聖盾シールド〉よ！」
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　ルミナリスは即座に防御の精霊魔術を展開。最高位の精霊魔術をたやすく弾はじくと、そのまま、もう片方の翼を斬きり裂さく。

　闇やみ属性と聖属性、その相性は最悪だ。しかも、ルミナリスの契約している精霊は間違いなく高位精霊。単独で戦えば勝ち目はない。

「……っ、強くなったわね、お嬢さん」

「さえずるな、闇精霊」

　横よこ薙なぎに振るわれる〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉の剣。その刃から放たれる聖光がわずかに触れるだけで、あらゆる魔術を弾はじく闇色のドレスが、無惨に焼けただれる。

　しかし、空中へ逃れれば、こんどは伏兵の矢の的だ。

　使い物にならない片翼ならば、いっそ捨ててしまえばいい。

「吹き荒れよ、魔剣の嵐あらし──〈闇魔千刃ブレイド・ストーム〉！」

　ルミナリスの振るう聖剣が、肩口を浅く斬り裂くと同時。

　舞い散る翼は無数の刃となって、ルミナリスに殺到した。

　防御不可能の対人殺傷魔術。だが──

「──ようやく隙すきができたな、闇精霊」

　聖騎士パラデインの少女は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ──

　防御の姿勢すら見せず、そのまま、まっすぐに突っ込んできた。

「……っ!?」

「闇を滅する聖槍──〈ロンギヌスの槍やり〉よ！」

　荒れ狂う刃の嵐の中で、ルミナリスは虚空に手を掲げた。

　──と、空中に出現した魔術方陣の中から、ひと振りの槍が召喚される。

（あれは……！）

　レスティアは一瞬で理解した。──その武器の本質を。

（対闇属性魔術の付加された〈神聖武装〉……！）

　全身に無数の傷を負いながら、乱刃の中を突破してくる聖騎士パラデイン。

　強大な精霊魔術を放った直後のわずかな隙。

　ルミナリスは、その瞬間を狙ねらっていたのだ。

「──世界の敵よ、無む窮きゆうの闇に還かえるがいい！」

　投げ放たれた〈ロンギヌスの槍〉が、レスティアの胸を貫いた。
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　樹海に覆われた、巨大な都市遺跡。

「……はあ、ついてないわね。よりによって都市の一番端に飛ばされるなんて」

　崩壊した遺跡群の中を駆けながら、クレアは不満そうに頬ほおを膨らませた。

　クレアが転送されたのは、廃都の中心から遠く離れた外縁部だった。

　周囲は高い城壁に囲まれているが、ところどころ崩落しているため、一見、外に出るのは簡単そうだ。しかし、城壁の外には〈精霊王〉による強力な結界が張られているため、人間はおろか精霊さえ脱出するのは不可能である。

「ニャー！」

　その時、前を走るスカーレットが急に足を止めた。

「……なに？」

　眉まゆをひそめるクレア。

　相棒の火ひ猫ねこ精せい霊れいはピンと耳をそばだて、廃都の中心部を見据えている。

　──と、次の瞬間。轟ごう音おんと共に中心部で巨大な火柱が上がった。

「……っ!?」

　クレアは背筋をゾッと震わせた。

「なんて強大な精霊なの……」

　気高いスカーレットの炎ほのおとは異質な炎。

　あれは、ただ破壊と暴虐をまき散らす〈魔炎〉の類たぐいだ。

（……誰だれの契約精霊かしら？）

〈竜皇騎士団〉にも、〈聖霊騎士団〉にも、あれほどの炎の使い手はいないはずだ。

　だとすれば、あの〈レン・アッシュベル〉の契約精霊だろうか──？

（……いいえ、違うわ）

　クレアは胸中で首を振った。

　森の中で戦ったとき、彼女は確かに炎系統の精霊魔術を使っていた。

　しかし、いま上がっているあの火柱は、彼女の印象とはまるで違う。

　精霊をコントロールすることを放棄して、強大な力を思うがままに放出させている──そんな印象だ。

（あんな精霊の使い方をする精霊使い、か）

　……心当たりはあった。

　カミトのことを兄と呼ぶ、暗灰色アツシユグレイの髪の少女。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の軍用精霊使い──〈教きよう導どう院いん〉のミュア・アレンスタール。

〈嵐の如き乱舞テンペスト〉では、戦術級の軍用精霊を使役し、たった一人で複数のチームを壊滅させたと聞いている。

　決勝には、さらに強力な軍用精霊を投入してきたようだ。

（……戦いはもう始まっているのね）

　クレアの胸中に、かすかな焦りが生まれた。

（まさか、カミトが戦っているってことはないわよね……？）

　その可能性は否定しきれない。

　なんにせよ、あの魔炎精霊の力は、偵察しておくべきだ。

「スカーレット、あそこまでの道をたどれる？」

「ニャー？」

　困ったように首を傾かしげる火ひ猫ねこ精せい霊れい。

「……それはそうよね。いくら猫だからって」

　クレアは小さく肩を落とした。

　広大な廃都は、中央に向かえば向かうほど、入り組んだ構造になっているようだ。

〈導きの精霊ガイドスピリツト〉も役にたたない以上、そう簡単には近付けないだろう。

「……あそこにたどり着く前に、夜になってしまうわね」

　──ため息をついた、その時だ。

「……？」

　どこかで、かすかな剣けん戟げきの音が聞こえた。

（……誰だれかが、剣舞を舞っている？）

　ハッと息を潜めてあたりを見回す。

　音の距離は近い。だが、周囲にそれらしき姿は見あたらない。

「ニャ、ニャー！」

「……上？」

　スカーレットの声にうながされ、灰色に曇る空を見上げた、瞬間。

「……っ！」

　近くの鐘楼から、一人の少女が地上に落下していくのが見えた。

　黒い羽を散らしながら墜落する、ドレス姿の少女。

（あれは──！）

　遠目だが、見間違いではないはずだ。

　夜色のドレスに、美しい黒い翼。

（カミトの闇やみ精霊、どうしてここに!?）

　クレアは胸中で叫んだ。

「お、追うわよ、スカーレット！」

　素早く精霊魔装エレメンタルヴアツフエの展開式を唱え、火ひ猫ねこ精せい霊れいを炎ほのおの鞭むちに展開する。

　あの闇やみ精霊は、これまで様々な形で暗躍し、カミトに手を出してきた。

　状況はよくわからないが、これは絶好のチャンスだ。

（……捕らえて、彼女の目もく論ろ見みを聞き出さないと！）

　方向感覚だけを頼りに、鐘楼を目指して迷路のような遺跡を駆け抜ける。

　優秀な姫ひめ巫み女こであった姉に似て、直感力は鋭い方だ。

　しばらく走ったところで──

（たしか、このあたりに墜落したはず──）

　クレアは足を止め、瓦が礫れきの散乱した周囲を見回した。

　本来、精霊の捜索は神威カムイの痕こん跡せきをたどるのが基本だが、この廃都は地脈が乱れているせいで、その方法は使えない。

　炎の鞭を手に、慎重に足を進める。

　手負いとはいえ、あの闇精霊は強大な高位精霊だ。油断はできない。

　それに──

（……近くに、闇精霊を撃ち落とした奴やつがいるはずだわ）

　遭遇すれば、おそらく戦闘は避けられないだろう。

　と。

「……っ、う……」

「……っ!?」

　かすかに喘あえぐような声が、風に乗って流れてきた。

　すぐに声のしたほうへ走る。

　と、そこに──

　淡い光を放つ、黒い羽が一枚落ちていた。

「あの闇精霊の羽だわ」

　拾い上げると、羽は細かな光の粒子となって消えてしまう。

　……よく見れば、羽は周囲に散らばって落ちていた。

　鐘楼から撃ち落とされたときに散らしたのだろう。

「……っ、ぅ……ぁ……」

　また声が聞こえた。──こんどはかなり近い。

　そっと足音を殺し、クレアは声のする壁の向こうへ回りこむ。

「……！」

　──そこに、いた。

　闇精霊の少女は、その可か憐れんな顔を苦痛に染め、瓦礫の上でうずくまっていた。

　引き裂かれた夜色のドレス。無惨に散らばる黒い羽。

　白い肌は青ざめ、黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみからは光が失われている。

　そして──

　彼女の左胸を、長大な槍やりがまっすぐに貫いていた。

「あ、あんた、どうして……」

　目の前の凄せい惨さんな光景に、クレアが思わず息を呑のむと、

「……っ、あら、奇遇ね……火猫の、お嬢さん……」

　クレアに気付いた少女──レスティアは、黄昏色の瞳を向けてきた。

　可か憐れんな桜色の唇を自じ嘲ちようするように歪ゆがめ、

「屈辱、ね……あなたに、こんなところを……見られるなんて、くっ、ぁ……」

　言葉の途中で、苦しそうに身体をくの字に折り曲げる。

　槍から放たれる聖光が、彼女に苦痛を与え、責せめ苛さいなんでいるのだ。

（あれは、聖属性の光輝……？）

　クレアはハッと思い至る。

「あんた、〈聖霊騎士団〉にやられたのね！」

　昨晩、戦術会議のときにエリスが言っていた。神聖ルギア王国の〈聖霊騎士団〉が、本国から〈神聖武装〉を持ち込んだらしい、と。

〈神聖武装〉は、闇やみ精霊の捕獲に最も効果的な魔装具だ。一度目標に命中すれば、継続して聖属性のダメージを与え続けることができる。

（……でも、どうして〈聖霊騎士団〉がこの闇精霊を？）

「……ぁ、ぅ、くっ……！」

　苦く悶もんの声を上げながら、胸を貫く槍を引き抜こうとするレスティア。

　だが、無理に引き抜こうとすればするほど、聖槍はその輝きを増していく。

「……ぃ、っ……、ぁ……」

「ちょ、ちょっと、無茶よ！」

「……私……は、こんな、ところでっ……！」

「……！」

　クレアは息を呑んだ。

　いつも余裕めいた微笑を浮かべていた、あの闇精霊の少女が。

　いまは苦痛に顔を歪め、必死に喘あえいでいる。

　身を焦がす聖光にその身を焼かれながら、なお──

「──カミ……ト……」

　彼女の唇がその名前を呟つぶやいた、瞬間。

　クレアの手は自然に動いていた。

「か、貸しなさい！」

　レスティアの胸を貫く聖槍を掴つかみ、一気に引き抜く──！

「……っ、ぁ……！」

　黄昏たそがれ色いろの目を見開くレスティア。

「……」

　クレアは──

　自分のしたことが信じられないというように、自身の両手を見つめた。

　いったい、なぜこんなことをしたのか……？

「……どういうつもりかしら、火猫のお嬢さん？」

　レスティアが喘あえぎながらクレアを睨にらんでくる。

　……クレアは返事に窮した。

「……あ、あたしだってわからないわよ、そんなの」

　この闇やみ精霊は、間違いなくクレアたちの敵だ。

　学院都市で巨人精霊を暴走させ、ジオ・インザーギに学院を襲撃させた張本人。

〈嵐の如き乱舞テンペスト〉では、ネペンテス・ロアという怪物を利用して、チームの〈拠点〉を壊滅に追い込んだ。

　クレア自身、一度殺されかけたこともある。

　正直、クレアにとって、彼女を助ける義理などまったくない。

　──なのに、勝手に身体が動いてしまったのだ。

　レスティアはなおも不審そうにクレアを睨んでいる。

　クレアはふいっと目を逸そらしながら、

「あ、あんたが──あんたが、カミトの契約精霊だからよ」

　そう言い放った。

　この闇精霊の少女が、カミトにとってどれほど大切な存在か、クレアは知っている。

〈教きよう導どう院いん〉で暗殺者として育てられていたカミトに、ヒトの心をあたえた少女。カミトがこの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に参加したのも、彼女を取り戻すためだ。

　二人のあいだには、決して他人には入り込めない深い絆きずながある。

　……そのことを考えると、なぜか胸が鋭く痛んだ。

「あんたが消えたら、カミトが悲しむわ。だから助けたのよ」

　クレアはレスティアに視線を戻し、

「そ、それに、あんたには、訊ききたいことがたくさんあるわ。こんなところで、勝手に消えられるわけにはいかないのよ」

「……」

「あたしと一緒にきてもらうわよ、闇精霊」

「私が素直に従うと思う？」

「甘くみないで。力ずくでも連れていくわ」

「──あなたに、できるかしら？」

　レスティアはかすかな微笑を浮かべ、よろめきながら立ち上がった。

　そのまま数秒、睨にらみ合あい──

　突然、レスティアはふっと糸が切れたように倒れこんだ。

「ちょ、ちょっと!?」

　反射的に彼女を抱きとめるクレア。

　その瞬間、レスティアの身体が光の粒子となって虚空に消えていく。

「な、なに？　……いったい、どうしたのよ！」

「くっ……」

　美しい顔を悔しそうに歪ゆがめ、消えていく闇やみ精霊の少女。

　彼女の姿が完全に消滅したと同時、かん高い金属音が響いた。

「……これは？」

　クレアはハッと息を呑のむ。

　たったいまレスティアのいたその場所に、ひと振りの剣が落ちていた。

　艶つややかに濡ぬれた闇色の刃──片手用の直刀だ。

　ため息が洩もれるほど美しいが、どこか禍まが々まがしい印象を受ける、闇の魔剣。

　力の消耗の激しい人間の姿から、魔剣の姿に変化したのだろう。

　エストが剣の姿で眠るのと同じ理屈だ。

「……あの聖槍、〈拘束術式ギアス〉が付与されていたのね」

　精霊と本体を繋つなぐ〈経路〉を断ち斬きり、この世界に強制的に繋ぎ止める術式。主に高位の精霊を捕獲する際に使用されるものだ。これをかけられた精霊は、長ければ数日間、本体のある場所に戻ることができなくなる。

　クレアは地面に落ちた魔剣に手を伸ばした。

　──と、その時。

　背後に気配が生まれる。

「──誰だれ!?」

　振り向きざま、クレアは炎ほのおの鞭むちを放った。

　だが、炎を纏まとう紅あかい斬閃は、光り輝く魔術の盾によって弾はじかれる──！

「……っ、あんたは──！」

　姿をあらわしたのは、〈聖霊騎士団〉の制服に身を包んだ、金髪の少女騎士。

「……ルミナリス・セイント・レイシェード」

　クレアは喉のどの奥でうめいた。

（……想定していた中では、最悪に近い事態ね）

　最初に出会う対戦相手がエース級の精霊使いとは、不運にもほどがある。

「その魔剣を引き渡して貰もらおう。オルデシアの火猫使い」

　ルミナリスは、無造作に距離を詰めてきた。

　レスティアと交戦したのか、彼女もかなりの手傷を負っているようだが、それでもなお、凄すさまじい圧迫感だ。

　クレアは素早く魔剣を拾い上げると、片手で炎ほのおの鞭むちを構えた。

「ルミナリス卿、どうしてこの闇やみ精霊を狙ねらうの？」

　クレアの問いに──

「さあな。理由は我々にも知らされていない」

「……どういうこと？」

「我々は〈聖法機関デ・ゼツサント〉に与えられた任務を遂行するまでだ」

「〈聖法機関デ・ゼツサント〉──」

　神聖ルギア王国の中枢に存在するという政治組織のことだ。女王の背後で王国の政治を司っているのは実質、その〈聖法機関デ・ゼツサント〉であるらしい。

「──任務に忠実な犬ってわけね」

「御ご託たくはいい。早くその闇精霊を引き渡せ」

　ルミナリスの警告が鋭さを増す。

「本来、こんな任務は早く片付けて、レン・アッシュベルと三年前の決着をつけたいんだ。私も万全の状態ではないことだし、おとなしくそれを引き渡せば、この場は君を見逃してやってもいい」

「……」

　──悪くない提案だった。

　手負いとはいえ、クレア一人でルミナリスに太刀打ちできるとは思えない。

　彼女は約束を守るだろう。たとえ口約束だとしても、誇りある精霊使いが、一度口にした契約を違たがえることはない。

「なにを迷っている。その闇精霊は、お前たちにとっても敵だったはずだが？」

　即答しないクレアに苛いら立だちを感じたのか、彼女は一歩距離を詰めてきた。

「……」

　──そう、たしかにレスティアは〈チーム・スカーレット〉の敵だ。

　彼女が、カミトを利用しようと目もく論ろんでいるのも知っている。

（でも……）

　クレアは手にした魔剣を強く握った。

「嫌よ……」

「……なんだと？」

「ルミナリス卿、悪いけど、闇やみ精霊はわたさない」

　眼前のルミナリスを、まっすぐに見据えて言い放つ。

　どんな事情があるにせよ、レスティアはカミトの大切な契約精霊だ。

　彼女が消えてしまえば、カミトはきっと悲しむ。

（……なら、あたしが守らないと！）

「愚かな──」

　ルミナリスは、呆あきれたように息をついた。

「ならば力ちから尽ずくで回収するまでだ！」

　地を蹴けって一気に加速、拳こぶしに聖なる闘気を纏まとわせ突進してくる。

　クレアはすでに反応していた。地面に炎ほのおの鞭むちを叩たたきつけ、瓦が礫れきを爆散させる。

　ダメージは期待できないが、目め眩くらまし程度にはなるだろう。

　その隙すきに、後方へ大きく跳躍する。

「喰くらえ、灼しやく熱ねつの劫ごう火か球──〈火炎球フアイアボール〉！」

「──焔ほのおを祓はらえ、〈聖盾シールド〉よ！」

　ルミナリスは瞬時に防御魔術を唱え、飛来する〈火炎球フアイアボール〉を弾はじく。

　詠えい唱しようが速い。武芸の腕のみならず、精霊魔術の扱いにも長けているようだ。

　炎の壁をものともせずに、ルミナリスは突進してきた。

（……っ、そんな！）

　闘気を纏った拳が放たれる、寸前。

　ルミナリスの足が止まる。

「……？」

　瓦礫の隙すき間まから、無数の影のような腕が伸び、彼女を拘束したのだ。

（な、なに……？）

「……くっ、廃都の亡霊どもめ、こんなときに！」

　ぞくぞくと地面から這はい出でてくる影の群れ。

　ルミナリスの放つ聖なる力に反応しているようだ。

（……な、なんだかわからないけど、チャンスだわ！）

　クレアは周囲に目眩ましの炎を放つと、闇の魔剣を手に逃走を開始した。





　　　　◇






「こいつら、倒しても倒してもキリがないな……！」

　まばゆい光輝を放つ〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が〈廃精霊〉の群れを一気に薙なぎ払う。

　怨おん念ねんに満ちた叫びをあげながら、虚空に消滅する無数の影。

　──だが、その数はいっこうに減る様子がない。

「おまえたちに構ってる暇は、ないんだけどな──！」

　今度は振り向きざまに一いつ閃せん、背後に忍び寄る影を斬きり払った。

　かつては名のある精霊たちだったようだが、彷徨さまよえる亡霊となったいま、その本来の力はほとんど失われている。

　厄介なのは、影に触れただけで穢けがされ、神威カムイを消耗してしまうことだ。群れの中に不用意に突っこめば、たちまち神威を奪い尽くされてしまう。

　レスティアの連れていた闇やみの怪物、〈ネペンテス・ロア〉とよく似た性質だ。

　オオオオオオオオオオ──！

　たちまち周囲を囲まれ、カミトは額ひたいの汗をぬぐった。

　手にした〈テルミヌス・エスト〉の刀身から、しだいに輝きが失われていく。

〈廃精霊〉の穢れは、当然、精霊魔装エレメンタルヴアツフエにも影響を及ぼしていた。

　魔王を滅ぼした故に、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の銘で呼ばれるエストだが、実際は聖属性の精霊ではなく、〈鋼はがね〉の属性を有した剣精霊だ。

　穢れを祓はらう力までは備えていない。

　つまり、亡霊どもを斬れば斬るほど、エストの力は消耗していくのだ。

　これでは、敵チームの精霊使いと戦う前に、エストが限界を迎えてしまう。

（……っ、まずいな）

　──胸中で呻うめいた、その時。

　左手の甲が激しく疼うずいた。

「……っ、ぁ……！」

　燃えるような激痛に、苦く悶もんの声をあげるカミト。

　革手袋を脱ぎ捨てると、腕を伝って赤い血が地面に滴った。

　普段はほとんど見えない〈精霊刻印〉が、激しく輝いている。

（……レスティア!?）

　三年前のあの日以来、左手の〈精霊刻印〉が、これほど強く反応したことはない。

「くっ、いったい何が……！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉を地面に突き立ててよろめいた。

　途端、〈廃精霊〉の群れがいっせいに襲いかかってくる。

　あれに押おし潰つぶされれば、神威を根こそぎ奪われ、命を落とすことになる。

（──そうはさせるかよ！）

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉にありったけの神威を籠こめ、

「絶剣技──三ノ型、影月演舞！」

　対集団戦用の絶剣技を繰り出す。

　水に映る月影の如ごとく、揺らめき舞うような斬ざん撃げき。

　斬きっては瞬転、さらに瞬転して斬り払う。

　数十体の敵に囲まれながら、服の袖そでにさえ触れさせない。

　嵐あらしの如き斬撃を放ちながら、囲いを突破するカミト。

　その圧倒的な殲せん滅めつ力に、周囲の亡霊はその数を一気に減らした。

「はあっ、はあっ、はあっ──」

　ふたたび剣を構え直し、肩で荒い息をつく。

　肉体の限界を凌りよう駕がした動きに、全身の筋肉が軋きしみをあげていた。

　……やはり、グレイワースの絶剣技は、肉体にかかる負担が大きすぎる。

　また、〈廃精霊〉を斬ったことで、〈テルミヌス・エスト〉の刀身は穢けがされ、その輝きをますます失っていた。

　亡霊の群れはその数を大きく減らしたものの、まだまだ這はい出でてくる。

「くっ……」

　カミトは左手に目を落とした。

　焼けるような痛みはすでにおさまり、〈精霊刻印〉の輝きも消えている。

「レスティア──」

　革手袋を嵌はめ直なおしながら、彼女の名前を呟つぶやく。

　と。

「──ミ、ト……カミ……ト」

「……？」

　ふいに──風が囁ささやいた。

　木々の葉が擦れ合うような、不ふ明めい瞭りような声。

　ハッと頭上を見上げると、小さな蝶ちようの姿をした妖よう精せいが、風に遊ばれるようにふわふわと漂っていた。

（……あれは、エリスの風精霊？）

　間違いない。いまカミトの名前を呼んだのは、エリスの声だ。

　自身の声を精霊に運ばせ、周囲に放っているのだろう。

（……ひょっとして、この近くにいるのか？）

　この廃都では、力の弱い風精霊を遠くまで放つことはできないはずだ。明確な意志をもたない低級精霊では、遠方へ移動する前に、あの亡霊どもに捕食されてしまう。

　──その時、遠く、かすかな剣けん戟げきの音が聞こえてきた。

「……！」

　今度は風の運んできた音ではない。

　この付近で誰だれかが剣舞を舞っているのだ。

「エリス──！」

　カミトは亡霊の群れを剣で薙なぎ払うと、音のした方角へ駆け出した。





　　　　◇






　薄い靄もやのかかったような、朦もう朧ろうとした意識の中で──

「……ぁ、ミト……カミ……ト……」

　エリスはカミトの名前を何度も呼んでいた。

　魔樹精霊の棘とげから分泌される毒が回ってきたのだろう。指先が思うように動かない。

　いや、たとえ麻ま痺ひしていなかったとしても、全身に絡みつく蔦つたから脱出することは不可能だ。四肢を束縛する蔦はタイツを裂き、柔肌に鋭い棘を食いこませている。

「……ぁ、ふぅ、んっ……」

　身体が燃えるように熱い。

　全身を襲う甘い感覚に、エリスは切ない吐息を洩もらす。

「くっ……毒を、使うとは……んぁっ……」

「暗殺技能者は手段を選びません。あなたの騎士道精神に付き合う義理はないので」

〈教きよう導どう院いん〉の遺児、リリィ・フレイムは、冷たい目でエリスを見下ろした。

「エルフィム種族の里の神木に封印されし、魔樹精霊〈ティターニア〉。致死毒、麻痺毒、幻覚毒、媚び薬やくなど、数百種類の毒を精製することができる。もっとも、失格になるので致死毒は使いませんが──」

「くっ……」

　蠢うごめく蔦がエリスの制服の下に潜り込み、胸もとをまさぐる。

「ふぁっ、や、ぁんっ……！」

　制服の内側に隠した〈魔石〉を探っているのだ。

〈魔石〉を奪われ、三十秒以内に取り戻せなかった場合、所有者の肉体は〈浮遊島ラグナ・イース〉に強制転送され、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉からリタイアしてしまう。

　プチッ。プチプチッ。

　制服のボタンが弾はじけ飛び、黒い下着に包まれた、たわわな胸が露あらわになった。

「……っ、んっ……」

　エリスは屈辱に唇を噛かみしめた。

　内側のポケットからこぼれ落ちる〈魔石〉。

「……これで〈チーム・スカーレット〉は一人脱落ですね」

　腰をかがめ、〈魔石〉を拾い上げようとするリリィ。

「……や……めろ……！」

　エリスは、蔦つたの絡みついた手を懸命に伸ばした。

　腕に無数の引っかき傷がつくが、それでも必死にもがき続ける。

「くっ……ぁ……！」

「見苦しいですよ、エリス・ファーレンガルト」

　リリィはその手を軽くあしらうようにはねのけた。

「所しよ詮せん、守られた箱庭の中で、お遊戯のような訓練に明け暮れていたあなたたちでは、本物の地獄を生きてきた暗殺技能者には、決して勝てない」

「……っ、なん、だと……」

　その言葉に──

　エリスはくっと奥歯を噛かみ締しめた。

　その時、エリスの脳裏に浮かんだのは、学院に残してきた仲間たちの顔だ。

　──ラッカ、レイシア、〈風王騎士団〉の仲間たち。

　エリスの勝利を祈ってくれた義姉のヴェルサリア。

　そして、同じフィールドで戦っているチームメイトの四人。

　いまのリリィ・フレイムの言葉は、そんな学院の仲間たちを侮辱するものだ。

「取り……消してもらう──」

「……？」

「箱庭のお遊戯と言った──いまの言葉、取り消してもらうぞ！」

　両手の指先に神威カムイを集め──一気に解放。

　鋭い風が渦巻き、全身に絡みついていた蔦を切断した。

「──麻ま痺ひ毒が効いていない!?　いや──」

　リリィ・フレイムの顔に警戒の色が浮かぶ。

　エリスは素早く〈魔石〉に手を伸ばして掴つかみ取とった。

　……効いていないわけがない。意識は朦もう朧ろうとして、立っているのもやっとだ。

　それでも──〈風王騎士団〉の騎士として、守らなければならないものがある。

「……私に、勝利を託してくれた仲間のために──」

　右手に〈風翼の槍レイ・ホーク〉を展開。尖せん端たんに風を集める。

「私はっ、こんなところで、負けるわけにはいかないんだ！」

「ちっ！」

　エリスは渾こん身しんの力を籠こめて〈風翼の槍レイ・ホーク〉を薙なぎ払った。

　襲いかかる風の乱刃。

　リリィは地を蹴けって跳躍、風刃を躱かわしながら短刀を投げ放つ。

　二本の短刀がエリスの両脚に突き刺さった。

「くっ……ぅ……」

　こみあげそうになる悲鳴を噛かみ殺ころし、エリスは眼前の敵を睨にらみつける。

　幸いというべきか、麻ま痺ひ毒が回っているせいで痛みはそれほど感じない。

「──抵抗しなければ、すぐに楽になれたものを」

　リリィは冷静に呟つぶやくと、パチリと指を鳴らした。

　切断された魔樹精霊の蔦つたが即座に再生する。

「……っ、再生能力まで……！」

　あの魔樹精霊は、斬ざん撃げきの属性を備えたエリスの精霊魔装エレメンタルヴアツフエとは、すこぶる相性が悪い。

　クレアの炎ほのお精霊か、あるいはリンスレットの魔氷精霊ならば、有利に戦えるのかもしれないが──

　視界が霞かすむ。毒が回った状態では、満足に神威カムイを練ることもできない。

　だが──

（学院の仲間に、無様な剣舞は見せられないからな──）

〈風翼の槍レイ・ホーク〉の穂先に再び風を収束させる。

　長くは持たない。一撃で勝負を決める。

「──愚かなる贄にえを屠ほふれ、〈ティターニア〉！」

　蠢うごめく無数の蔦が、エリスめがけていっせいに襲いかかった。

　刹せつ那な。

「ファーレンガルト流槍術奥義──〈烈れつ閃せん槍そう〉！」

　渾こん身しんの力で放った烈風の塊かたまりは、狙ねらいを大きく外して地面を穿うがつ。

「無駄なことを──」

　嘲ちよう笑しようの笑みを浮かべるリリィ。

　魔樹精霊の蔦は砂煙の向こうのエリスを捕食する──

「……なに!?」

　が、次の瞬間──リリィの表情が凍りついた。

　砂さ塵じんの向こうに、エリスの姿はなかった。

「──上か！」

　ハッと気付くが──遅い。

　風で舞い上がった砂塵に紛れ、エリスは天高く飛ひ翔しようしていたのだ。

（──両脚が動かないのなら、風で飛べばいい！）

「もらった──！」

　風に乗って空中で軌道変更。

　烈風を孕はらむ〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構え、地上のリリィめがけて急降下する。

　ゴッ──！

　槍やりの尖せん端たんが地上に触れた途端、暴風が炸さく裂れつした。

「……っ！」

　間一髪、回避するリリィ。

　だが、その小柄な身体は吹き飛ばされ、壁に激しく叩たたきつけられる。

　地上に降りたエリスはさらに加速、とどめの一撃を加えるべく突進する。

　が、寸前。──風が乱れた。

「なっ……！」

　バランスを崩し、突然、地面に倒れこむエリス。

（……っ、身体が、熱い……！）

　神威カムイを循環させたことで、急速に麻ま痺ひ毒が回ったのだ。

　周囲に纏まとっていた風は解け、もはや指先さえも動かなくなってしまう。

「……くっ、もう、少し……」

　地面の砂を掴つかみ、懸命にもがこうとするが──

「……油断が過ぎたようですね。あなたを甘く見ていました」

　先に立ち上がったのは、リリィ・フレイムだ。

　先程の一撃でダメージは負ったようだが、彼女はまだ十分に戦えるようだ。

「ですが、悪あがきも無駄でしたね──」

「──そうでもないぜ」

　と。

　朦もう朧ろうとするエリスの頭に、聞き慣れた声が響いた。

「……なに!?」

　リリィ・フレイムが遺跡の大階段を振り向く。

（まったく、君は本当に……）

　薄れゆく視界の中、エリスは彼の姿を見てふっと微笑ほほえんだ。

（──そう、私はこの声を待っていたんだ）

　心のどこかで、きっと来てくれると信じていた。

　だから、諦あきらめることなく戦えた。

「……カミ……ト……！」

「悪い。待たせたな、エリス」

　カミトは大階段からタッと跳躍し、エリスのかたわらに降り立った。

「……どうして……ここが？」

「エリスの声を風が運んでくれたんだ」

「そう……か──」

　カミトはエリスの手に治癒の〈精霊鉱石〉を握らせると、すっと立ち上がって、臨戦態勢のリリィに向きなおった。

「〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の五人目は、お前だったのか」

「カミト……」

　喉のどの奥で呻うめく、エルフィム種族の少女。

　……どうやら、二人は知り合いのようだ。

　同じ〈教きよう導どう院いん〉の出身者なら、その可能性もあるとは思っていたが──

「ミュアもお前も、無事でよかった。……まあ、こんな再会は望んでなかったけどな」

　カミトがため息をついた瞬間、

「……くっ、屠ほふれ、〈ティターニア〉！」

　リリィの声に応じ、魔樹精霊の蔦つたがカミトめがけて襲いかかった。

「──カミト！」

　エリスが叫ぶ。──が、心配は不要だった。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を抜き放ったカミトが、一瞬ですべての蔦を斬きり伏せたのだ。

「やめておけ。お前は俺おれに勝てない。……わかってるだろ？」

「くっ……」

　リリィは悔しそうに唇を噛かむと、

「い、いまは退ひかせてもらう！」

　地面に生えた魔樹精霊に向かって、素早く跳躍した。

　巨大な赤い花の中に飛びこむと、花弁が瞬時に閉じ、そのまま地中に潜っていく。

　リリィを呑のみこんだ魔樹精霊は、一瞬にしてその姿を消していた。

「……そんな芸当もできるのか。相変わらず芸達者な奴やつだな」

　カミトは感心したように呟つぶやいて、

「エリス、大丈夫か？」

「う、うむ……君がきてくれたから、な……」

　倒れたままこくっと頷うなずくエリス。

　と、その顔が突然、カアッと真まっ赤かに染まった。

「カ、カミト、その……」

「……うん？」

　と、カミトの視線がある一点に吸い寄せられる。

　制服のボタンが外れ、黒い下着に包まれた、たわわな胸がはだけていた。

「み、みるなっ……ばか！」

「わ、悪い……！」

　カミトは顔を赤らめ、あわてて目を逸そらした。
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「……ここなら、大丈夫そうだな」

「……ぅ……ん……」

　カミトは傷ついたエリスを抱き上げ、廃都の中心から離れた場所に連れてきた。

　巨大な祭殿の遺跡のようで、崩れかけた石柱が天井を支えている。

　シムルグに外を見張らせ、中に足を踏み入れると、祭殿の奥に御祓みそぎのできそうな泉があった。泉そのものはすでに枯れていたが、大量の雨水が溜たまっている。

「──清浄なる水の精霊よ、穢けがれを祓はらい給え」

　精霊語の呪じゆ文もんを唱え、〈浄化〉の精霊鉱石を投げ込むと、水は一瞬にして泡立ち、澄んだ清らかな水に変化した。

　カミトは抱き上げたエリスの身体を、制服姿のまま水の中に横たえた。

「カミト、すまない……」

「無理に喋しやべらなくていい。体力を消耗するからな」

　カミトは赤らめた顔を逸そらし、こほんと咳せき払ばらいした。

　水に濡ぬれた制服が、エリスのしなやかな肢体にはりついて、なんとも艶なまめかしい。

　そんなことを考えてはいけないと思いつつ、視線はどうしても、濡れた制服の下に透ける黒い下着をチラチラと追ってしまう。

「い、いまはこんな処置しかできないが、少しは楽になったか？」

　聖なる水による沐もく浴よくはあくまで応急処置だ。

　治癒の得意なフィアナがいればいいのだが、もともと精霊魔術の苦手なカミトでは、このくらいしかできない。

「う、うむ、大丈夫……ぁ、んっ……」

　苦しそうに喘あえぐエリス。

　経絡の発達した精霊使いは、一般人に比べて毒に対しての耐性はあるほうなのだが、さすがに魔樹精霊の毒は強力だ。

「んっ……カミ……ト……」

　呼吸を荒くしながら、エリスはかすれ声でカミトの名前を呼んだ。

　苦しくないよう、襟元を大きくはだけているため、自然と上下する胸の谷間に視線が吸い寄せられる。

（み、見ちゃだめだ……！）

　カミトは邪念を振り払うように首を振って、

「身体、辛つらいのか？」

「ぁ、ん……」

　浴槽のような泉の中で身をよじるエリス。

　艶つややかに濡ぬれた唇をきゅっと噛かみしめ、カミトをみつめてくる。

　それから、もじもじと指先を絡めて、

「そ、その、笑わないで欲しいのだが……」

「うん？」

「て、手を……握っていてくれないか？」

「──ああ。わかった」

　カミトは即座に頷うなずくと、両手でそっとエリスの手を握った。

「ひゃわあっ！」

　途端、可愛かわいい悲鳴をあげるエリス。

「……わ、悪い！　いきなりすぎたか？」

「い、いや、私こそすまない。と、殿方の手を握るのは、慣れていなくて……」

　恥ずかしそうに頬ほおを赤らめ、おずおずと指を絡めてくる。

　貴族のお嬢様らしい、きめ細かな肌。けれど、いつも武芸の訓練に明け暮れているせいで、その手のひらにはたこができている。

「あ、ううっ……わ、私は、なんという破廉恥なことをっ……」

「……？」

　エリスの顔は、ゆでだこのように真まっ赤かになっていた。

「と、ところでカミト……」

　と、エリスが上目遣いにカミトを睨にらんできた。

「なんだ？」

「あ、あのエルフィム種族の娘は、君の昔の仲間なのか？」

　手を握る指先に、ぎゅっと力が籠こめられる。

「……」

「い、いや、君が答えたくないというなら、無理には訊きかないが──」

「ああ、別にそういうわけじゃないんだ。……ただ、なんていうか、仲間っていうのとはちょっと違うんだよな」

「仲間ではない……？」

　エリスは眉まゆをひそめ、

「ま、まさか……愛人!?」

「なんでそうなる！」

　カミトは大声でツッコんだ。

「む、愛人ではないのか……よかった」

　ほっと安あん堵どの息をつくエリス。

　……彼女がそんな仕草をすると、たわわな胸がふよんと揺れて、とても目に毒だ。

「俺おれとミュア・アレンスタール、そしてリリィ・フレイムは、三人で一組の戦術組織だった。……あの頃ころの俺たちに、とくに仲間って意識はなかったな」

　──というか、おそらく、あの狂った施設で育った子供達は、〈仲間〉という概念そのものを理解していなかったはずだ。

（けれど、いまは──）

　カミトは無意識のうちに、握った手に力を籠こめた。

（……守りたい仲間がいる）

　それは、かつての〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉でさえ持っていなかった強さだ。

　──と。ふいにカミトは気付いた。

「……？」

　握ったエリスの手が、ものすごく熱くなっている。

　いつもは凜りんとした鳶とび色いろの瞳ひとみも、なんだかぽーっとしているようだ。

「エリス、ひょっとして、熱があるんじゃないか？」

　カミトは心配になって訊きいた。

　魔樹精霊の毒の中には、発熱を伴うものがあってもおかしくない。

　だとすれば、毒抜きのためとはいえ、沐もく浴よくさせたのはまずかったかもしれない。

「一度、上がるか？」

「……いや、だ、大丈夫……ぁんっ……」

　突然、エリスが手を離し、可愛かわいい悲鳴を上げた。

「……エ、エリス、どうしたんだ？」

「んっ……ぁ、ふぅ、んっ……」

　エリスは喘あえぐような吐息を洩もらし、水に濡ぬれた肢体を苦しそうによじらせる。

「お、おい、本当に……」

　心配になって肩を掴つかむと、

「んっ、ひゃうっ……！」

　エリスの身体がビクンッと大きく跳ねた。

「ぁんっ……はぁ、はぁ……」

　顔を耳まで真まっ赤かにして、呼吸を荒げるエリス。

　濡れたスカートに包まれた脚をもじもじと擦すり合わせる。

「んっ、うぅ……カミ、ト……」

　エリスは息も絶え絶えといった様子で、ようやく口を開いた。

「エリス、いったいどうしたんだ!?」

「わ、わからない……か、身体が、急に熱くなって、ふぁんっ……」

「……っ、ひょっとして、遅効性の毒が効いてきたのか!?」

「……んっ、そ、そういえば……」

　エリスが苦しそうに喘あえぎながら、言葉を紡ぐ。

「あ、あのエルフィム種族の娘が、言っていた……魔樹精霊の、んっ……調合する毒の中には、ふぁっ……その、そういう、効果のものもあると……」

「……そういう効果？」

　訊きき返すと、エリスは恥ずかしそうに目を伏せて、

「だ、だから、その……び、媚び薬やくだ……」

「媚薬!?」

　カミトの声が裏返る。

　……媚薬とは、いわゆる淫みだらな気分になる薬のことだ。

「……ふぁっ、んっ……助け、て、カミ……ト……」

　自身の胸をかき抱き、両脚をもじもじさせながら、懇願するエリス。

　よほど苦しいのか、見上げる鳶とび色いろの瞳ひとみは涙で濡ぬれている。

「た、助けてといわれても……」

　カミトはゴクリと息を呑のむ。

　……いったい、どうすればいいのか。

「こ、この火ほ照てりを、ぁんっ……鎮めてくれるだけでいい……」

「……っ!?」

　濡れた艶つややかな唇から洩もれる、甘い吐息。

　凜り々りしい騎士少女の蕩とろけた瞳は、危うい色香を放っている。

（……っ、だ、だめに決まってるだろ、そんなの！）

　カミトは胸中でぶんぶん首を振った。

　ファーレンガルト家のお嬢様にそんなことをしたら──死刑確定だ。

　しかし。

「……はぁ、はぁ……ぁんっ……あふぅ……」

「……」

　エリスの苦しそうな喘ぎ声を聞いていたら──

「……わ、わかった！」

　カミトは決心して頷うなずいた。

　……彼女が苦しんでいるのを、見過ごすことはできない。

　カミトは制服のまま泉の中に入り、エリスの身体を抱きしめた。

「……こ、これでいいか？」

「う、うむ……」

　こくっと頷うなずくエリス。耳もとに甘い吐息が吹きかかる。

　濡ぬれた制服越しにやわらかい胸が押しつけられ、ふよふよと形を変える。

　カミトは頬ほおをカアッと赤らめながら、

「……辛つらかったら、力を抜いていいからな」

「す、すまない……」

　エリスは素直に力を抜き、身体を密着させてくる。

　カミトの心臓がドキドキと高鳴った。

「……そ、その、はしたない娘だとおもわないでくれ」

　頬を羞しゆう恥ちの色に染めて囁ささやくエリス。

「……こ、こんな風ふうになってしまうのは、わ、悪い毒のせいなのだ」

「ああ、わかってる」

　毒の辛さを少しでも紛らわそうと、カミトは腰を抱く腕に力をこめる。

「ふぁっ……も、もっと強く……」

「こ、こうか？」

「も、もっと……んっ、ちゅっ♪」

「……っ!?」

　途端、脳のう髄ずいに甘い痺しびれが駆けめぐる。

　エリスがカミトの首筋を甘あま噛がみしはじめたのだ。

「んっ、はむっ……ちゅっ♪」

「エ、エリス、それ……は……！」

　エリスを抱きすくめたまま、身み悶もだえするカミト。

（……頼む、俺おれの理性よ保ってくれ）

　カミトは目を閉じたまま、心の中で叫んだ。





　　　　◇






（……た、助かった。さすがに理性が限界寸前だったぜ）

　──あれから、数分後。

　エリスはカミトの膝ひざの上で、すぅすぅ寝息をたてていた。

　どうやら、媚び薬やくの効果は切れたようだ。

　濡れたままでは風邪をひくので、いまは下着の上にカミトの上着を羽織っている。

　眠った彼女の服を脱がすのはひと苦労だったが、カミトは〈教きよう導どう院いん〉の訓練で培った鉄の自制心を発揮し、なんとか無心でやりとげた。

　……もっとも、一、二度くらいは、上下する胸の谷間をチラ見してしまったが。

　ともあれ、しばらく休んでいれば、体力のほうも回復するだろう。

　暖かい熱を放つ〈火〉の精霊鉱石を地面に置き、カミトはあくびを噛かみ殺ころした。

　外の日は落ちかけて、遺跡の中はだいぶ薄暗くなっている。

（……今日は、ここで夜を過ごすことになるかな）

　他ほかのチームメイトとも早いうちに合流したいところだが、エリスがこんな状態では、下へ手たに動くわけにはいかない。

「む、カミトめ、ハムサンドイッチにしてやる……」

　膝ひざの上でエリスが寝言を呟つぶやいた。

「も、もちろん、君がハムで、わ、私がパンだぞ……」

「だから、どんな夢を見てるんだよ……」

　苦笑して肩をすくめるカミト。

　ポニーテールをほどいた、あどけない寝顔が可愛かわいらしい。

（それにしても……）

　と、カミトは顔を上げて、思考を切り換えた。

（まさか、リリィまで仲間に引き入れてるとはな……）

〈教きよう導どう院いん〉の第七位──蠱こ毒どくのリリィ・フレイム。

　戦闘技能においては並程度だが、その諜ちよう報ほう能力は、施設でもトップクラスだった。

　昔、組んでいたときは、口数の少ない少女だったが、先ほどの彼女は、かなり印象が変わっていたように思う。

　──〈教導院〉が崩壊したあの事件から、もう四年が経つ。

（……変わったのは俺おれだけじゃない、ってことか）

　施設にいた孤児のほとんどは、オルデシア帝国の騎士団に保護されたと聞くが、すでに実働部隊として働いていた、いわゆる〈数字持ち〉のうちの何人かは、いまなお行方不明になっているらしい。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の総帥──レン・アッシュベルの名を騙かたる仮面の精霊使いは、いったいどこで、〈教導院〉の遺児と接触したのか──

「──カミト」

「ん？」

　ふいに声をかけられて、カミトは振り向いた。

　暗がりの中から、制服姿のエストがこちらへ歩いてくる。

「エスト、もう大丈夫なのか？」

「はい。剣としての役目を果たすには、まだ休息が不十分ですが」

〈廃精霊〉の穢けがれに浸食され、力を失っていたエストだが、どうやら人の姿をとれる程度には回復したらしい。

　エストは足早に歩いてくると、カミトの横にちょこんと座った。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみが、じーっとカミトをみつめる。

「カミト、私はお腹がすきました」

「ああ、もうそんな時間か」

　本来、精霊は食事を必要としないのだが、高位の精霊の中には、人間の食べ物を嗜し好こう品ひんとして好むものも多い。特にエストは、カミトと同じ時間に三食きっちり食べるので、学院の寮にいたころは、食費がかさんで大変なのだった。

「夕飯、といってもこんなものしかないが……」

　カミトは、膝ひざの上に横たわるエリスを起こさないよう注意しながら、制服のポケットから、豆粒ほどの小さな丸薬をひと粒取りだした。

　精霊使いの携帯食料として重宝されている霊薬だ。

　数十種類におよぶ薬草に、ショウガ、蜂はち蜜みつで味をととのえてある。

　腹はたいして膨れないが、栄養価も豊富なすぐれものだ。

「……」

「……えっと、エスト？」

「カミト、ご飯はないのですか？」

　じーっと無む垢くな瞳で訊きいてくるエスト。

「……すまん。いまはこれしかないんだ」

　……なんだか罪悪感を感じながら、カミトは謝った。

　重量の関係で、本格的な料理の材料や道具はすべて、〈フェンリル〉の腹に収まっている。リンスレットと合流するまでは、これで我慢するしかない。

「……わかりました、カミト」

　エストは素直にこくっと頷うなずいた。

「悪いな。〈浮遊島ラグナ・イース〉に戻ったら、好きなだけ食べさせてやるからな」

「はい」

　エストはもう一度頷いて、

「ではカミト、そのお菓子を食べさせてください」

　餌えさをもらうひな鳥のように、口を小さく開いた。

「……」

　いま、伝説の〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、目の前であーんのポーズをしている。

　……なんというか、めちゃくちゃ可愛かわいい。

　カミトはこほん、と咳せき払ばらいして、キョロキョロ周囲を見回すと、

「……あ、あーん」

　指先につまんだ丸薬をエストの口もとに運ぶ。

　ぱくっ。……はむはむ。

　無表情なエストの瞳ひとみが、わずかに見開かれる。

「……これはなかなか美味です」

「そうか。口に合ったようでよかった」

　案外好評なようで、カミトほっと安あん堵どした。

　そんなエストの姿を眺めているうちに──

「そういえば、エスト──」

　ふとあることを思い出して、カミトは訊きいた。

「……？」

「さっき、〈廃精霊〉の群れに襲われたとき、何か言いかけたよな。ほら、エストを剣の姿にする直前──」




『……っ、こいつら、俺おれじゃなくてエストを狙ねらっているのか!?』

『そのようです、カミト。おそらく私が──』




　……と、そんな会話をしたのだ。

「あのとき、なんて言いかけたんだ？」

　すると、エストはこくっと頷うなずいて、

「はい。あのとき〈廃精霊〉が襲ってきた理由は、おそらく、私が〈精霊兵器〉だからです──そう伝えようとしました」

「……精霊兵器？」

　……聞き慣れない言葉だ。

（いや、たしか学院の講義で……）

　カミトはフレイヤ教師の補講を、必死に思い出した。

（……そうだ。たしか、〈精霊戦争〉の際に投入された、強大な精霊の総称）

「エストが、その〈精霊兵器〉なのか？」

「はい。私の記憶の断片がそう告げています」

　エストはまたこくっと頷いた。

　表現が曖あい昧まいなのは、いまのエストが、断片的な知識という形で、本体である〈テルミヌス・エスト〉の記憶を引き継いでいるに過ぎないからだ。

「〈精霊王〉と反精霊王の勢力、私がどちらに属していたのかはわかりません。けれど、かつての私はきっと、この廃都で多くの精霊を滅ぼしたのでしょう」

　エストは氷のような無表情のまま呟つぶやいた。

　……その表情からは、いかなる感情もうかがい知れない。

「あの亡霊たちも、あのような姿に堕おちる前は名のある精霊だったはずです。ですが、いまでは理性を失い、ただ憎悪によって存在している──」

「……」

　そういえば、廃都の中心から場所を移してから、〈廃精霊〉の姿は見えなくなった。

　土地に縛られた亡霊という存在であることを考えると、場所によって出現するしないがあるのかもしれないが、あるいは、襲ってこなくなったのは、いまのエストの放つ神威カムイが微弱だからかもしれない。

　エストは、紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみを閉ざすと──

「カミト、次の戦闘に備えて休眠します。なにかあれば起こしてください」

「……ああ」

　光の粒子となって虚空に消え、再びもとの剣の姿に戻ってしまった。

　地面に落ちた聖剣に、そっと手を伸ばす──と、

「う、ん……」

　膝ひざの上でエリスがもぞもぞと動いた。

「エリス、起きてたのか」

「うむ、君がエストにあーんをしているところからな」

「……っ、み、見てたのかよ!?」

「あ、あんな恥ずかしい場面で起きられるものかっ！」

　エリスはなんだか拗すねたように唇をとがらせた。

「いや、さっきのエリスのほうが、よっぽど恥ずかしいことしてたよな？」

「……～っ、そ、それはいうなっ！」

　ぽかぽかぽかぽかっ。

　エリスはがばっと起きあがると、涙目でカミトの肩を叩たたきはじめた。

　……まあ、元気になったようでなによりだ。

「ほら、もう少し寝てろって。まだちょっと熱があるぞ」

「ね、熱があるのは君のせいだっ……」

　エリスはカアッと顔を赤らめると、カミトの上着をかぶって寝てしまった。

　そんな初う心ぶな騎士少女を、カミトは苦笑しながら眺め──

　ふと、革手袋に覆われた左手に目を落とした。

（そういえば、あのときの痛みは、なんだったんだろうな……）

　いまはもう、左手の〈精霊刻印〉は、まったく反応していない。

（……レスティアに何かあったのか？）

　──長い夜は、始まったばかりだ。
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　──その頃ころ。

　どこまでも続く暗い地下迷宮の中を、お嬢様と白狼が歩いていた。

「ううっ、ぜんぜん地上へ出られませんわ……」

　リンスレットはすでに涙目だ。

　……この地下迷宮に〈転送〉されてから、数時間、ぐるぐると同じような場所をさまよっているのだった。

　そんなご主人様を励ますように、フェンリルが彼女の手をぺろぺろ舐なめる。

　リンスレットは白狼の頭を撫なでながら、周囲を精霊鉱石の明かりで照らした。

「そもそも、ここはいったいどこですの？」

　薄明かりに照らされた石の壁面。

　そこには、旧ふるい精霊語の文字が彫刻されている。時間をかければ、リンスレットの知識でなんとか解読できなくもないが、いまは地上に出ることが先決だ。

　……ぐう、とお腹が鳴る。

　小さくため息をつき、リンスレットは床に座りこんだ。

「疲れましたわ。足が痛いですわ。お腹もすきましたわ」

　なにしろ数時間も歩きどおしなのだ。

　いくら訓練を受けた精霊使いとはいえ、体力は限界だった。

　フェンリルが、ふさふさのしっぽでご主人様の足を撫でた。

　ひんやりとした冷気が、腫はれた足の痛みをやわらげてくれる。

「ここで休憩しましょう。やみくもに歩き回ってもしかたないですし」

　肩をすくめると、リンスレットは壁にもたれかかった。

「──フェンリル、荷物を出してくださいな」

　フェンリルはうぉんっと咆ほえると、顎あごをいっぱいに開いて荷物の袋を吐き出した。

　この魔氷精霊の胃袋は異空間に繋つながっているのだ。

「本当は、カミトさんに作ってあげるつもりでしたのに……」

　リンスレットは、愛用のフライパン、冷えた卵とミルクの瓶を手にとると、床に〈火〉の精霊鉱石を置き、手際よくパンケーキを作りはじめた。

　さらに床にナプキンを敷き、手際よくティーセットの準備をはじめる。

　いかなるときでも紅茶を愉たのしむ余裕を忘れるな──というのが、ローレンフロスト家の家訓なのだ。

　……数分後。薄暗い地下迷宮の中に、紅茶の芳香が漂った。

「……ふう」

　食後のティータイムをすませ、小さく息をつく。

　隣では、すでにパンケーキをたいらげたフェンリルが、行儀よくお座りしている。

「……一人で食べても、おいしくないですわね」

　……と、もう一度ため息。

　以前の彼女は、そんなことは考えもしなかったが──

　最近になって、チームメイトと一緒に食事をする楽しさを知ってしまったのだ。

　……そして、カミトのために料理を作ってあげる楽しさも。

「ふふっ……」

　彼の顔を思い出して、思わず表情がほころんでしまう。

「くぅーん？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげる魔氷精霊。

　リンスレットはこほんと咳せき払ばらいして、

「べ、べつに、カミトさんのことを考えていたわけではないんですのよ！」

　あわてて首を横に振る。

「……あら？」

　と、その視線が壁のある一点で止まった。

　地下迷宮のいたるところに刻まれている、精霊語の彫刻。

　──そこに、見覚えのある名前を見つけたのだ。

「……テルミヌス・エスト？　まあ、エストさんのお名前ですわ！」

　眉まゆをひそめ、光を放つ精霊鉱石を壁に近付ける。

　壁の文字は現在のものとは多少異なるようだが、読めないほどではない。

　最高位の姫ひめ巫み女このみに伝えられるという〈古代精霊語ハイエンシエント〉ならお手上げだが、これくらいならなんとか解読できそうだ。

「フェンリル、精霊語の辞書を出してくださいな」

　フェンリルは口を大きく開けると、すぐに一冊の辞書を吐き出した。精霊語の辞書は、敵チームの精霊魔術や結界の分析に必ひつ須すなのだ。

　辞書をめくりながら、リンスレットは壁の文字を解読しはじめる。

「ティアマット、ヨルムンガンド……それに、ヴァララカール。記されているのは、名のある精霊のようですわね」

　学院で精霊学の講義を受けていれば、一度は名前を聞いたことのあるような精霊だ。

　そして、リンスレットは、ふとある箇か所しよで指をとめた。

　壁の中に気になる名前を発見したのだ。

「スカーレット・ヴァルキリー……クレアの火ひ猫ねこ精せい霊れいと名前が似ていますわ」

　真名の彫られた部分は〈古代精霊語ハイエンシエント〉で彫られていて解読できない。名高いエルステイン家の契約精霊ならば、ここに名前が彫られていても不思議はないが──

　と、その時。

「──そこに彫られているのは、かつてこの地で猛威を振るった、古いにしえの戦姫の名よ」

　突然、響く少女の声。

「……っ、何者ですの！」

　リンスレットは素早く〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を展開、暗くら闇やみの奥に狙ねらいをつけた。

　……まるで気配を感じなかった。精霊使いだとすれば、相当な手て練だれだ。

〈聖霊騎士団〉か、それとも〈竜皇騎士団〉の精霊使いか──

「姿をあらわしなさい。この氷魔のリンスレットがお相手いたしますわ」

　氷の矢をつがえたまま、凜りんと言い放つが、

「──待って。私は敵じゃない」

　暗闇の奥からあらわれたのは──

　神秘的な姫ひめ巫み女この装束に身を包んだ、水み鏡かがみ色の髪の少女だった。

　切きり揃そろえられた前髪。湖面のような色合いの瞳ひとみが、リンスレットをひたと見据えている。

　背丈はずいぶん低い。年齢は、妹のミレーユと同じくらいだろうか。

「……？」

　リンスレットは首を傾かしげた。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の代表の中に、こんな小さな女の子がいただろうか。

　……まあ、〈四神スーシン〉のリンファ皇女のような例もあるので、断定はできないが。

（……でも、どこの国の制服でもないですわね）

　訝いぶかしく思いながら、眉まゆをひそめていると、

「それ……」

　と、姫巫女の少女はリンスレットの足もとを指さした。

「それ？」

「……それ、食べたい」

「はい？」

　足もとには、さっきパンケーキを作ったフライパンがあった。
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　──夜闇の垂れこめる中。

　教国の軍服に身を包んだ二人の少女が、遺跡の中に足を踏み入れた。

「ねえ、本当にここで兄様と会ったの？」

「ああ。ここにはもういないが、チームメイトが毒に侵された状態では、そう遠くまでは移動できないだろう」

　訊たずねる暗灰色アツシユグレイの髪の少女に、頷うなずくリリィ・フレイム。

　先ほど、エリスと戦った遺跡だ。

　地面には魔樹精霊によって掘られた大穴がいくつもあいている。

「ふーん、近くにいるってことは──」

　ミュア・アレンスタールは、崩れかけた石壁の上からひょいっと飛び降りた。

「この一帯をまるごと廃はい墟きよにすれば、出てくるかもね」

「ミュア！」

　リリィは反射的に怒鳴った。

　教国から提供された軍用精霊、〈ヴァララカール〉なら、たしかに一帯を跡形もなく吹き飛ばすことも可能だろう。

　しかし。

（……あの精霊は、あまりに危険すぎる）

　ミュアは、すでに〈竜皇騎士団〉の精霊使い一人と交戦し、これを倒していた。

　都市の中心部で観測された火柱の正体は、戦闘の際に〈ヴァララカール〉の放った、精霊魔術の炎ほのおだったのだ。

　以前、カミトに倒された殲せん滅めつ精霊〈ティアマット〉すら凌しのぐ破壊力。

　だが、あの精霊には重大な欠点──いや、欠陥が存在した。

　精霊の放つ凄すさまじい力が、周囲の〈廃精霊〉どもを呼び寄せてしまうのだ。

　廃都のいたる場所からあらわれる亡霊どもは、〈ヴァララカール〉に引き寄せられるように無謀な攻撃を繰り返し、紅ぐ蓮れんの炎に焼かれていった。

　そしてその直後、〈ヴァララカール〉は、亡霊どもの怨おん念ねんに取とり憑つかれたように挙動が不安定になり、危うく暴走しかけたのだ。

　あの亡霊どもが、〈ヴァララカール〉に向かっていった原因は不明だが──

（あるいは、教国の〈蛇〉どもは、このことを知っていてあの精霊をよこした？）

　そもそも、新たな軍用精霊の提供を渋っていた教国の軍部が、なぜ、急に態度を軟化させ、あれほど強力な精霊を用意したのか──

　何か作為めいたものを感じないでもない。

「ミュア、カミトとの交戦は控えろ。まずは紅蓮卿カーデイナルと合流することが先決だ」

「嫌よ。ミュアは新しい玩具で兄様と遊ぶんだから」

「ミュア！」

「なによ、私に命令するの？」

　瞬間。ゾッ──と、背筋を悪寒が駆け抜ける。

　底の見えない湖のような瞳ひとみが、彼女を射すくめた。

「……っ!?」

　わずか十四歳の少女に怯おびえている。そのことを滑こつ稽けいだとは思わない。

　ミュア・アレンスタールは、〈教きよう導どう院いん〉の生み出した〈怪物〉。気に入らなければ、長年の連れである彼女にさえ、容赦しないだろう。

　ミュアは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の勝利に興味はない。

　叶かなえたい〈願い〉もない。

　刹せつ那な的な破壊への欲求だけが、この小さな〈怪物〉を動かしている。

　その唯一の例外は、カゼハヤ・カミトだ。

　ミュアがなぜカミトにこだわるのか、その理由はわからない。

　だが、施設にいたころから、なぜか彼女は盲目的にカミトを兄と慕っていた。

　──なんにせよ、もはやこの〈怪物〉を止めることはできない。

「待ってて、兄様。いま迎えに行くわ」

「ミュア、やめろ──！」

　錬魔銀ミスリルの腕輪が激しく輝き──

「出いでよ滅びの申し子、闇やみに息づく者の尖せん兵ぺい──〈ヴァララカール〉よ！」

　廃都に巨大な炎ほのおの悪鬼が召喚された。
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　──ゴウッ！

　荒れ狂う紅ぐ蓮れんの焔ほのおが大地を舐なめ、〈赤竜〉の巨きよ躯くを呑のみこんだ。

　天を衝つく竜の咆ほう哮こうは、やがて燃えさかる炎ほのおの中にかき消える。

　炎属性の魔術に強い耐性を有する赤竜精霊〈リンドヴルム〉。

　その巨躯が、一瞬のうちに消し炭と化したのだ。

「……っ、ここまで、か……」

　竜の国の軍服に身を包んだ少女──〈竜皇騎士団〉副団長、ユーリ・エルシッドが膝ひざを屈し、燃えさかる炎の向こうを睨にらみつけた。

　炎の熱で揺らめく空気。

　その先から、歩いてくる紅蓮の仮面の少女。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉総帥──レン・アッシュベル。

「……レオノーラ様、申し訳ありません。ですが──」

　霞かすむ意識の中で、ユーリは喘あえいだ。

「ドラクニアの栄誉にかけて、ただではやられない──！」

　最後の力を籠こめて、竜属性の高位魔術を詠えい唱しよう。

　握った右手に、渦巻く炎で形作られた〈竜の顎あぎと〉が出現する。

「──我が竜の炎で、かの〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉に、一矢報いる！」

　その一撃に全身全霊を籠めて、ユーリは突進した。

〈竜皇騎士団〉伝統の突撃戦法。ユーリが最も得意とする技だ。たとえ赤竜の〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉が使えなくとも、直撃すればダメージを与えられるはず──だった。

　だが。

「──貴様のそれは、偽りの焔にすぎない」

　レン・アッシュベルはすっと手を掲げると、指先に炎を灯ともらせた。

「単騎で私に挑んで来た気概に敬意を払い、〈エルステインの焔〉をたむけよう」

　指先の炎が、空中に魔術方陣を描く。

「刻ときすらも凍れ、絶対零度の劫ごう火か──〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉！」

「……っ！」

　吹き荒れる蒼炎が、ユーリ・エルシッドの腕に触れた瞬間。

〈竜の顎〉は、まるで凍り付いたように硬直し、微細な粒子となって砕け散った。

「そんなっ……炎を、凍らせる炎、だと──！」

　──そんなものは、決してこの世界に存在しえない。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の法則を逸脱した、未知の力だ。

「……レン・アッシュベル……あなたは、いったい……」

　最後の力を使いはたした竜騎士は、その場に倒れこんだ。

「……」

　レン・アッシュベルは彼女の〈魔石〉を奪うと、宵よい闇やみの空に目を向けた。

　日は既に没し、冷たい月が昇っている。

「──月か。〈魔王〉復活には似つかわしい」

　真紅の外がい套とうをひるがえし、黄昏たそがれの廃都に消えていく。




　凍える炎ほのおは、やがて我が身を焼き尽くすだろう。

　──その前に、すべてを終わらせなくてはならない。






第六章　灼銀の戦姫






　夜の闇よりもなお黒い、無む窮きゆうの闇の中。

　闇の魔剣は静かに意識を覚かく醒せいさせた。

　ここは、外界から完全に遮断された精神世界。

　身動きすることはできず、ただ意識のみが存在する場所。

　今いま頃ごろ、彼女の仮の姿である〈魔剣〉は、あの火猫使いの少女が運んでいるはずだ。

「──皮肉なものね。一度は殺そうとした相手に救われるなんて」

　暗くら闇やみの中で、レスティアは小さく息を吐いた。

〈神聖武装〉によって負った傷は、すぐには回復しない。また、強力な拘束術式の効果によって、本体のある場所へ戻ることも不可能だ。

　不本意ではあるが、しばらくは魔剣の姿でいるしかないだろう。

　レスティアは膝ひざを抱えたまま、周囲を覆う闇を見回した。

　不気味に蠢うごめきながら押し寄せる、黒い闇。

　それは、彼女の心を安らげる夜の闇ではない。

　おぞましい意志を持った、異質な何かだ。

　決して、この世界に存在してはならないもの。

　三年前、彼が〈願い〉を叶かなえようとした、あの日──彼女を呑のみこんだ闇やみだ。

　人々は知らない。あらゆる〈願い〉をかなえるという、〈精霊王〉の奇跡の正体が、このおぞましい闇であることを──

「ここ数日で、だいぶ浸食が進んだようね。──もう時間がない」

　レスティアの表情には焦燥が浮かんでいた。

「私は、これから〈世界の敵〉になる」

　黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみに、暗い光が灯ともる。

（……カミト、あなたに憎まれてもいい。恨まれてもいい）

　それは、とても辛つらいことだけれど。

　思い出すのは、少年の頃ころにした約束の言葉。

　いつか私が私でなくなってしまったら、そのときは──

　──あなたが私を殺して。





　　　　◇






「……？」

　廃はい墟きよに身を潜めていたクレアは、ふと、壁にたてかけた闇の魔剣に目を落とした。

　沈黙していた魔剣が、何か喋しやべったような気がしたのだ。

（……気のせいかしら？）

　……しかし、魔剣は沈黙したままだ。

　鋭い闇色の刃が、月明かりを反射して禍まが々まがしく輝いている。

　あのとき、神聖武装に貫かれたレスティアは、相当な深手を負っていた。高位精霊とはいえ、回復にはだいぶ時間がかかるだろう。

（──追ってきては、いないわね）

　樹木の生い茂る廃墟の壁にもたれ、クレアは周囲の気配を探った。

　あのルミナリスが、そう簡単にあきらめるとは思えないが──

　その時。上空に強大な力の気配を感じて、クレアはハッと身をすくめた。

「あれは……！」

　宵闇の空を、巨大な多頭竜の姿をした精霊が飛行していた。

（魔精霊だわ……）

　日中、この廃都では、あの亡精の群れ以外に、精霊の気配をまったく感じることができなかった。

　しかし、日が沈んでからは、この都市はまったく異なる顔を見せる。

　凶暴な魔精霊が空を飛び交う、文字通りの〈魔都〉へと変へん貌ぼうをとげるのだ。

　しかも、いま頭上を飛行しているのは、帝国精霊騎士団のカテゴリーで〈魔神級〉と呼称される最高ランクの精霊。各国のトップランカーである〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉代表といえど、単独ではまともに太刀打ちできない存在だ。

　討伐には、最低でも精霊騎士の精鋭一個師団が必要になるだろう。

　もっとも、カミトは昔、〈魔神級〉精霊をソロで倒したことがあるらしいが。

（……さすがに冗談よね。アレを一人で倒すなんて）

　おそるおそる、夜空を飛行する魔精霊を見上げる。

　無論、あちらはクレアのことなど歯し牙がにもかけていないので、こちらから手を出さなければ、襲ってくることはないだろうが──

「ニャー……」

　スカーレットも本能的に危機を察したらしく、おとなしく縮こまっている。

　そうしているうちに、巨大な魔精霊は悠々と彼方へ飛び去っていった。

「……行ったわね」

　ほっと安あん堵どの息をつくクレア。

　……気を抜いた途端、ぐう、とお腹が鳴った。

　そういえば、まだ食事をとっていなかったことを思い出す。

　ポケットから小さな丸薬を取りだして口に含む。スカーレットもしっぽを振って欲しがったので、ひと粒食べさせた。

（……味気ない食事ね）

　けれど、クレアはこんな孤独な食事にも慣れていた。カミトと出会う前、学院の寮に一人で居た頃ころは、いつも缶詰ばかり食べていたのだ。

　──ほんの数年前までは違った。

　エルステイン家の食卓は、ほかの大貴族のものと比べてそれほど豪勢なものではなかったが、お城には専属の料理人がいて、いつも温かい食事を作ってくれた。

　また、領内で大きな祭儀のある日には、領民たちがそれぞれ自慢の郷土料理を作ってもってきてくれたのだ。

（……年に一度の〈火霊大祭〉。懐かしいわね）

　スカーレットの頭を優しく撫なでながら、クレアは胸中で呟つぶやく。

　華麗な儀式装束を纏まとい、祭殿で舞踏を奉納する当時の姉の姿は、いまも鮮やかに記憶に残っている。

　──いまではもう、儚はかなく消え去ってしまった、幸せな日々の想い出だ。

　と。

「……!?」

　突如あらわれた気配に、クレアは身構えた。

　壁にたてかけた魔剣を左手に掴つかみ、

「……誰だれっ！」

　鋭い誰何すいかの声に応えたのは、低い獣のうなり声だ。

（……狼？）

　一瞬、そんな単語が思い浮かぶが、すぐに否定する。

　この廃都に獣などいるはずがない。

　いるとすれば、それは──

「──スカーレット！」

　クレアは素早く精霊語の展開式を唱えると、〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を展開した。

　燃えさかる炎ほのおが、周囲の暗くら闇やみを赤々と照らしだす。

「……っ!?」

　暗闇の中から姿をあらわしたのは、黒い猟犬の群れだった。

　五頭……いや、六頭か──輪郭が周囲の闇に溶けるように揺らめいている。

「……どうして？　さっきは精霊使いの気配なんて感じなかったのに」

　その呟つぶやきに応えるように、

「私の軍団精霊〈シェイドウルフ〉は、追跡と気配遮断のスキルを備えていてね。普通の方法では感知することができないのさ」

　遺跡の入り口から、一人の少女が歩いてくる。

　少年のように髪を短く刈り込んだ、鋭利な瞳ひとみの少女だ。

「──〈聖霊騎士団〉特務兵、エイラ・シダール」

　少女は礼儀正しく腰を折ると、パチリと指を鳴らした。

　途端、威嚇の唸うなりを上げていた狼の群れが、クレアの周囲を回りはじめる。

「その魔剣、渡して貰もらうよ」

「悪いけど、そういうわけにはいかないわ」

　クレアは炎の鞭むちで地面を叩たたき、狼どもの群れを威嚇する。

（……特務兵といえば、追跡のスペシャリスト。厄介な相手ね）

　おそらく、あの群狼は影精霊の眷けん属ぞくだろう。

〈聖霊騎士団〉といえど、全員が聖属性の精霊を使役しているというわけではない。

　そんな偏ったチーム編成では、今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のレギュレーションである、集団戦を勝ち抜くことができないからだ。

　影精霊は優秀な気配遮断のスキルを有しているという。

　単純な攻撃力では炎精霊である〈スカーレット〉のほうが上だが、影精霊使いは特殊な剣舞を得意としているため、油断はできない。

「かかれっ、〈シェイドウルフ〉！」

　エイラ・シダールの叫びに呼応して、影の狼たちが襲いかかってくる。

　クレアは鞭むちを一いつ閃せん。地面に弧を描くように、炎ほのおの柱を生じさせる。

　──が、それは相手に読まれていた。群狼はたちまち地面の影に溶けこむと、瓦が礫れきの隙すき間まを縫って炎の壁をすり抜けてくる。

「……っ、このっ──!?」

　飛びかかってきた一頭を、間一髪、クレアは鞭で焼滅させた。

　縦横無尽に奔はしる鞭の嵐あらしが、狼の群れを寄せ付けない。

「さすが、名高い炎の巫み女この家系だな──」

「動物の調教は、慣れているんだから！」

「侮らないでほしいね、クレア・ルージュ！」

　エイラ・シダールがふたたび指を鳴らす。

　影の狼は分裂し、さらに数を増やした。

（……この数は、捌さばききれない!?）

　たちまち、劣勢になる。

　軍団精霊を相手をしていたのではキリがない。

「喰くらえ、灼しやく熱ねつの劫ごう火か球──〈火炎球フアイアボール〉！」

　手のひらから放たれた精霊魔術が、影精霊をまとめて吹き飛ばした。

　霧散する影の群狼。しかし、いまの攻撃で倒せたわけではない。

　数で押してくる軍団精霊は厄介な相手だ。ならば──

（──精霊使いのほうを叩たたく！）

　地を蹴けって一気に加速。間合いを詰める。

　特務兵はその任務の性質上、〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を使っての近接戦闘は苦手なはずだ。

　先程の爆発から逃れた群狼が、すぐさま牙きばを剥むいて追ってくるが──

「遅いのよ！」

　駆けながら炎の鞭を薙なぎ払い、周囲に壁を展開する。

　一対多数の剣舞は、鞭使いであるクレアの得意とするところだ。

　クレアは一瞬でエイラの眼前に肉薄すると、

「──消し炭になりなさいっ！」

　炎の鞭を容赦なく叩きつけた。

　虚空の斬閃さえ見えない、神速の鞭捌き。

　これをかわせるのは、訓練ではカミトくらいのものだった。

　エイラ・シダールが紅ぐ蓮れんの炎に包まれる──が、

「我は時を移ろう影──〈瞬影シエイド・リープ〉」

　その姿は、クレアの眼前で残像のように消滅した。

（転移系の精霊魔術……！）

　クレアの頭がめまぐるしく回転する。

（たしか、影属性の精霊魔術で、〈転移〉系の魔術は──）

　学院で学ぶ主要属性の基本的な魔術体系を、クレアはほとんど暗記していた。

　伊だ達てに〈優秀な問題児〉などと呼ばれてはいない。

（……かなり癖のある扱いづらい魔術系統だったはず）

　エイラの姿が完全に消滅する。

　瞬間、クレアはその場で跳躍した。

（〈瞬影シエイド・リープ〉──その効果は、最近距離の影から影への転移……！）

　クレアの足もと。真下の影が不自然に揺らめく。

　だが、相手の攻撃を読み切ったクレアは、すでに次の一手を打っていた。

「炎ほのおよ、華麗な輪舞ロンドを踊れ──〈爆閃雷フレア・バースト〉！」

　空中で精霊魔術の高速詠えい唱しよう。

　手のひらから無数の熱光球が放たれ、周囲の暗くら闇やみをまばゆく照らしだす。

〈火炎球フアイアボール〉と違い、威力はほとんどないが、激しい光と音で敵をひるませる魔術だ。

　白い閃せん光こうは一瞬、地面の影を塗りつぶし、〈瞬影シエイド・リープ〉の魔術は無効化キヤンセルされる。

　無効化された魔術の反動によって、地面から投げ出されるエイラ。

　クレアは身軽な動作で地面に降り立つと、即座に炎の鞭むちを薙なぎ払う。

「くあっ！」

　特務兵の身体は炎に包まれ、地面に叩たたきつけられた。

　ヒュッと空気を裂き、クレアが炎の鞭を手もとに戻す。

「──勝負あったわね」

　クレアがとどめの一撃を放とうとした、その時だ。

「……っ!?」

　踏み出したその足が、地面の影に沈み込む。

「……これは、〈封ふう絶ぜつ結けつ界かい〉!?」

　クレアは驚きよう愕がくの声を上げた。

　戦闘を仕掛ける前に、周囲に罠わなを準備していたというのか──！

「……油断したな、火猫使い。特務兵が得意とするのは、罠を使った戦闘だ」

　地面に倒れたまま、ふっと笑みを浮かべるエイラ。

　だが、片足を影に呑のみこまれながら、クレアには余裕があった。

「この程度の結界で、あたしを捕らえたとでも？」

　すでに剣舞の勝敗は決している。

　炎ほのおの鞭むちの直撃を受けたエイラは、もはやまともな戦闘は不可能だ。

　戦闘の最中に捕らわれたならいざしらず、その気になれば数分程度で解呪できる〈封ふう絶ぜつ結けつ界かい〉など、なんの意味もない。

「いや、目的は十分にはたしたよ」

「なんですって？」

「私の任務は、おまえの足止めだからな」

「……っ！」

　自身の迂う闊かつさにクレアは舌打ちした。

（……この近くに、仲間が？）

　考えてみれば、当然だ。

　でなければ、一騎打ちを仕掛けてくるはずがない。

　──だとすれば、一刻も早くこの場を離れなくてはならない。

　指先に炎を灯ともし、結界を解除するための魔術方陣を空中に描く。

『──そんな方法じゃ、間に合わないわよ。クレア・ルージュ』

「……!?」

　クレアはハッと目を落とす。

　呆あきれたような声は、左手に握った魔剣のものだった。

「……力を回復したの？」

『最低限、意志を伝えられるくらいにはね。まだ人の姿には戻れない。……それより、私をその影に突き立てなさい。あなたの精霊魔術では時間がかかりすぎる』

「え？」

『早くしなさい。聖騎士パラデインが追ってきているんでしょう』

「……わ、わかったわよ」

　クレアはあわてて頷うなずくと、魔剣の刀身を影に突き立てた。

　途端。パキィ──と、頭の痛くなるような音がして、クレアの足を捕らえていた〈結界〉は、いとも簡単に崩壊した。

「なんだと!?」

　驚きよう愕がくの声をあげるエイラ。

（なんて力なの……！）

　クレアも思わず息を呑のむ。

　熟練の精霊使いでも時間のかかる結界の解除を、たった一瞬で──

『──さあ、早くこの場を離れなさい』

「な、なんであんたが命令するのよ！」

　言い返しながらも、その場を離脱しようとした、その時だ。

「この私が、獲物を二度も逃がすと思うか？」

「……っ!?」

　薄暗い路地の向こうから、凜りんとした声が響いた。

「エイラ、よくやった。君はそこで休んでいるといい」

　軍靴を鳴らしながら歩いてくる、ルミナリス・セイント・レイシェード。

　そして、反対側の路地からはもう一人──

「動けば蜂の巣ですよ」

　銀色に輝く長弓を構えた、〈聖霊騎士団〉の少女が姿をあらわす。

（……っ、まずい）

　二人の騎士は、クレアを挟み込むような立ち位置で距離を詰めてくる。

　逃げ場は完全に封鎖されていた。

（……万事休すね。やるしかないか）

　背後の弓使いに意識を向けながら、クレアは炎ほのおの鞭むちを構えた。

　レン・アッシュベルと剣を交えた、前回大会の準優勝者。

　エース級の精霊使いを相手に、どこまで戦えるかはわからないが。

　──ここで負けるわけにはいかない。

　クレアには、叶かなえなければならない〈願い〉がある。

　それに──

（カミトは、これまで何度もあたしを守ってくれた）

　手にした闇やみの魔剣を強く握り締める。

　カミトのかつての契約精霊だったという、闇精霊の少女を。

（……だから、カミトの大切なものは私が守る！）

　解き放った神威カムイに反応して、炎の鞭が一気に燃えあがる。

　その凄すさまじい火勢に、さしものルミナリスも警戒の色をにじませ、足を止めた。

「クレア・ルージュ。なぜそこまでして、その闇精霊を守ろうとする？」

「……あんたには、関係ないわ」

「──その魔剣が、あの〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣だからか？」

「だから関係ないって──え？」

　クレアはぽかんと口をあけた。

　ルミナリスの口にした言葉が、一瞬、理解できなかったのだ。

「……いま、なんて？」

「……？　まさか、知らなかったのか？」

　今度はルミナリスが意外そうな顔をする。

　そして──

「なら、教えてやろう。その闇やみ精霊こそは精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉」

　信じられない言葉を告げてきた。

「──三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で、最強の剣舞姫レン・アツシユベルの使っていた剣だ」
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　……数秒間の沈黙の後。

「……え？」

　クレアの唇から洩もれたのは、そんな間の抜けた声だった。

「どういう、こと……？」

「どうもこうもない。いまお前の手にしているその魔剣こそ、かの〈最強の剣舞姫〉の契約精霊。精霊魔装──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉だ」

　もう一度、同じ言葉を告げてくるルミナリス。

「……っ！」

　クレアは目を見開いたまま、手にした魔剣に目を落とした。

　……嘘うそやハッタリを言っているとは思えない。それに、この堅物を絵に描いたような聖騎士パラデインは、虚言を弄ろうするタイプではないだろう。

　だが。

「……ど、どうして、そんなことがわかるのよ！」

　クレアはむきになって言い返した。

　……たしかに、剣の姿はよく似ている。

　似ているが──まったく同じというわけではない。

　いまなお憧あこがれ、尊敬する〈レン・アッシュベル〉の使っていた精霊魔装の姿は、いまも鮮明に記憶に残っている。

　……クレアが見間違えようはずもない。

〈精霊魔装〉は、使い手の精神を具現化した存在。だとすれば、カミトとレン・アッシュベル──同じ師に剣を学んだという二人の〈精霊魔装〉の姿が似ることもあるかもしれないと、そう考えて納得していたのだ。

　だが、ルミナリスは静かに首を振って、

「……わかるさ。私は三年前、その魔剣と直接剣を交えたのだからな」

「……」

　クレアは口をつぐんだ。

　──そう、ルミナリスは三年前の決勝で〈最強の剣舞姫〉と剣舞を舞っている。

　トップクラスの精霊使いであれば、直接剣を交えた精霊魔装の本質を見抜くのは、そう難しいことではない。

　彼女が、この魔剣を〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉だと断定するなら、それは──ほぼ間違いない、ということだ。

　闇やみ精霊レスティアは、かつてカミトの契約精霊だった。

　そして、レスティアは〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の魔剣──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉。

　そこから導かれる答えは──

（じゃあ、本当にカミトが……？）

　呼吸が苦しい。心臓の鼓動が加速する。

　これまでも、カミトの正体を疑ったことは何度かあった。

　カミトが〈彼女〉と同じ流派の剣技を使ったときは、エリスと一緒に真偽を調べようとしたこともある。

　けれど、疑ってはいても、頭のどこかで否定していた。

　三年前、彗すい星せいのごとくあらわれた〈最強の剣舞姫〉。

　その圧倒的な強さと華麗な剣舞によって、大陸中の姫ひめ巫み女この憧あこがれとなった少女。

　幼い日に憧れて、ずっと目標にしてきた彼女が──

　──ずっと、すぐそばにいたなんて。

「その闇精霊は、今大会中〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の一員として動いていた。レン・アッシュベルの魔剣であることは、むしろ容易に推測がついたはずだがな」

　ルミナリスはなおも訝いぶかしげな表情をしている。

　彼女は、レスティアがカミトの契約精霊であったことまでは知らないらしく、あの〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の総帥のほうを、本物のレン・アッシュベルだと思い込んでいるようだ。

　クレアは、手にした闇の魔剣に目を落としたまま、

「……本当、なの？」

　問とい訊たずねた。

　だが、魔剣は答えない。

　それは意図的なものなのか、たんに〈結界〉を解除したことで、また力を失っただけなのか、それはわからないが──

「……」

　喉のどが渇く。ひどく頭が混乱していた。

　……真偽のほどはまだわからない。

　ルミナリスの言葉が真実だと決まったわけでもない。

　けれど──

（あのカミトが〈最強の剣舞姫〉、そんなこと……）

　……騙だまされた、とは思わない。

　隠したい気持ちもわかるし、これまで培ってきたカミトとの信頼関係は、それで揺らぐほど浅くはない。

「……～っ、あたし、これからどんな顔してカミトに会えばいいのよ」

　頬ほおがカアッと熱くなる。

　……気持ちの整理がつかない。

　敵を前にして、動揺している場合ではないということは、わかっているのだが。

「──なんにせよ」

　と、ルミナリスがまた距離を詰めてきた。

「魔剣は渡して貰もらう。それは、いずれ〈世界の敵〉となる存在だ」

「……っ！」

　クレアは意識を目の前の敵に戻すと、炎ほのおの鞭むちを構えなおす。

　いまは何も考えるな。カミトの正体のことはあとで考えればいい。

（これはカミトの剣、あいつの大切な契約精霊。だから──）

　チクリと胸を刺す痛みに、気付かない振りをして──

　決意を口にする。

「あんたに渡すわけにはいかない！」

　燃えさかる炎の鞭が、夜よ闇やみを斬きり裂さいた。
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　眼前のルミナリス、そして背後にいた騎士が同時に動いた。

　クレアは背後の弓使いを完全に無視して、ルミナリスに向かっていく。

（一対多数戦のセオリー、最大の脅威を初撃で無力化する……！）

　精霊語の呪じゆ文もんを唱え──

「舞え、破滅呼ぶ紅ぐ蓮れんの炎よ──〈炎王の息吹ヘルブレイズ〉！」

　真正面から、火属性最強の精霊魔術を放った。

　岩すら溶かす凄すさまじい熱閃が、ルミナリスを呑のみ込こむ。

（……やった！　直撃なら──）

　だが、次の瞬間。

「……っ！」

　激しく燃えあがる炎が、一瞬で消滅する。

　炎を斬り裂いたのは──一条のまばゆい光輝だ。

（あれは……！）

　クレアは、その剣を見たことがあった。

　三年前、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉決勝戦の舞台で、彼女の使っていた精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

「其その輝きは常とこ世よを照らすもの、魔を滅する聖剣──〈ミュルグレス〉！」

　ルミナリスが聖剣の銘を高らかに叫ぶ。

　剣の刀身が激しく輝き、炎ほのおを呑のみこんだ光の奔流は闇やみ夜よを斬きり裂さいた。

「くっ……！」

　そのあまりのまばゆさに、クレアは目を細める。

「女王陛下の聖剣〈デュランダル〉と並び称される、最高位の精霊魔装。その程度の炎で溶かせると思うなよ！」

　ルミナリスが聖剣を地面に突き立てる。

　刹せつ那な。大地が割れ砕け、鋭い光刃が一直線に向かってきた。

　跳躍して回避すれば、二の太刀の餌え食じきになる。

「──防げ、〈炎の障壁フレイムウオール〉よ！」

　クレアはとっさに防御魔術を高速詠えい唱しよう。

　せめて光刃の威力を減じようとするが──

「きゃあっ！」

　光刃は炎の壁を軽々と斬り裂き、クレアの身体に直撃。肉体へのダメージは即座に精神ダメージへと転化され、意識を揺さぶる。

「……く、ぅ……」

「ほう、一撃では落ちないか」

　ルミナリスがかすかな驚きの声をあげる。

「さすがに、決勝戦まで勝ち上がってきただけのことはある」

（……っ、これが、エース級の精霊使い）

　武芸の技だけではない。神威カムイの絶対量が桁けた違ちがいだ。

　あれほどの精霊の力を解き放ち、なお平然としている。

「クレア・ルージュ、おまえは優秀な精霊使いだ。だが──」

　地面に倒れたクレアの前で、ルミナリスは足をとめた。

　そして──

「いまはまだ、経験が足りない」

　左手に握り締めた闇の魔剣を踏みにじる。

〈ミュルグレス〉を両手に構え、切っ先を真下に向けると、

「〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉──本来であれば、正統な剣舞で打ち勝ちたかったが」

「だ、め……！」

　クレアは喘あえぎ、必死に指先を動かそうとする。

　闇精霊レスティア──彼女は、カミトにとって一番大切な存在だ。

（あたしが、守らないと……！）

　無力な魔剣の姿となった闇やみ精霊を、必死に手もとに引き寄せようとするが、

「無駄なあがきはやめろ。私も不要な暴力は振るいたくない」

　ルミナリスの軍靴が、クレアの左手を踏み砕いた。

「……あっ、くぅ……！」

　骨の砕ける鈍い音。

　クレアは喉のどの奥で悲鳴を噛かみ殺ころす。

　圧倒的な実力差。クレアもこの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の中で力をつけていたが、ルミナリスとの力の差は明白だ。

　少なくとも、一対一の剣舞では勝機を見いだせない。

（……あの〈レン・アッシュベル〉は、ルミナリスよりもずっと強いのに）

　森の中で対たい峙じした、紅ぐ蓮れんの仮面の精霊使い。

　あのときはリンスレットと二人がかりだったが、まるで話にならなかった。

　と。

（そうだ、あのとき……！）

　クレアの脳裏に閃ひらめくものがあった。

　瀕ひん死しのリンスレットを守るために、クレアが発現させた炎ほのお。

（あの偽物のレン・アッシュベルは、〈エルステインの炎〉と呼んでいた……）

　もう一度、あの〈炎を燃やす焔ほのお〉を解放すれば──

「……っ、炎よ！」

　あの時のように。

　クレアは荒れ狂う炎をイメージして、右手に炎を灯ともした。

　だが──

（……だめ、こんな炎じゃない！）

　これは、自身の神威カムイが契約精霊を媒介して、炎に変換されたに過ぎない。

　あの〈炎を燃やす焔〉とは本質的に異なるものだ。

「まだ抵抗する力が残っていたか」

　ルミナリスは冷徹に告げ、聖剣の切っ先をクレアの首筋に突き立てた。

「しかし、無駄なことだ。君はここで敗北する」

「……っ！」

　刹せつ那な。

「ルミナリス様！」

　弓使いの少女が鋭い叫びをあげた。

　炎の鞭むちがその姿を火猫に変え、咆ほう哮こうをあげてルミナリスに襲いかかる。

「スカーレット！」

「忠義に篤あつい精霊だ」

　ルミナリスは素早く身を翻すと、聖剣の一撃をスカーレットに叩たたきこんだ。

　あえなく吹っ飛ばされ、地面に叩きつけられるスカーレット。

　スカーレットの決死の一撃も、無為に終わった。

（ここまで、なの……？）

　クレアは唇を強く噛かんだ。

　最後の力を使いはたし、意識さえ繋つなぎ止とめることができなくなる。

　と。

『──まだよ』

　頭の中に囁ささやき声が聞こえた。

（……闇やみ精霊？）

　レスティアが、先程のようにクレアの意識に直接語りかけてきたのだ。

『クレア・ルージュ。いまのあなたなら、かつて封印された〈彼女〉の本来の力を引き出せるかもしれない』

（……彼女？）

　胸中で訝いぶかしげに訊きき返すクレア。

『呼びなさい、彼女の真の名を。かつて血塗られた姫君と呼ばれた〈精霊兵器〉。エルステインの血に託された至宝──〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉を』

（灼銀の戦姫……まさか──！）

　クレアはハッと目を見開く。

（あんた、スカーレットの真名を知っているの？）

　そういえば、あの〈レン・アッシュベル〉も、その名前を口にしていた。

　──遠い昔に失われた、エルステイン家に仕える炎ほのお精霊の真名を。

『クレア・ルージュ、私の刀身をあなたの手の甲に突き立てなさい。あなたの頭に直接、〈彼女〉のイメージを伝えるわ。本当は仇きゆう敵てきなんて目覚めさせたくなかったけれど、こうなってはしかたないわね』

（……え？）

『早くしなさい！』

　叩きつけるようなレスティアの言葉に──

　クレアは意を決すると、右手の甲──〈火の精霊刻印〉に刃の尖せん端たんを突き立てた。

　ここは闇精霊の言葉を信じて、賭かけるしかない。

「……くっ、ぁ……！」

　鋭い痛みと共に、脳裏に流れこんでくる、膨大なイメージの奔流。

　無数の精霊の軍勢を相手に、巨大な鎌かまを振るう真紅の姫騎士。

　──其そは勇猛なる戦士を最後の戦場に導く者。

　──其は滅びの炎ほのおを従え、愚かなる敵に永えい劫ごうの滅びをもたらすもの。

『其の名は──』

　闇やみ精霊の伝える彼女の真名を、クレアは叫んだ。




「其の名は、〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデ！」




　刹せつ那な、紅ぐ蓮れんの炎がスカーレットの身体を呑のみこんだ。

「……っ、なに!?」

　警戒の声をあげるルミナリス。

　そして──

「──ようやく私の名前を呼んでくれましたね、マスター」

　荒れ狂う炎の中から、一人の少女が姿をあらわした。
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　紅蓮の炎の中からあらわれた、紅あかい髪の少女。

　血を流す右手の痛みも忘れて──

「スカーレット、なの……？」

　クレアは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　陽炎かげろうに揺らめく視界の向こう。

　少女はクレアを守るように立ち、ルミナリスと対たい峙じしていた。

　小柄でしなやかな細身の身体。

　透けるような白い肌を、炎のドレスが覆っている。

　そして、炎よりもなお紅い、紅蓮の髪の隙すき間まからは──

　猫のような三角形の耳が覗のぞいていた。

「はい、マスター」

　その猫耳が、ぴょこっと動く。

　紅い髪の少女は、眼前のルミナリスを睨にらんだまま頷うなずいた。

「〈スカーレット・ヴァルキリー〉──旧ふるき真名を〈オルトリンデ〉と申します」

「……！」

　瞬間、少女の纏まとっていた炎が激しく燃えあがった。

　夜を焦がすような火勢に、クレアは息を呑む。
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（すごい……！）

　もともと、スカーレットは可愛かわいらしい外見に反して、強大な精霊だった。

　しかし、いま目の前にいる、あの少女は──桁けた違ちがいの存在だ。

「……それが、炎ほのお精霊の真の姿というわけか」

　ルミナリスが喉のどの奥でうめいた。

　その表情からは、先ほどまでの余裕が消えている。

「人の姿をとれる精霊は、最高位の精霊と言われるが──」

　眼前のスカーレットを睨にらみ据えながら、聖剣〈ミュルグレス〉を両手に構え直す。

「ルミナリス様！」

　と、その時。

　スカーレットの背後から光の矢弾が放たれた。

　暗くら闇やみに潜んでいた、もう一人の少女騎士だ。

　ルミナリスのいる方向とは真逆からの不意打ち。

　だが。

「──遅いですよ」

　スカーレットの両手のひらから、小さな火球が生み出された。

　火球は音もなく彼女の周囲を回転。放たれた矢弾をたやすく弾はじく。

「……なっ！」

「そこですね──」

　指先をくるっと回す。

　と、火球は矢の飛んできた方向へ一瞬で飛び──

　次の瞬間。凄すさまじい炸さく裂れつ音を轟とどろかせ、炎ほのおの火柱が上がる。

「……！」

　それが開戦の合図だった。

〈ミュルグレス〉を手にしたルミナリスが、地を蹴けって一気に距離を詰めてくる。

「──マスター、ご命令を」

　涼やかな、それでいて凜りんとした声。

「……っ、スカーレット・ヴァルキリー──〈オルトリンデ〉に命じる！」

　いまにも落ちそうな意識の中で、クレアは叫んだ。

「敵を倒しなさい！」

「了解です、マスター」

　スカーレットがすっと虚空に手をかざした。

　激しい炎がほとばしり、その手に真紅の大おお鎌がまが召喚される。

　獄炎をそのまま鍛えたかのような獰どう猛もうな形状。

　可か憐れんな少女が持つには、似つかわしくない得物だ。

「──騎士よ、汝なんじは炎の試練を超える者！」

　ルミナリスが炎に対する加護を詠えい唱しよう。

　凄まじい剣風を放ち、燃え立つ炎を斬きり裂さいてくる。

　スカーレットは軽やかに跳躍、空中で真紅の大鎌を振るう。

　甲かん高だかい金属音。舞い散る火花。

　打ち合うたびに衝撃波が生まれ、地面の瓦が礫れきを舞い上げる。

　最高峰の精霊使いと最高位の炎精霊の剣舞。

「すごい……」

　目の前で繰り広げられる剣劇に、クレアは思わず感嘆の息を洩もらす。

　スカーレットの動きは、火猫の姿でいたときよりもはるかに速い。

　初撃こそ互角だったが、襲いくる炎にまかれ、たちまちルミナリスが押されていった。

「……っ、これが高位精霊の力か！」

「──お許しください。マスターを傷つけたあなたを、見逃すことはできないので」

　スカーレットが真紅の大鎌を振るうたび、その斬閃が炎となって燃えあがる。

　彼女の生み出す灼しやく熱ねつの炎は、もはや加護の魔術などでは防げない。

「……っ、私とて、こんなところで負けるわけにはいかない！」

　ルミナリスは炎ほのおに包まれたまま、なおも剣を振るっていた。

「〈彼女〉と、三年前の決着をつけ、故国に勝利を──」

「残念ながら──」

　瞬間、スカーレットの姿が消えた。

　否、聖剣の刃を足掛かりに、空中へ一気に跳躍したのだ。

「あなたには、ここで消えてもらいます」

　──夜の闇やみに輝く、真紅の半月。

　見上げた聖騎士パラデインの蒼あおい瞳ひとみに、絶望の色が広がる。

　そして──

「焔ほのおよ、世界に紅あかき夜を──〈紅蓮の裁断クリムゾン・ジヤツジメント〉」

　荒れ狂う劫ごう火かがルミナリスを呑のみこんだ。
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　暗い地下迷宮に、パンケーキのいい匂においがたちこめる。

「……とても、美お味いしい」

　謎なぞの姫ひめ巫み女この少女は、おいしそうにパンケーキを食べていた。

　小さな口で、ひとかけらずつ食べている姿は、とても可愛かわいらしい。

「いくらでも作りますから、お腹いっぱい食べなさいな」

「ありがとう……」

　嬉うれしそうに頷うなずく少女。

（それにしても……）

　と、リンスレットは首を傾かしげる。

（……この娘こ、いったい何者ですの？）

　……素性がまったくわからない。というか、本来であればこんなところに、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉代表選手以外の人間がいるはずがないのだ。

（ひょっとして……）

　と、リンスレットはある可能性に思い至った。

「エストさんと同じ、高位精霊──」

　それなら、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉にいる理由も頷けるが。

「……？」

　少女は頬ほおを膨らませたまま、リンスレットのほうを向く。

「……あなた、もしかして精霊ですの？」

「……」

　少女は無言でこくっと頷うなずいた。

　……どうやら、精霊であることは間違いないらしい。

　リンスレットはすっと居ずまいをただした。

　高位の精霊に対する姫ひめ巫み女この礼儀だ。

「では、御おん身みのお名前は、なんと？」

「……」

　少女は目を逸そらした。……今度は答えたくないようだ。

「では、なぜこのようなところにいらっしゃいますの？」

「……」

　それにも答えない。──かと思うと、

「……わからない」

　顔をあげて、そう答えた。

「……わからない？」

「覚えていないの」

　記憶喪失、ということだろうか。

　だが、精霊が記憶喪失など──

（……いえ、そういう例もありましたわね）

　剣精霊のエストは、カミトと契約する際、イレギュラーな契約を交わしてしまったため、いまも断片的な記憶しかないと聞いている。

　この少女の姿をした精霊も、何かが原因で記憶を失っているのかもしれない。

　あるいは──

（わたくしをからかっているか、ですわね）

　リンスレットは胸中で呟つぶやいた。

「さっき、あの壁に彫られた名前の精霊を知っていると仰おつしやいましたわね」

「……」

　精霊の少女は頷くと、

「〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデ。数千年前の〈精霊戦争〉において、血塗られた姫君と畏おそれられた炎ほのお精霊よ」

「どうしてそんなことを知っていますの？」

　高位精霊相手に不ぶ躾しつけとは思いつつも、

「……記憶喪失ですのに」

　と、付け加える。

「私は、ずっとこの地下迷宮に閉じこめられていたわ。だから、壁に刻まれた膨大な歴史を紐ひも解といて、無ぶ聊りようを慰めていたの」

「閉じこめられていた？」

　この少女が精霊だというのが本当なら──

　物理的に迷宮に閉じこめられていた、というわけではないだろう。

　なんらかの魔術的な方法で、この場所に封印されているのかもしれない。

「いったい、誰だれがそんなことを──」

　と、その時。

「きゃあっ！」

　地面が大きく揺れ、天井からパラパラと瓦が礫れきが落ちてきた。

　反射的に少女を庇かばいながら、リンスレットは上を見上げる。

「じ、地震ですの？」

「この〈廃都〉に地震はないわ」

　少女は首を振った。

「おそらく、地表で強大な精霊が暴れている」

「強大な精霊？」

　リンスレットの表情がこわばった。

　地上は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉決勝戦のまっただ中だ。

　もしかすると、いまこの瞬間にも、カミトたちが危機に陥っているかもしれない。

「……どうしたの？」

「ここでゆっくりしている場合ではありませんわ」

　リンスレットは立ち上がった。もう少し、この少女の姿をした精霊のことを知りたかったが、いまはそんな場合ではなさそうだ。

　……とにかく、この地下迷宮から出て仲間を捜さなくてはならない。

　すると──

　少女は巫み女こ服の袖そでで口もとを拭ふき、すっと立ち上がった。

「……ついてきて」

「え？」

「出口、教えてあげる」
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　カミトたちは先ほどの遺跡から移動し、近くの別の遺跡に移っていた。

　ずっと同じ場所にとどまっているのは、得策ではない。諜ちよう報ほうに長けた精霊使いに場所を発見されれば、結界等を駆使した罠わなをしかけられる可能性があるからだ。

〈クロス・ファイア〉では、早期に〈拠点〉を構築して防衛することが有利だった〈嵐の如き剣舞〉とは、まったく異なる戦術を要求されるのだ。

「毒はもう抜けたか？」

　石畳の地面に寝転びながら訊きくと、

「ああ、だいぶ楽になってきた。……君のおかげだ」

　エリスは顔を赤らめて、頷うなずいた。

「しかし、その、誤解しないでほしいのだが、さ、さっきのは、媚び薬やくの毒のせいなのだからな！　あ、あのような、破廉恥なこと……」

「……あ、ああ、わかってる」

　先程の毒抜きを思い出し、カミトも気恥ずかしくなってしまう。

　……二人は同時に視線を逸そらしあった。

「そ、そろそろ寝るか。さすがに、いまは出歩かないほうがいいだろ」

　夜の廃都は、〈魔神級〉の精霊が跋ばつ扈こする魔都だ。

　ある意味で、敵チームと遭遇する以上に危険が大きい。

「う、うむ、そうだな。夜の剣舞は危険だからな！　よ、夜の剣舞といっても、そういう意味ではないぞ、もちろん！」

「……エリス？」

「は、早く寝ろ！　明け方にはここを移動するからな」

「エリスは、休まないのか？」

「私はもう十分休んだ。さっきは君にずっと見張りを任せてしまったからな。明け方まで、私が起きていよう」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手に、首を振るエリス。

（……本当に生き真面目まじめな奴やつだな）

　カミトは思わず苦笑してしまう。

「あのくらい大丈夫だって。昔は任務で数日間寝なかったこともあったからな」

「任務？」

「ん、ああ……その、〈教きよう導どう院いん〉に居た頃ころの話だ」

「……っ、すまない。辛つらい記憶を思い出させてしまったな」

「いや──」

　カミトは気まずそうに頭をかいた。

　思い出したのは、チームを組んでいたあの二人のことだ。

　リリィ・フレイムとミュア・アレンスタール。

　四年ぶりに再会したあの少女たちは、カミトの敵として姿をあらわした。

　──あの施設で育った子供は、もうそんな生き方しか、できないのか。

「……二人の心は、まだ捕らわれているのかもな」

　すでに滅びたはずの、あの狂った施設に。

　それを哀れむことは、きっと傲ごう慢まんだ。

（──俺おれには、レスティアがいてくれた）

　彼女がいなければ、カミトの手は血に塗まみれていたかもしれない。

　その手は、大切な仲間を守る手ではなく──

　ズウウウウウン──！

　突然、地面が大きく揺れた。

「なっ！」「……ぁぶっ！」

　その拍子に、つんのめってエリスに倒れこむカミト。

　やわらかい胸の谷間に顔が埋もれ、窒息しそうになる。

「ふぁっ！　カ、カミト、なにをするのだ！　ま、まだ心の準備が……」

「す、すまん……じゃなくて、いったい何が──？」

　エリスの胸から顔を上げた、次の瞬間。

　ゴウッ……！

　遺跡の天井が、突如、消失した。

「……！」

　まるで鋭利な刃物で斬きられたかのように。

　真上にあらわれたのは、星ほし屑くずの散らばる〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の夜空。

　そして──

　炎ほのおの鞭むちを手にした、巨大な炎の悪鬼。

「魔炎精霊……！」

　灼しやく熱ねつの炎を噴き上げる悪鬼の肩に──

　教国の軍服に身を包んだ、一人の少女が座っていた。

　無む垢くな蒼あおい瞳ひとみ。頭の両端でくくった、暗灰色アツシユグレイの髪。

「ミュア……」

「兄様、遊びましょ♪」

〈教きよう導どう院いん〉の〈怪物〉は、カミトに可か憐れんな笑顔を向けた。
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「……！」

　激しく震動する大地。

　絶句するカミトたちの頭上で、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを纏まとう悪鬼は低い咆ほう哮こうを上げた。

　大気が震え、渦巻く灼しやく熱ねつの熱気が肌を焦がす。

　巨大な悪鬼の姿を頭上に仰ぎ見ながら、カミトは呻うめいた。

「ミュア……」

「どうしたの兄様。ミュアと遊んでくれないの？」

　くすっと無邪気に微笑ほほえむ少女──ミュア・アレンスタール。

　その右手には、絡みつく蛇の紋様が禍まが々まがしい輝きを放っている。

　精霊刻印ではない。

〈怪物〉と呼ばれる少女が、生まれつき備え持った異能の力──〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉。

　その異能を制御するために移植された、〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉だ。

「遊ぶには、ちょっと遅い時間じゃないか？」

「あら、ミュアは夜遊びも好きよ」

　ミュアが唇をぺろっと舐なめる。

「……っ、エリス、跳べ！」

　瞬間、カミトは叫んだ。

　巨大な魔炎精霊が炎の鞭むちを無造作に振り下ろす。

　轟ごう音おんとともに地面が爆散し、瓦が礫れきは灼熱の溶岩となって周囲に降りそそいだ。

（……っ、なんて威力だ！）

　跳び上がった空中で、カミトは息を呑のむ。

　大地は、まるで地割れが起きたかのように断裂し、無惨に焼やけ爛ただれていた。

　クレアの〈炎の鞭〉と似ているが、あちらは斬ざん撃げき武器の特性を備えているのに対し、こちらは棍こん棒ぼうなどの破砕武器に近い。

　……直撃を喰くらわずとも、その余波だけであの世へ行けそうだ。

　あんなものを縦横無尽に振るわれたら──

（なかなかゾッとしないな……）

　斜めに傾かしいだ遺跡の壁を何度も蹴けって跳躍。ひとまず、炎の回っていない安全な高所へと退避する。無論、その場しのぎでしかないことはわかっているが──

「カミト！」

　エリスが〈飛翔フライ〉の魔術で追ってくる。

　カミトに寄り添うように降り立つと、夜よ闇やみに燃えさかる魔炎精霊を睨にらんだ。

「……とてつもない精霊だな。おそらく、戦術級の軍用精霊だろうが」

「ああ。ミュアは軍用精霊使いのエキスパートだ」

〈教きよう導どう院いん〉で組んでいた頃ころの彼女の任務は、主に大量破壊工作だった。

　単純な殲せん滅めつ力で比べれば、ミュアの力はカミト以上だ。

「ふふっ、さすが兄様ね。この〈ヴァララカール〉の一撃をかわすなんて」

　魔炎精霊の肩に乗ったミュアが、愉たのしそうに笑う。

　──と、その冷たく蒼あおい瞳ひとみがエリスに向けられた。

「しっぽ髪のお姉ちゃん。兄様から離れなさい、二秒以内に」

「……っ！」

　冷徹な殺さつ戮りく者の視線。

　身がすくんで動けなくなるほどの殺気に、エリスは一瞬たじろぐが、

「──とわる」

「はい？」

「……こ、断ると言ったのだっ！」

　彼女は、ミュアの視線を真まっ向こうから睨み返した。

　いや、それどころか──

「エ、エリス、なにしてるんだ!?」

「う、うるさいっ！」

　顔を赤らめたエリスは、両腕でカミトの腕をむぎゅーっと抱きしめていた。

「……わ、私は、離れないからなっ！」

「エリス……」

　やわらかい胸の谷間に挟まれる腕。

　……こんな状況にもかかわらず、カミトの心臓はドキドキと高鳴る。

　──と。

「へえ、そう──」

　魔炎精霊の熱気に包まれていた空気が、一気に凍り付いた。

「そんなに死にたいんだね、お姉ちゃん」

　ミュアの蒼い瞳から光が消え、右手の〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉が赤く輝く。

　途端、〈ヴァララカール〉が狂ったように咆ほう哮こうした。

「いいよ。だったら、お兄ちゃんと遊ぶ前に、おまえで遊んであげる」

　ミュアがにこっと無邪気に微笑ほほえんだ。

「お人形みたいに裸にして、泣き叫ぶまで兄様の前で辱めて、バラバラに壊して、最後はあとかたもなく燃やしてあげるわ！」

　黒い溶岩のような悪鬼の全身から、激しい炎ほのおが噴き出した。

　炎の鞭むちが赤い軌跡を描き、大気を裂くように振り下ろされる。

　エリスは即座に腕を離し、地面を蹴けって跳躍。

「我は蒼そう穹きゆうの天を駆ける魔女──〈風神の靴エア・ウイング〉！」

　精霊魔術の風を纏まとい、灼しやく熱ねつの炎を縫って飛ひ翔しようする。

「エリス！」

　カミトは駆け出そうとするが──

　振り向いて目くばせしたエリスを見て、すぐに彼女の意図に気付く。

（……わざとミュアを挑発したのか）

　エリスが囮おとりとなっているあいだに、〈ヴァララカール〉を倒せということだ。

　騎士団でコンビを組んでいるだけあって、そのあたりは以心伝心だった。

「……無茶しやがって」

　ともあれ、彼女がせっかく作ってくれたこの機会を、ふいにする手はない。

　カミトは手にした〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構え直し、

「──いくぞ、エスト」

　その刃に渾こん身しんの神威カムイを籠こめた。

　夜の闇やみを塗ぬり潰つぶすように、まばゆく輝く〈テルミヌス・エスト〉。

〈廃精霊〉との戦いで消耗していた力は、ほぼ回復したようだ。

　カミトは炎を斬きり払うと、咆ほう哮こうする魔炎精霊に向かって疾駆した。

　直進できればいいのだが、なにしろ周囲は炎の海だ。溶岩流に呑のまれた地面から、飛び石のように突き出した遺跡を足掛かりに、接近できるルートを探す。

　無造作に振るわれる炎の鞭が大地を叩たたき、遺跡を粉々に破砕する。

〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉の力で狂乱しているためか、あるいは、もともと不安定な精霊なのか、鞭さばきは粗雑で、その軌道は容易に読める。

　クレアの精妙な鞭さばきとは雲泥の差だ。

（とはいえ──）

　鞭は圧倒的な破壊力で広範囲を粉砕するため、攻撃の乱雑さは、さほどデメリットになっていない。鞭の攻撃をかわしたとしても、その斬閃から生じる超高熱の炎が身体をかすめるだけで、致命的なダメージになる。

「魔神級の精霊を、ソロで狩ったときのことを思い出すな……」

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、カミトはうめいた。

　飛来する溶岩の塊かたまりを砕きながら、カミトは距離を詰めていく。

　急がなくては──この熱気の中では、エリスもそう長くはもたないだろう。

　あるいは、その前に、ミュアが冷静さを取り戻してしまうかもしれない。

〈教きよう導どう院いん〉第二位の〈怪物〉、ミュア・アレンスタールと戦うのは、これで二度目だ。

　一度目は〈浮遊島ラグナ・イース〉で戦ったとき──

　彼女は強力な殲せん滅めつ精霊〈ティアマット〉を使役していた。

（あのときは、なんとかなったが……）

　それは、カミトの戦闘スタイルが、広域破壊タイプの精霊と相性がよかったからだ。

　単純なパワーの比べ合いになれば、ミュアのほうが上。そして、あの〈ヴァララカール〉はおそらく、単式戦闘タイプの軍用精霊だ。

　真正面から挑めば、手数とパワーで圧倒される。

　それに──

（……あのときのミュアは、本気で俺おれと戦う気はなかったみたいだしな）

〈ヴァララカール〉が咆ほう哮こうし、その全身から激しい炎ほのおが噴き出した。

「……っ！」

　カミトは足を止め、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を地面に突き立てる。

　直後、すさまじい衝撃がカミトを襲った。

　炎で熱せられた空気が暴風となって吹きつける。

「くっ……なんて力だ……」

　突き立てた剣に必死にしがみつきながら、エリスの姿を目で追うと、

「エリス！」

　──すぐに見つかった。

　空中で衝撃波をまともに喰くらったエリスは、いままさに地上に落下するところだ。

　そして、真下の地面は溶岩の海。

（……っ、間に合え！）

　カミトは剣を引き抜くと、転がるように駆け出した。

　──と、その先を鞭むちが薙なぎ払い、目の前に炎の壁を作り出す。

「邪魔をしてはだめよ、兄様。ミュアはお姉ちゃんと遊んでいるんだから」

「……っ！」

　炎の悪鬼の肩に座ったミュアが、くすくすと微笑ほほえむ。

「……カミト、私は大丈夫だ！」

　と、炎の壁の向こうから、エリスの声が聞こえてきた。

　……どうやら、〈飛翔フライ〉の魔術が間に合って、落下は免れたらしい。

　カミトはほっと安あん堵どの息をつく。

「あら、しぶといのね、お姉ちゃん」

　ミュアが暗灰色アツシユグレイの髪を苛いら立だたしげにかきあげた。

　その手がわずかに震えているのを、カミトは見逃さなかった。

（だいぶ無理をしているみたいだな……）

　ミュアの異能の力──〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉には、致命的な欠点がある。

　それは、時間だ。

　あれほど強大な軍用精霊を使役するとなれば、ミュア自身にかかる負担も、とてつもないものになるはずだ。

　精霊を使い潰つぶすより先に、ミュアのほうが潰されてしまうことになりかねない。

（……長くて三分。いや、五分ってところか）

　逃げ回って時間を稼ぐ──一瞬、そんな考えが頭をよぎるが、

（……いや、だめだ）

　すぐにかぶりを振って否定する。

　……この状況での撤退は不可能だ。

　周囲は崩れた遺跡と炎ほのおの壁に囲まれ、逃げ道が塞ふさがれている。エリスは飛ひ翔しようの魔術で逃げられるかも知れないが、あの炎の鞭むちをかわし続けるのは難しいだろう。

「突破するしかないみたいだな」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構えると、行く手をはばむ炎の壁に向きなおる。

　普段、クレアの放つ手加減した炎ではない。

　一瞬でも触れれば、比ひ喩ゆでなく消し炭になる、超高熱の炎。

　その炎の壁に向かって、カミトは突進した。

「……兄様!?」

　ミュアが焦りの声をあげる。

　無謀にみえるカミトの行動を警戒してか、それとも、その身を案じてか──

　だが、カミトはかまわずに加速。聖剣の刃に神威カムイを籠こめ、

「絶剣技、四ノ型──〈焔ほむら斬ぎり〉！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に一気に解放。自ら旋風となって炎の中に飛びこんだ。

　斬ざん撃げきの旋風に炎を巻きこんで吸収する、対炎属性の特殊剣技。

　突破した炎の壁の向こうで、エリスが待ちかまえていた。

「エリス、一気にいくぞ！」

「ああ──！」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手にしたエリスが、赤く焼けた空へ飛翔する。

「……っ、馬ば鹿かなお姉ちゃん、何度でも叩たたき落おとしてあげるわ！」

　ミュアの〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉が禍まが々まがしく輝く。

〈愚者の万力〉の力が解き放たれ、狂乱する炎の悪鬼。

　その咆ほう哮こうは、叩きつけるような衝撃波となってエリスを襲う。

「──凶まがッ風よ、狂え！」

　エリスの〈風翼の槍レイ・ホーク〉が激しい閃せん光こうを放った。

　吹き荒れる風の刃が衝撃波を相殺。魔炎精霊めがけて殺到する。

「そんなもの、この〈ヴァララカール〉には効かないわ！」

　ミュアの言葉通り、風の乱刃は溶岩の皮膚にことごとく弾はじかれた。

　やはり、並の攻撃では傷さえつけられないようだ。

　だが。

「そんなことはわかっている！」

　エリスの攻撃は目め眩くらまし。

　カミトはすでに地上を駆け、炎ほのおの悪鬼に向かって距離を詰めていた。

「……なっ!?」

　驚きよう愕がくの声をあげるミュア。

　飛び地を渡って、魔炎精霊の足もとまで接近。

　大樹に斧おのを撃ちこむが如ごとく、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振りかぶる。

　次の瞬間。

「絶剣技、初ノ型──〈紫電〉！」

　カミトの放った渾こん身しんの部位破壊剣技が、〈ヴァララカール〉の足首に炸さく裂れつした。

　オ、オオオオオオオオオオオ──！

　バランスを崩し、その巨体をよろめかせる魔炎精霊。

　戦術級の軍用精霊といえど、剣属性最強の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈テルミヌス・エスト〉の一撃を受ければ、ただではすまない。

　怒りの咆ほう哮こうをほとばしらせながら、炎の悪鬼は燃える大地に膝ひざをついた。

　その震動で周囲の遺跡がつぎつぎと崩れ堕おちる。

　巨体に潰つぶされないよう、カミトは素早く離脱。距離をとって再び剣を構えた。

「ミュア。悪いが、俺おれたちはおまえの遊びに付き合ってやることはできない」

「……」

　ミュアの蒼あおい瞳ひとみが、カミトを静かに見据えた。

　頭の両端でくくった暗灰色アツシユグレイの髪が、逆巻く風に煽あおられる。

「そう、兄様もなのね」

「……うん？」

「兄様も、ミュアに遊んで欲しいのね」

「……っ！」

　ミュアの蒼い瞳から光が消える。

　瞬間、膝をついた悪鬼の口こう腔くうから激しい閃光が放たれ、カミトの身体を呑のみこんだ。

「カミト！」

　エリスが悲鳴じみた叫びをあげるが、

「……っ、そんな攻撃まであるとはな……！」

　瓦が礫れきの中からあらわれたカミトの姿に、ほっと安あん堵どの息をつく。

　バランスを崩しながら放った一撃のため、間一髪、回避することができたのだ。

　火傷の痛みに顔をしかめながら、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を強く握る。

〈ヴァララカール〉は片かた膝ひざをつき、再びその巨きよ躯くを立ち上げようとしていた。

　──チャンスは、いましかない。

「……よけちゃだめよ、兄様。兄様の手も足も動かなくして、ずっとずっとずっと、ミュアから離れられなくしてあげるんだから」

　ミュアの手に刻まれた〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉から、大量の血が流れていた。

　……自らの異能の力に呑のまれ、正気を失っているようだ。このまま〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉の異能を使い続ければ、最悪、死に至る可能性がある。

（……そうはさせるかよ！）

　カミトは地を蹴けって跳躍した。

〈ヴァララカール〉が炎ほのおの鞭むちで灼しやく熱ねつの大地を薙なぎ払う。

　舞い上がる無数の瓦礫片。──だが、そこにはすでにカミトの姿はない。

　片膝をついた魔炎精霊の懐に、一瞬で潜り込んでいた。

（──この一撃で仕留める！）

　地上からでは、巨大な魔炎精霊に有効な攻撃を放つことができない。

　しかし、カミトには確信があった。

「カミト、受けとれ！」

　空中のエリスが、カミトの足もとめがけて〈風翼の槍レイ・ホーク〉を投とう擲てきする。

　旋風を纏まとう槍やりの穂先が、狙ねらい違たがわず地面に突き立った。

　チームの前衛コンビとして培ってきた、最高のタイミング。

「悪いな、使わせてもらう！」

　カミトが、斜めに突き立った槍の柄に足をかけた──瞬間。

「──荒ぶる風よ、汝なんじの力を解き放て！」

　エリスが解放の詞ことばを叫ぶ。

　ゴウッ──！

　凄すさまじい旋風が生まれ、突き立った槍が爆発的な威力で射出された。

　柄に足をかけたカミトは、そのまま天高く飛ひ翔しよう。〈ヴァララカール〉の頭上へ跳び上がった瞬間、さらに〈風翼の槍レイ・ホーク〉を蹴り上げた。

「そんな……！」

　見開かれるミュアの瞳ひとみ。

「ミュア、教えてやるよ。これがチームの戦い方だ」

　どれほど強大な軍用精霊だろうと、孤立した力には限界がある。

　空中で、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を上段に構えるカミト。

　そして──

「──烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十八連！」

　対精霊用絶剣技が炸さく裂れつする。

　砕き、穿うがち、斬きる、斬る、斬る──縦横無尽に閃ひらめく十八の斬閃。

　魔炎精霊の身体が砕け散るたび、激しい火花が散る。

「おおおおおおおおおっ！」

　頭ず蓋がいの芯しんに、最後の斬ざん撃げきを繰り出した、次の瞬間──

〈ヴァララカール〉の巨きよ躯くは、凄すさまじい地響きをたてて大地に崩れ堕おちた。

　だが、完全な消滅にまではいたらない。凄まじい耐久力だ。

「くっ……」

　息を荒げながら、カミトは地面に突き立てた剣に寄りかかった。

　絶剣技は肉体に大きな負担がかかる。

　──と。

「嘘うそよ……」

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中、ミュアが蒼白な顔で呟つぶやいた。

「ミュア……」

「ミュアの精霊が負けるなんて、そんなの──くっ……」

　顔が蒼白なのは、カミトに敗れたショックだけではないだろう。

（あの魔炎精霊を使役しはじめてから、もう五分以上になる……）

〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉を使い続けたミュアの肉体に、限界がきているのだ。

　右手に刻まれた〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉から、赤い血が滴り落ちる。

「まだ……まだよ、兄様……」

「やめとけ。それ以上は命に関かかわる」

　カミトはふっと肩をすくめると──

　いまにも倒れそうなミュアの身体を、両腕で支えてやった。

「……兄……様!?」

　ミュアの身体からすっと力が抜ける。

「どう……して……」

「……ミュア、ごめんな。ずっとほったらかしにしてて」

「兄様……！」

　耳もとで、ミュアが息を呑のむ音が聞こえた。

〈教きよう導どう院いん〉の〈怪物〉──ミュア・アレンスタール。

　精霊を失った彼女は、どこにでもいる普通の小さな女の子だ。

（……あの頃ころの俺おれは、それに気付いてやれなかったんだな）

　暗灰色アツシユグレイの髪をそっと撫なでてやると、

「ふぁ、ん……」

　ミュアはくすぐったそうに身じろぎした。

「……兄様、ずるいわ。こんなの」

　恨めしそうに唇を尖とがらせるミュア。

　彼女の右手に目をやると、〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉の輝きはすでに消えていた。
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「……ミュア、だから言ったのに」

　劫炎渦巻く戦場から、遠く離れた塔の上。

　リリィ・フレイムは、唇を強く噛かんだ。

　彼女はここから、ミュアの剣舞を見守っていたのだ。

　加勢することは不可能だった。〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉で狂乱した精霊は、敵味方の区別がつかなくなる。火属性に弱い魔樹精霊では、近付くことさえできないだろう。

　ミュアを止めることができなかったのは、手痛い失策だ。

　紅蓮卿カーデイナル──レン・アッシュベルを除けば、ミュアは〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の最強戦力。せめて〈竜皇騎士団〉のレオノーラあたりと相打ちにさせておきたいところだった。

（これでは、あの御お方かたが……）

　無論、主君が敗北するなどとは、微み塵じんも思っていない。

〈竜皇騎士団〉も〈聖霊騎士団〉も、主君の敵ではないだろう。

　しかし──

（……あの御方の身体は、長く戦うことはできない）

　彼女の隠していた弱点に、リリィは気付いていた。

　だからこそ、〈嵐の如き乱舞テンペスト〉では、敵チームの殲せん滅めつをミュアに任せていたのだ。

（ミュアを奪還するべきか、いや──）

　いくら満まん身しん創そう痍いであるとはいえ、カミトに勝てるわけもない。

　彼との間には、それほどの実力差がある。

　決して埋めることのできない、圧倒的な力の差が。

（ここはミュアを諦あきらめて、紅蓮卿に報告を──）

　──と、その時だ。

「……！」

　背後に人の気配が生まれた。

「……誰だれだ!?」

　叫び、暗くら闇やみに向かって短剣を投とう擲てきするが──

「ふふっ、味方に向かって、それはないでしょう？」

「おまえは──」

　彼女は、掴つかんだ短剣をもてあそびながら、悠々と姿をあらわした。

　夜闇に映える鮮やかな青い髪。浅黒い肌を露出した、異国風の衣装。

　紅あかい唇が、妖艶に嗤わらう。

「シェーラ・カーン──」

　リリィは喉のどの奥で呻うめいた。

　教国の王女の纏まとう雰囲気に、なにか底知れない違和感を覚えたのだ。

（……なんだ？）

　全身の肌がおぞけだつような圧迫感。

（……私は、畏い怖ふしているのか？）

　以前の魔女とは、明らかに違う。

　不気味な女ではあったが、これほどまでに禍まが々まがしい気配は感じなかった。

（いったい……）

　魔女は塔の縁まで歩いてくると、燃えさかる炎ほのおを眺め、くすりと嗤った。

「あの小娘は、〈ヴァララカール〉を使いこなせなかったようね」

「何を──」

「黙って見ていなさい。アレの本当の使い方を教えてあげる」

　シェーラはすっと手をかざすと、指先で虚空に魔術方陣を描きはじめた。

「……っ！」

　リリィが驚きよう愕がくに目を見開く。

　複雑な立体魔術方陣──はるか太古に使われていたという、原始魔術だ。

「──目覚めよ、魔都に囚とらわれし亡霊たち。いまこそ劫ごう火かの中から蘇よみがえるがいい」

　そして──

　力尽きたかに見えた魔炎精霊が、再び咆ほう哮こうした。
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　地下の遺跡は、どこまでも続いているように思えたが──

「──ここよ」

　前を歩いていた少女が、ふいに足をとめた。

　リンスレットは首を傾かしげて、

「……？　ただの壁ですわよ」

「この遺跡は魔術で守られた隠し扉がいくつもあるのよ」

　少女は壁に手を押しあてると、小声でなにか呟つぶやいた。

「……？」

　精霊語の呪じゆ文もんかと思ったが、そうではないようだ。

　それが、最高位の姫ひめ巫み女このみに伝えられる〈古代精霊語ハイエンシエント〉であることを、リンスレットは知らない。

　しばらくすると、石壁に彫られた紋様が青白い光こう芒ぼうを放ち、低い音をたてて開いた。

　扉の奥にはまだ階段が伸びていたが、奥にわずかな明かりが見えた。

　この階段は、ちゃんと地上に繋つながっているようだ。

（……炎ほのおの明かりのようですわね）

　地上では、すでに激しい剣舞が始まっているようだ。

「ここから外に出られるわ」

「あなたは……？」

「……言ったでしょ。私は外には出られないから」

　少女が儚はかなく微笑ほほえむと、通路のほうへ指先を伸ばした。

　瞬間。バチッ──と、青白い電流のようなものが弾はじける。

「……っ！」

　少女は痛みに顔をしかめた。

「そんな……」

「いいのよ、もう諦あきらめているから」

「だ、だめですわ、そんなの！」

　リンスレットは少女の手を握った。記憶を失い、自分の正体さえわからない状態で、ずっとこんなところに閉じこめられているなんて。

「そ、そうですわ！　わたくしのチームメイトに、儀式魔術に長けた姫巫女がいます。彼女なら、きっと御おん身みにかけられた封印を解いてさしあげられますわ！」

「……ありがとう。氷の姫巫女さん」

　しかし、少女は静かに首を振って、

「あなたのパンケーキ、とてもおいしかった。私は精霊だからお腹は空かないけれど、たまにはおいしいものを食べてみたかったの」

　もう一度、儚く微笑んだ。

「精霊さん……」

　リンスレットはきゅっと唇を噛かむ。

「姫ひめ巫み女こさん、あなたはいい人だから、特別に名前を教えてあげるわね」

「……名前？　記憶喪失ではないんですの？」

「名前だけは覚えているの。──私のたったひとつの宝物。だから、大切なお友達にしか教えないの。人間ではあなたが初めてよ」

　少女は重大な秘密を打ち明けるように、リンスレットの耳もとに口を寄せた。

「イセリア──」

「……え？」

「イセリア・シーウォード。それが私の名前よ」

「そのお名前は、まさか！」

　リンスレットはハッと目を見開くが──

　少女が身を離したとき、その姿は暗くら闇やみの中に消えていた。
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　オオオオオオオオオオッ──！

　咆ほう哮こうが大地を震わせた。

　荒れ狂う炎ほのおの中から、〈ヴァララカール〉の巨きよ躯くがゆっくりと起きあがる。

「嘘うそ、どうして……!?」

　カミトの腕の中で、ミュア・アレンスタールが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　ミュアの右手の〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉は反応していない。

　つまり、あの魔炎精霊は、彼女の支配下にはないということだ。

「……暴走、しているのか？」

　エリスが素早く風の防護魔術を展開する。

　周囲の炎は吹き散らされ、炎の悪鬼の姿が露あらわになった。

　全身から黒い炎を噴き上げて、魔炎精霊が立ち上がる。

　夜を焦がし、大地を黒く染め上げる灼しやく熱ねつの炎。

（……いや、違う）

　カミトは気付いた。

（あれは、炎なんかじゃない……）

　魔炎精霊の巨躯から噴き出しているのは──

　絶え間ない怨えん嗟さの声を上げる、亡霊の群れだ。

「……いったい、どういうことだ？」

　と、そんなカミトの疑問に応えるように──

「カミト、あの魔炎精霊は、〈廃精霊〉の群れに憑ひよう依いされています」

　いつのまにか、少女の姿に戻っていたエストが口を開いた。

「……憑依？　あのクラスの軍用精霊が？」

「はい。あの悪鬼に憑依した精霊は、おそらく数千体以上。──それほどの怨えん恨こんを溜ため込こめば、いかに強大な精霊といえど、耐えることはできません」

「……数千体だと!?　どうして、それほどの精霊が──」

「そういえば、〈ヴァララカール〉は、あの精霊どもをいっぱい喰くらっていたわ」

　驚きよう愕がくの声をあげるエリスに、ミュアが答える。

「……エスト、あの〈ヴァララカール〉も例の〈精霊兵器〉なのか？」

「はい。私の記憶にはありませんが、〈廃精霊〉の怨恨をあそこまで集めているということは、おそらくそうなのでしょう──」

　エストはこくっと頷うなずいた。

　オオオ、オオオオオオオ──！

　黒い炎ほのおが激しく躍る。片腕の悪鬼は、もはや原形をほとんど留めていない。

　その姿は、煮えたぎる憎悪の塊かたまりそのものだ。

　ふと、カミトの脳裏にあの闇やみの怪物の姿が思い浮かんだ。

〈ネペンテス・ロア〉──目の前にそびえたつ魔炎精霊は、あの怪物よりもはるかに巨大だが、その印象は驚くほどよく似ている。

「カミト、ここから離脱するぞ」

「ああ」

　エリスの鋭い声に、カミトは頷いた。

　ミュアの身体を抱きかかえたまま、背後を振り向いて、

「……っ！」

　ピタッと足を止める。

　いつのまにか、周囲には無数の亡霊どもが集まっていた。

「こいつは、ヤバイな……」

〈ヴァララカール〉の放つ怨おん念ねんに共鳴して、集まってきたのかもしれない。

「さすがに、突破は無理か……」

　あれに触れるだけで肉体は穢けがされ、神威カムイを著しく消耗するのだ。

　一瞬、包囲網に穴を開けることはできるだろうが、あれがどれほど密集しているのか、見当もつかない。

　無力なミュアを連れた状態で、試してみる気にはなれなかった。

　……といって、空中を飛ひ翔しようするのはさらに危険だ。

　あの闇に引きずり込まれたら、間違いなく生きては出られまい。

「エリス──」

　と、カミトはエリスのほうを振り向いた。

「な、なんだ！　そ、そんな、急に見つめてきて……！」

「ミュアを頼む。俺おれはあの魔炎精霊をやる」

「なっ……」

　カミトは、腕に抱いたミュアをそっとおろした。

「……もう一人で立てそうか？」

「兄様、私を誰だれだと思っているの？」

　暗灰色アツシユグレイの髪をかきあげ、照れたように目を逸そらすミュア。

「それに、そこの胸の大きなお姉ちゃんに守ってもらわなくても大丈夫よ。使役する精霊がいなくたって、自分の身くらい守れるわ」

「……っ、む、胸は関係ないだろう！」

　エリスがカアッと顔を赤らめる。

「──と、呑のん気きに喋しやべってる場合じゃないな」

　カミトは魔炎精霊のほうを向く。

〈ヴァララカール〉の全身から噴き出す黒い炎ほのおは、さらにその火勢を増していた。

　……ここまでくるのは時間の問題だ。

「──エスト、頼む。もう一度力をかしてくれ」

「はい、カミト。ですが──」

　エストは頷うなずきながらも、不安そうにカミトを見つめ返した。

　……エストの言いたいことは、カミトにもわかっている。

　右腕に走る鋭い痛み。全身の筋肉が悲鳴を上げていた。

　対精霊用絶剣技、〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉は、自身の肉体を極限まで痛めつける。

　まともに放てる回数は、一日一回が限度だろう。

　それに、あの剣技は本来、二刀流で使う剣技。

　片腕で使えば、そのぶん肉体への負担も大きくなる。

（あと一度、放てるかどうか……）

　カミトは右手の拳こぶしを握り締めた。

　あるいは──

（──絶剣の奥義、〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉）

　グレイワースから継承した、〈烈華螺旋剣舞〉すら破る最強剣技。

　だが──

（……だめだ。あれは対精霊使い用のカウンター剣技。あの魔炎精霊には通用しない）

　それに、カミトはあの奥義を完全に会得したわけではないのだ。

　ここで使うには、さすがにリスクが大きすぎる──

「〈飛翔フライ〉の魔術で接近して、一気に決めるか？」

「……いや、それは無理だ。迎撃される」

　エリスの提案に、カミトは首を横に振った。

　エリス自身はともかく、カミトは〈飛翔〉の魔術をコントロールできない。

　まっすぐ一直線に飛ぶことくらいはできるだろうが、間違いなく、あの炎ほのおの鞭むちに叩たたき落おとされる。

「しかし、地上からは魔炎精霊に近付けないぞ」

「……」

　──たしかに、そうだ。

　あの黒い炎は〈ヴァララカール〉の周囲で燃え盛っている。

　炎に触れた瞬間、カミトの肉体は穢けがれ、エストを維持することができなくなる。

「どうすれば──」

　と、その時。

〈ヴァララカール〉の禍まが々まがしい双そう眸ぼうが、こちらを向いた。

　グ、ルウウウウウウウ……！

　地の底から響くような怨えん嗟さの声を上げ、その口こう腔くうが、激しい灼しやく熱ねつの色に輝く──

「──来るぞ！」

　カミトが叫んだ、刹せつ那な。

　熱閃が放たれた。

　風の防護魔術などでは防ぎようもない、圧倒的な炎の乱流。

「……っ、伏せろ！」

　咄とつ嗟さに、三人の少女の身体を抱きすくめ、地面に身を投げ出した。気休め程度だろうが、まともにあの炎を浴びるよりはましなはずだ。

　少女たちの身体を地面に押しつけ、カミトが顔を上げた、その瞬間──

「凍てつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　彼方から飛来した無数の氷の矢弾が、熱閃に直撃。

　眼前で、すさまじい大爆発を引き起こした。

「……くっ！」

　爆風で瓦が礫れきが舞い上がり、カミトの身体は地面に投げ出される。

（……いまのは、まさか!?）

　くらくらと揺れる意識を叱しつ咤たして、氷の矢の飛来した咆ほう哮こうに顔を向けると、

「ふっ、ナイスタイミングですわ！」

　──そこに、いた。

　崩れかけた遺跡の上、プラチナブロンドの髪をなびかせた、可か憐れんなお嬢様が。

　その手には、美しく輝く氷の弓矢を構えている。

　まるで、絵画から抜け出してきた戦乙女のようなポーズ。

「……リンスレット!?」

　カミトは目を丸くして叫んだ。

「いったい、どこからあらわれたんだ!?」

　この一帯は、〈廃精霊〉の群れに囲まれているはずだ。

「ふっ、地下遺跡からやっと脱出できたと思ったら、周りは炎ほのおに囲まれているし、わけのわからない精霊たちに追いかけられるしで、大変でしたのよ！」

　腰に手をあて、ぷんぷんと怒るリンスレット。

「そ、そうか……」

　……カミトの知らないところで、いろいろ大変な目に遭っていたようだ。

　──と、それはともかく。

（これで勝機は見えてきたな……）

「カミト！」「兄様！」

　瓦が礫れきの中から、エリスとミュアが這はい出だしてくる。

「もうっ、き、君は、なんという無茶をするのだ！」

「……はあ、兄様は相変わらずなのね」

　エリスが頬ほおを膨らませ、ミュアがため息をつく。

「リンスレットが合流してくれた。これでいけるかもしれない」

「む……」

　と、エリスが視線をリンスレットのほうに向ける。

　彼女は亡霊の群れを弓で撃破しながら、こちらへ走ってくるところだ。

「たった一人増えただけじゃない。何も変わっていないわ」

　ミュアが呆あきれたように眉まゆをひそめるが、

「それは違うな」

　カミトは首を横に振った。

「二人が三人になれば、チームの力は格段に跳ねあがる。俺おれたちの〈チーム・スカーレット〉は、そういうチームなんだ」

「──そういうことだ」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構え、

「カミト、手を──」

　カミトもまた、そばにいたエストの手を握り返した。

「いくぞ、エスト。もう一度、力を貸してくれ」

「はい、私はあなたの剣、あなたの望むままに！」

　無表情に、しかし力強くこくっと頷うなずくエスト。

　──冷徹なる鋼はがねの女王、魔を滅する聖剣よ！

　──いまここに鋼の剣となりて、我が手に力を！

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの展開式を詠えい唱しようすると、エストの姿は光の粒子となって虚空に消え──

　カミトの右手に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉──テルミヌス・エストがあらわれる。

「はぁっ、はぁっ……カミトさん！」

　リンスレットが息を切らしてやってきた。

「一撃で決めるぞ、いいな？」

「うむ！」「望むところですわ！」

　同時に頷くエリスとリンスレット。

〈ヴァララカール〉が咆ほう哮こうし、ふたたび熱閃を放つ。

「──させるかよっ！」

　刹せつ那な、カミトは地を蹴けって奔はしった。

〈魔王殺しの聖剣〉を水平に構え、燃え盛る黒い炎ほのおに向かって突進する。

「リンスレット、私たちが道を切り開くぞ！」

「承知しましたわ！」

　リンスレットが精霊魔装の弓を構え、弦を限界まで引き絞った。

　精霊語の詞ことばを呟つぶやき、矢弾に最大の神威カムイを籠こめる。




　──竜の鱗うろこすら貫く、怜れい悧りなる氷剣よ！

　──いまここに無限の刃となりて、我が敵を討ち滅ぼせ！




　発動時間の長大化と引き替えに、威力を倍加させた〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉の上位魔技。

　リンスレットが矢弾を放った、瞬間。

　輝く無数の氷刃が、黒い炎ほのおめがけて降りそそぐ。

　重ねるように、エリスもまた〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振るった。




　──狂乱の魔風よ、汝なんじは苛か烈れつに貪むさぼる者、汝は暴虐の限りを尽くす者！

　──汝、その欲するままに従い、我が敵を薙なぎ倒せ！




　轟ごう々ごうと渦を巻き、荒れ狂う大おお嵐あらし。

「「氷風よ、舞い狂え──〈氷嵐乱舞アイス・ストーム〉！」」

　氷属性と風属性の相互干渉を利用した、コンビネーション魔技だ。

　冷気を孕はらんだ烈風が、黒い炎を一瞬で凍結、粉々に打ち砕く──！

「おおおおおおおおおおっ！」

　目の前に開けた道を、カミトは真まっ直すぐに突き進んだ。

　渾こん身しんの神威を籠めた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、白銀の光を放つ。

　チャンスはこの一度だ。

　だが、それで十分。

　二人が作ってくれたこの決定的な機会は、絶対に無駄にしない。

　カミトは地を蹴けって跳躍。溶岩のような〈ヴァララカール〉の巨きよ躯くに足をかける。

　膝ひざから腕、腕から肩──そして、肩から頭部へと三次元跳躍。

　全身から噴き出す黒い炎、怨えん嗟さの声を放つ亡霊どもを斬きり捨すてながら、

「──悪いな、こんどは安らかに眠ってくれ」

　空中で静かに呟く。

　そして──

「絶剣技、破ノ型──烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・二十一連！」

　放たれたカミトの絶剣技が、魔炎精霊を粉々に打ち砕いた。






エピローグ






「はぁ、はぁ……」

　──カミトたちが〈ヴァララカール〉と交戦していた、その頃ころ。

　フィアナは妙な胸騒ぎを覚え、廃都〈メギドア〉の中心部へ向かっていた。

　こういうときの勘はよくあたる。姫ひめ巫み女ことしてたぐいまれな才能を持つ彼女は、直感を決しておろそかにはしなかった。

（杞き憂ゆうだといいけれど……）

　夜の闇やみの中、乱立する樹木に覆われた路地を走っていた、その時。

「きゃっ！」

　突然、目の前に、何か小さなものが飛びだしてきた。

　足を止めた瞬間、つまずいて転んでしまう。あいにく、彼女はチームメイトの少女たちのような運動神経を持ち合わせていないのだ。

「痛っ……な、なに……？」

　ひねった足をさすりながら顔を上げると、

「ニャー……」

「……っ、スカーレット!?」

　そこにいたのは、クレアの使役する火ひ猫ねこ精せい霊れいだった。

　こころなしか、普段よりもサイズが小さいような気がする。

　……力を消耗しているのかもしれない。

「……どうしてこんなところに？　ひょっとして、クレアが近くにいるの？」

　矢継ぎ早に訊たずねるフィアナ。

　しかし、スカーレットはくるっと身をひるがえすと、すぐに建ち並ぶ遺跡の奥に姿を消してしまった。

「ま、まって……！」

　フィアナはあわてて立ち上がる。

　ひねった足が痛むが、いまはそれどころではない。

　ようやく、チームメイトの居場所を見つけたかもしれないのだ。

　揺れるスカーレットのしっぽを追いかけ、路地を駆けていくと、やがて大量の瓦が礫れきの積み重なった、ひらけた場所に出た。

「これは……!?」

　フィアナは薄うす闇やみ色いろの目を大きく見開いた。

　目の前に広がる光景。それは──

　すり鉢状に大きく抉えぐられた地面。いたるところで燃えさかる炎。

　周囲の遺跡群は溶岩のように溶け落ちて、もはや原形をとどめていない。

　……いったい、どれほどの超高熱を浴びればこうなるのか。

「……ここで何があったの？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた、その時だ。

「……ぅ、ん……」

　どこからか、喘あえぐような呻うめき声ごえが聞こえてくる。

「……っ!?」

　あわてて周囲を見回すフィアナ。

　と、崩れかけた壁の向こうに、揺れるスカーレットのしっぽが見えた。

　急いで壁の向こうに回りこむと──

「……クレア!?」

　壁にぐったりと横たわる、クレアの姿を発見した。

「クレア、ちょっと、しっかりして！」

　すぐに駆け寄るフィアナ。

「……ん……うぅ……」

　どうやら意識が朦もう朧ろうとしているらしく、こちらに気付いてもいないようだ。

　火ひ猫ねこ精せい霊れいが心配するように周囲をぐるぐる回っている。

　フィアナは制服のポケットから精霊鉱石を取りだすと、クレアの胸に押しあてた。

　癒しの力を秘めた聖光が淡く輝く。

「クレア、私よ。……喋しやべれる？」

「……ん……フィア、ナ……？」

　虚うつろだった紅玉ルビーの瞳ひとみに、わずかな理性の光が灯ともった。

「いったい、何があったの？」

「……カミト、に、魔剣……を、早く……」

「……魔剣？」

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめるフィアナ。

　と、クレアは震える手を背中に回し、ひと振りの剣を手に取った。

「……！　これって、まさか……」

　見覚えのある闇やみの魔剣。……姿形こそ微妙に異なるものの、間違いなく、レン・アッシュベルの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉だ。

「どうして、クレアがこれを……？」

　フィアナが訊きき返した、その時。

「──私の前にあらわれるなと警告したはずだぞ、フィアナ・レイ・オルデシア」

「……っ！」

　その声に、一瞬で心臓を鷲わし掴づかみにされる。

「……」

　静かに息を呑のみこむ。

　全身から冷たい汗が噴き出るのを感じながら、フィアナは背後を振り向いた。

　激しく燃えさかる紅ぐ蓮れんの炎。

　彼女は──その炎の中からあらわれた。

　艶つややかな長い黒髪。燃える焔ほのおをそのまま削りだしたかのような、真紅の仮面。

　教国の軍服に身を包み、舞い散る火の粉をその身に纏まとっている。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉総帥。最強の剣舞姫レン・アツシユベル──レン・アッシュベル。

　……否。フィアナはすでに彼女の正体を知っている。

（ルビア様……）

　これまで陰で暗躍していた彼女がなぜ、このタイミングで姿をあらわしたのか。

　──その理由は明白だ。

（……〈闇やみの精霊姫〉ね）

　フィアナは、倒れたクレアを庇かばうように立ち上がった。

「……クレアは渡さないわ」
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　むなしい抵抗だということはわかっている。

　それでも、意識の朦もう朧ろうとしているクレアを残して逃げることはできない。

「──邪魔をするな。お前にもいずれわかる」

「ルビア様、あなたがどんな信念を持っているか、それはわからない。けれど、私の仲間を傷つけるというなら──私は、あなたを止めるわ！」

　虚空に素早く魔術方陣を描き、〈ゲオルギウス〉を召喚する。

　即座に剣を抜き放ち、突進する騎士精霊。

「無駄だ。おまえの覚悟では、私には決して届かない」

　──炎が躍った。周囲の炎とは明らかに異質な、凍える蒼あおい炎。

　その炎が鎧よろいに触れた途端、騎士精霊の全身は一瞬で瓦が解かいする。

「……っ！」

　見せつけられる、圧倒的な力の差。

　凍える炎を纏まとい、レン・アッシュベルの黒髪が激しくひるがえる。

「──刻ときは満ちた。我が手に〈闇やみの精霊姫〉を迎え入れよう」

　そして、彼女は──

　その素顔を覆う、真紅の仮面を外した。

　カラァンッ──と、地面に落ちて砕ける仮面。

「……っ！」

　フィアナは、その場に立たち竦すくんだまま動けない。

　燃える焔ほのおを宿した、凄せい絶ぜつなまでに美しい紅玉ルビーの瞳ひとみ。

　レン・アッシュベルの特徴である艶つややかな黒髪が、静かに燃えあがる。

　まるで炎が闇を塗ぬり潰つぶすかのように──

　それは、彼女がかつて〈火の精霊姫〉と呼ばれていた頃ころの髪の色。

　エルステインの紅あか。

　その時──

「……ぅ……ん……」

「……っ！」

　背後で、呻うめくような声。

「クレア、だめ──！」

「……姉……さま？」

　朦朧とした意識の中で、クレアが不思議そうに呟つぶやく。

　焔を宿す紅玉の瞳どうしが見つめあい、そして──

「さあ、すべてを終わらせよう」

　ルビア・エルステインが口を開く。

「──魔王覚かく醒せいの刻ときだ」





──ＥＮＤ








あとがき






　──ようやく私の名前を呼んでくれましたね、マスター。




　本書をお手にとってくださった皆様、本当にありがとうございます！

『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』シリーズ第九弾『クロス・ファイア』をお届けいたします。




　──レン・アッシュベルを倒せ。

　グレイワースに託された想いを胸に、決戦の舞台へおもむくカミト。チームの美少女たちと夜の剣舞を舞い、気力も充分に向かった先で待ち受けていたものとは──？

　陰謀渦巻く〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉。打ち鳴らされる激しい剣けん戟げき。

　そして、闇やみの魔剣と火猫少女が邂かい逅こうしたとき──最強の焔ほのおが目覚める！

　前巻『決戦前夜』はラブコメ中心の話でしたが、今巻はいよいよ決勝戦に突入ということで、バトル満載でお送りします。今巻の見所は、あのキャラとあのキャラのちょっと珍しい組み合わせ。そして、なんといっても××××××の覚醒シーンですね。桜さくらはんぺん先生の素晴らしいイラストと相まって印象的なシーンになったと思います。

　恒例の謝辞です。

　まずは今回もめちゃくちゃ可愛かわいい＆カッコイイ挿絵を描いてくださった、桜さくらはんぺん先生。表紙のルビアお姉様には鳥肌がたちました。素敵なイラストが届くたびにワクワクさせられています。本当にありがとうございました。

　いつもラブリーキュートなミニキャラを描いてくださっている、うめだ夏か乃の先生。目次ページをいつも楽しみにしています。

　コミックアライブにて『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』コミカライズ版を連載してくださっている氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生。ハイクオリティなバトルシーン、テンポよくスピーディーな展開、スタイリッシュな演出──毎回、想像を遙はるかに上回る作品を描いてくださって、本当に感謝が尽きません。素晴らしいのひと言です。まだ原作しか読んでないよーという方は、超お勧めなのでぜひぜひ読んでみてください。

　また、企画立ち上げのときから精霊シリーズを担当してくださり、熱い編集者魂で作品を支えてくださった庄しよう司じ様。ここまでこられたのは間違いなく庄司さんのおかげです。二年間、本当にありがとうございました。新天地でも、広大なサバンナを駆け抜ける豹ひようのようなご活躍を期待しています（※いつも豹柄のコートを着てる的な意味で）。

　今巻からお世話になります担当の成なり田た様。精霊使いチーム一同、一緒に作品を盛り上げていきましょう！

　そしてもちろん、最大の感謝はシリーズを応援してくださっている読者の皆様に。アンケートで頂いたご感想は、本当に本当に励みになっています！




　さて、今回はあとがきページが多いので、八巻時点でのモバイルアンケートの人気投票の結果発表をしたいと思います。ドラララララ（ドラムの音）──

　第十位は〈四神スーシン〉のエース、シャオ・フーさん。八巻イラストではチャイナドレスでの登場でした。〈四神〉随一の強さとサバサバした性格が人気の秘ひ訣けつか。第九位はリンスレット・ローレンフロストお嬢様。数々の家事スキルを備えたお嫁さん候補ナンバー１です。第八位はクレア・ルージュ。チームの中でも重い過去を背負っている彼女ですが、いつか本当の笑顔をとり戻せる日は来るのでしょうか……。第七位はカゼハヤ・カミト。八巻ではグレイワースにこき使われるメイド姿が印象的でした。……というか、あの可愛さはもはやヒロイン級。第六位はクールな十四歳、ミラ・バセット。初登場時はメイドさんになるなんて考えてもいませんでした。ミラ＆ミレーユのコンビは書いていてとても楽しいです。第五位はフィアナ・レイ・オルデシア姫殿下。八巻のデート追跡シーンでは、ちょっと闇やみフィアナさんになっていましたね。彼女は徐々に人気を上げてきたタイプです。第四位はエリス・ファーレンガルト。生き真面目まじめな騎士団長のはずが、暴走すると、この娘こが危険な気がするのは気のせいでしょうか。あと胸が大きい。

　……一位、二位、三位までは結構差があるのですが、正直四位から九位までの票数は、ほぼだんご状態ですね。というわけで、いよいよ三位から一位の発表です！

　第三位は、闇やみ精霊レスティアさん。しばらくエストと人気を二分していた彼女ですが、八巻では出番が少なかったせいか第三位に。今後は正妻（？）の力を見せつけられるか。

　第二位は、なんと十位圏外から一気に大躍進の竜騎士レオノーラ・ランカスターさん。これには著者も驚きました。強い、可愛かわいい、はいてない──三拍子揃そろった彼女はチーム・スカーレットの強力なライバルになりそうです。

　そして第一位はもちろん、不動の女王、ニーソ精霊のエストさん。三巻発売時に一度だけエリスに一位を譲ったものの、あとは常に一位をキープ。さすがの貫かん禄ろくです。

　人気投票のモバイルアンケートはこちら（http://mfe.jp/sgw）から、ご感想と一緒に送ってくださると、著者も桜さくらはんぺん先生もとてもとても嬉うれしいです！

　──というわけで、次回はいよいよ〈精霊剣舞祭ブレイドダンス編〉もクライマックス。

　第一〇弾、『魔王覚かく醒せい（仮）』でお会いしましょう！


二〇一二年　一〇月　志し瑞みず祐ゆう
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